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令和元年第２回森町議会６月会議会議録 （第１日目） 

 

令和元年６月４日（火） 

                             開議 午前１０時００分 

                             休会 午後 ４時５０分 

                            場所 森町議会議事堂 

〇議事日程 

  １ 会議録署名議員の指名 

  ２ 審議日数の決定 

  ３ 議長諸般報告 

  ４ 行政報告 

  ５ 一般質問 

  ６ 報告第 １号 専決処分した事件の報告について 

           平成３０年度森町一般会計補正予算（第１３号） 

  ７ 報告第 ２号 専決処分した事件の報告について 

           平成３０年度森町国民健康保険特別会計補正予算（第５号） 

  ８ 報告第 ３号 専決処分した事件の報告について 

           平成３０年度森町後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号） 

  ９ 報告第 ４号 専決処分した事件の報告について 

           平成３０年度森町介護保険事業特別会計補正予算（第５号） 

 １０ 報告第 ５号 専決処分した事件の報告について 

           平成３０年度森町介護サービス事業特別会計補正予算（第５号） 

 １１ 報告第 ６号 専決処分した事件の報告について 

           平成３０年度森町港湾整備事業特別会計補正予算（第１号） 

 １２ 報告第 ７号 専決処分した事件の報告について 

           平成３０年度森町ホタテ未利用資源リサイクル事業特別会計補正 

           予算（第４号） 

 １３ 報告第 ８号 専決処分した事件の報告について 

           平成３０年度森町国民健康保険病院事業会計補正予算（第４号） 

 １４ 議案第 １号 森町税条例等の一部を改正する条例の一部を改正する条例制定に 

           ついて 

 １５ 議案第 ２号 森町介護保険条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例制 

           定について 

 １６ 議案第 ３号 森町国民健康保険病院事業設置条例の一部を改正する条例制定に 

           ついて 

 １７ 議案第 ４号 森町国民健康保険病院使用料及び手数料条例の一部を改正する条 
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           例制定について 

 １８ 議案第 ５号 森町水道事業給水条例の一部を改正する条例制定について 

 １９ 議案第 ６号 森町公共下水道条例の一部を改正する条例制定について 

 ２０ 議案第 ７号 森町火災予防条例の一部を改正する条例制定について 

 ２１ 議案第 ８号 森町廃棄物の減量及び適正処理に関する条例の一部を改正する条 

           例制定について 

 ２２ 議案第 ９号 北海道市町村職員退職手当組合規約の変更について 

 ２３ 議案第１０号 北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更について 

 ２４ 議案第１１号 北海道市町村総合事務組合規約の変更について 

 ２５ 議案第１２号 令和元年度森町一般会計補正予算（第２号） 

 ２６ 議案第１３号 令和元年度森町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

 ２７ 議案第１４号 令和元年度森町介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 

 ２８ 議案第１５号 令和元年度森町介護サービス事業特別会計補正予算（第１号） 

 ２９ 議案第１６号 令和元年度森町水道事業会計補正予算（第１号） 

 ３０ 議案第１７号 令和元年度森町公共下水道事業会計補正予算（第１号） 

 ３１ 議案第１８号 工事請負契約の締結について 

 ３２ 議案第１９号 工事請負契約の締結について 

 ３３ 議案第２０号 工事請負契約の締結について 

 ３４ 議案第２１号 工事請負契約の締結について 

 ３５ 議案第２２号 工事請負契約の締結について 

 ３６ 議案第２３号 財産の取得について 

 ３７ 意見書案第１号 新たな過疎対策法の制定に関する意見書 

 ３８ 意見書案第２号 ２０１９年度北海道最低賃金改正等に関する意見書 

 ３９ 意見書案第３号 ２０２０年度地方財政の充実・強化を求める意見書 

 ４０ 意見書案第４号 「子どもの貧困」解消など教育予算確保・拡充と就学保障、義 

            務教育費国庫負担制度堅持・負担率１／２への復元、教職員の 

            超勤・多忙化解消・「３０人以下学級」の実現に向けた意見書 

 ４１ 意見書案第５号 児童虐待防止対策のさらなる強化を求める意見書 

 ４２ 意見書案第６号 消費税率１０％の中止を求める意見書 

 ４３ 議員の派遣について 

 ４４ 休会中の所管事務調査等の申し出 

 

〇出席議員（１６名） 

議長１６番 野 村   洋 君  副議長 １番 菊 地 康 博 君 

   ２番 山 田   誠 君      ３番 佐々木   修 君 

   ４番 髙 橋 邦 雄 君      ５番 伊 藤   昇 君 
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   ６番 加 藤   進 君      ７番 堀 合 哲 哉 君 

   ８番 東   隆 一 君      ９番 河 野 文 彦 君 

  １０番 宮 本 秀 逸 君     １１番 檀 上 美緒子 君 

  １２番 木 村 俊 広 君     １３番 久 保 友 子 君 

  １４番 松 田 兼 宗 君     １５番 斉 藤 優 香 君 

 

〇欠席議員（０名） 

 

〇出席説明員 

   町     長    梶  谷  惠  造  君 

   副  町  長    木  村  浩  二  君 
 
   会計管理者兼                  
              東  谷  美 佐 子  君 
   出 納 室 長                  
 
   監 査 委 員    池  田  勝  元  君 

   総 務 課 長    長  瀬  賢  一  君 
 
   選挙管理委員会                  
                            
   書記長併監査    村  本     政  君 
                            
   事務局書記長                  
 
   防災交通課長    柴  田  正  哲  君 

   契約管理課長    山  田  真  人  君 

   企画振興課長    川  村  勝  幸  君 

   税 務 課 長    柏  渕     茂  君 

   保健福祉課長    坂  田  明  仁  君 

   保健福祉課参事    須  藤  智  裕  君 
 
   保健福祉課参事兼                  
              宮  崎     渉  君 
   保健センター長                  
 
   住民生活課長    安  藤     仁  君 

   子育て支援課長    濵  野  尚  史  君 

   環 境 課 長    山  本     憲  君 

   農 林 課 長    寺  澤  英  樹  君 

   農業委員会事務局長    鈴  木  修  一  君 

   水 産 課 長    岩  井  一  桐  君 

   商工労働観光課長    阿  部  泰  之  君 

   建 設 課 長    富  原  尚  史  君 

   砂 原 支 所 長    落  合  浩  昭  君 

   地域振興課長    角  野  雄  平  君 

   町民福祉課長    千  葉  正  一  君 
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   教  育  長    増  川  正  志  君 

   学校教育課長    萩  野  友  章  君 
 
   社会教育課長兼                  
 
   公 民 館 長 兼    宮  崎  弘  光  君 
 
   図 書 館 長                  
 
   生涯学習課長    川  口  武  正  君 
 
   体 育 課 長 兼                  
 
   体 育 館 長 兼    野  崎  博  之  君 
 
   青少年会館長                  
 
   給食センター長    藤  嶋     希  君 

   さくらの園・園長    金  丸  義  樹  君 

   病 院 事 務 長    小 田 桐  克  幸  君 

   上下水道課長    水  元  良  文  君 

   消  防  長    東  谷  直  樹  君 

   消 防 署 長    松  田  光  治  君 

 

〇出席事務局職員 

   事 務 局 長    菊  池  一  夫  君 
 
   次 長 兼                  
              奥  山  太  崇  君 
   議 事 係 長                  
 
 
   次 長 兼                  
              喜  田  和  子  君 
   庶 務 係 長                  
 

〇会議に付した事件 

  １ 一般質問 

  ２ 報告第 １号 専決処分した事件の報告について 

           平成３０年度森町一般会計補正予算（第１３号） 

  ３ 報告第 ２号 専決処分した事件の報告について 

           平成３０年度森町国民健康保険特別会計補正予算（第５号） 

  ４ 報告第 ３号 専決処分した事件の報告について 

           平成３０年度森町後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号） 

  ５ 報告第 ４号 専決処分した事件の報告について 

           平成３０年度森町介護保険事業特別会計補正予算（第５号） 

  ６ 報告第 ５号 専決処分した事件の報告について 

           平成３０年度森町介護サービス事業特別会計補正予算（第５号） 

  ７ 報告第 ６号 専決処分した事件の報告について 

           平成３０年度森町港湾整備事業特別会計補正予算（第１号） 

  ８ 報告第 ７号 専決処分した事件の報告について 
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           平成３０年度森町ホタテ未利用資源リサイクル事業特別会計補正 

           予算（第４号） 

  ９ 報告第 ８号 専決処分した事件の報告について 

           平成３０年度森町国民健康保険病院事業会計補正予算（第４号） 

 １０ 議案第 １号 森町税条例等の一部を改正する条例の一部を改正する条例制定に 

           ついて 

 １１ 議案第 ２号 森町介護保険条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例制 

           定について 

 １２ 議案第 ３号 森町国民健康保険病院事業設置条例の一部を改正する条例制定に 

           ついて 

 １３ 議案第 ４号 森町国民健康保険病院使用料及び手数料条例の一部を改正する条 

           例制定について 

 １４ 議案第 ５号 森町水道事業給水条例の一部を改正する条例制定について 

 １５ 議案第 ６号 森町公共下水道条例の一部を改正する条例制定について 

 １６ 議案第 ７号 森町火災予防条例の一部を改正する条例制定について 

 １７ 議案第 ８号 森町廃棄物の減量及び適正処理に関する条例の一部を改正する条 

           例制定について 

 １８ 議案第 ９号 北海道市町村職員退職手当組合規約の変更について 

 １９ 議案第１０号 北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更について 

 ２０ 議案第１１号 北海道市町村総合事務組合規約の変更について 

 ２１ 議案第１２号 令和元年度森町一般会計補正予算（第２号） 

 ２２ 議案第１３号 令和元年度森町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

 ２３ 議案第１４号 令和元年度森町介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 

 ２４ 議案第１５号 令和元年度森町介護サービス事業特別会計補正予算（第１号） 

 ２５ 議案第１６号 令和元年度森町水道事業会計補正予算（第１号） 

 ２６ 議案第１７号 令和元年度森町公共下水道事業会計補正予算（第１号） 

 ２７ 議案第１８号 工事請負契約の締結について 

 ２８ 議案第１９号 工事請負契約の締結について 

 ２９ 議案第２０号 工事請負契約の締結について 

 ３０ 議案第２１号 工事請負契約の締結について 

 ３１ 議案第２２号 工事請負契約の締結について 

 ３２ 議案第２３号 財産の取得について 

 ３３ 意見書案第１号 新たな過疎対策法の制定に関する意見書 

 ３４ 意見書案第２号 ２０１９年度北海道最低賃金改正等に関する意見書 

 ３５ 意見書案第３号 ２０２０年度地方財政の充実・強化を求める意見書 

 ３６ 意見書案第４号 「子どもの貧困」解消など教育予算確保・拡充と就学保障、義 
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            務教育費国庫負担制度堅持・負担率１／２への復元、教職員の 

            超勤・多忙化解消・「３０人以下学級」の実現に向けた意見書 

 ３７ 意見書案第５号 児童虐待防止対策のさらなる強化を求める意見書 

 ３８ 意見書案第６号 消費税率１０％の中止を求める意見書 

 ３９ 議員の派遣について 

 ４０ 休会中の所管事務調査等の申し出 
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開議 午前１０時００分 

    ◎開議の宣告 

〇議長（野村 洋君） おはようございます。ただいまの出席議員数は16名です。定足数

に達していますので、議会が成立しました。 

 令和元年第２回森町議会６月会議は、通年議会のため12月31日まで休会中でありますが、

森町議会会議条例第４条第１項第２号の規定により、６月会議を再開いたします。 

 これから本日の会議を開きます。 

 開会に際し、傍聴者を初め皆様にお願いがございます。議場におけるボイスレコーダー

の持ち込みや携帯電話の音は本会議の妨げとなります。持ち込まないのが原則ですが、マ

ナーモードに設定するか電源を切って入場されるように協力願います。また、私語につい

ても慎んでいただくとともに、議場内では議長の指示に従っていただくよう重ねてお願い

いたします。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

 

    ◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

〇議長（野村 洋君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第125条の規定により、１番、菊地康博君、２番、山

田誠君を指名します。 

 

    ◎日程第２ 審議日数の決定 

〇議長（野村 洋君） 日程第２、審議日数の決定を行います。 

 次に、審議日数ですが、本日から６月５日までの２日間を予定しておりますので、議事

運営にご協力をお願い申し上げます。 

 

    ◎日程第３ 議長諸般報告 

〇議長（野村 洋君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

 例月出納検査報告は、別途閲覧に供しておりますので、説明を省略いたします。 

 地方自治法第121条の規定により、議長より説明のため会議に出席を求めた者及び本会に

出席の議会職員は、お手元に配付のとおりであります。 

 これで諸般の報告を終わります。 

 

    ◎日程第４ 行政報告 

〇議長（野村 洋君） 日程第４、行政報告を行います。 

 町長から行政報告の申し出がありました。これを許します。 

〇町長（梶谷惠造君） 行政報告を行います。平成30年12月会議以降、今日に至るまでの

主な活動についてご報告申し上げます。 
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 なお、参考資料をお配りしておりますので、ご参照いただきたいと思います。 

 さて、今年は４月27日から５月12日までの16日間、もりまち桜まつりが開催されました。

４月は肌寒い気候が続いておりましたが、昨年と同じ29日に標本木のソメイヨシノが開花

し、連休中の陽気により一気に満開となりました。27日のオーブニングセレモニー終了後

に新天皇の即位を記念して行いました植樹式には、森町議会から野村議長、菊地副議長、

ご来賓として河野観光協会会長、岡嶋桜まつり実行委員長、宮野森警察署長、伊藤商工会

議所会頭、逢坂衆議院議員、冨原道議会議員小川秘書にご臨席を賜り、日本花の会より寄

贈していただいた森小町２本を青葉ケ丘公園に植樹いたしました。日本花の会からは森小

町40本の寄贈を受けましたので、今後は町内各小中学校を初め、物産センター等への配付

並びに森町森林・林業・林産活性化議員連盟の事業により町全体で新天皇の即位を祝い、

令和の記念植樹に取り組みたいと考えております。 

 さて、今年は、もりまち桜まつり70周年の節目の年として内容の充実が図られたことに

より、多くの方々にご来場いただけたと捉えております。初の取り組みとして、例年６月

下旬から行われていた森蘭航路事業を桜まつりの期間中に合わせて運行し、ツアー客に祭

り会場へ足を運んでいただく予定でしたが、あいにくの天候により中止となりましたこと

はまことに残念でした。今後も引き続き森蘭航路等と組み合わせた魅力ある旅行商品を提

案し、さらに多くの方々にご来場いただけるよう取り組んでまいります。また、12日の歌

謡ショーは好天に恵まれ、たくさんの方々にご来場いただき、ご満足いただけたものと思

っております。桜まつりを盛況裏に終えることができましたことに、実行委員会を初め関

係各位に改めて感謝を申し上げる次第でございます。 

 さて、今年も友好町の静岡県森町より、太田町長を初め、新たに就任されました亀澤議

長、産業課の職員一行が来町され、祭り会場において新茶の試飲と販売をしていただきま

した。その後議員の皆様方にもご参加をいただきながら、歓迎昼食会を盛大に開催できま

したことは大変喜ばしく、昨年50周年を迎えた両町のきずながより一層深まったと考えて

いるところであります。今後も観光、経済、文化、教育など幅広い交流と連携を強化し、

両町の発展に努めてまいります。 

 最後に、国保病院において眼科の診療を開始できる運びとなりましたことをご報告いた

します。本件につきましては、市立函館病院地域医療支援室が展開する医師等派遣事業に

よるもので、先般市立函館病院関係者の訪問を受けた際に地域における眼科診療について

お話があり、眼科医師の派遣について協議が調ったものであります。本会議で関係条例の

ご審議をいただき、７月からの診療開始に向け、細部について調整を図ってまいりますの

で、よろしくお願いをいたします。 

 以上、行政報告といたします。 

〇議長（野村 洋君） これで行政報告は終わりました。 

 

    ◎日程第５ 一般質問 
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〇議長（野村 洋君） 日程第５、これより一般質問を行います。 

 質問の順序は、お手元に配付のとおりであります。 

 順番に発言を許します。 

 議事進行についてですが、質問並びに質疑は会議規則に定める３回の原則を厳守し、内

容も要点を簡潔明瞭に行い、また答弁につきましても効率的な議事運営への協力をお願い

いたします。また、通告外の事項や当局への質問以外の発言に及ぶことのないよう、また

当局を含めて不適切な発言についても十分注意されるよう、あわせてお願いいたします。 

 なお、会議規則第56条第１項の規定により、以降質疑については３分以内、討論につい

ては５分以内といたしますので、ご協力を願います。 

 初めに、森町在住進学者対象の給付型奨学金制度の導入について、議席２番、山田誠君

の質問を行います。 

〇２番（山田 誠君） おはようございます。それでは、私のほうから１点質問させてい

ただきます。 

 森町在住進学者対象の給付型奨学金制度の導入についてでございます。我が森町は、年

々人口が減少し、推計（人口問題研究所）では2040年には１万人を切ると、9,551人と予測

されております。森町としても定住人口の減少防止対策としてはさまざまな事業等々を導

入いたしておりますけれども、なかなか歯どめがかからないのが現状でございます。人口

減少は、交付税の減等により財政運営も危機的な状況になります。また、他町村では働き

手不足で外国人の雇用を図って働き手不足解消に躍起であり、我が森町も例外ではありま

せん。若者の流出は、各種進学校先等の周辺地に就職し、生計を立てているようでござい

ます。 

 森町の例を見ますと、各病院、医院も含めて看護師、技術者不足、また介護福祉施設等

の介護士、各技術者不足、また幼稚園、保育園における教諭や保育士不足、さらには各種

会社等々の技術者、事務職員の不足は目をみはるものがございます。そこで、これらの担

い手不足を解消すべく、各高校、大学、専門学校等に進学する方々にぜひ地元に帰ってき

ていただいて、活動し、森町の発展と人口減少の歯どめの礎を築いていただきたいと思っ

ております。定住意向を高めるため、例えば10年、15年勤務すれば給付型奨学金と働き場

所を提供することを森町の目玉商品として施策に取り入れる考えはないか。 

 現在森町教育振興育英会貸付金は49名で1,389万6,000円貸し付けておりますけれども、

2020年度から実施予定の高等教育無償化の影響などを踏まえ、森町の定住促進を図り、人

口減少の歯どめ対策にもなり得るものと思料いたしておりますので、町長の所見をお伺い

いたします。 

〇町長（梶谷惠造君） 山田議員の質問にお答えします。 

 人口減少による働き手不足や若者の人口流出については、専門職及び事務職の人材不足

となっており、深刻な問題と私も受けとめております。現在町が行っている奨学金制度に

つきましては、経済的な理由によって修学が困難な高校生や大学生などに対して教育の機
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会均等を図るとともに、就業達成を目的として奨学金を借用型で実施しているところです。 

 さて、議員提言の町内における一定期間の就労を担保とした給付型奨学金制度の導入で

ございますけれども、就学先選択に対する公平性の確保を初め、さまざまな問題も考えら

れますので、現段階での給付型奨学金制度の導入は難しいと考えております。今後につき

ましては、国や道が行う制度等の運用や動向を注視してまいりたいと考えております。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 再質問ありますか。 

〇２番（山田 誠君） 町長の言わんとすることもわからないわけではございませんけれ

ども、今各市町村で少子化対策、または人口流出どめのものについてはほとんど金太郎あ

め的なものでございます。こんなことやったってとまらないです。各町村皆同じだという

ことは皆同じになるわけなので、そこで経済的負担を心配せず、安心して進学できる環境

を整えることが少子化対策の一番の重要性だと私は思っております。地元に居住するとい

うことになれば、永住する可能性も高くなってくるわけです。そうすると、長くいると結

婚もするわけです。そうすると必然的に子供も生まれるということになるだろうと思うし、

そうなれば少子化対策にもなると。このような効果が町内外にも知れ渡れば、なお効果が

大きくなると思うのです。やっぱり最重要課題として、森町の目玉商品として将来に向け

て、３年や５年ですぐなるわけでないですけれども、将来的に長い目で見ていただければ

相当数増えるのでないか。先ほど言ったように、もう１万人切るわけですから、だんだん、

だんだん人口が減っていったら、産業をやろうが、何やろうがかにやろうが、全然発展的

なものは何もないわけです。今ふるさと納税も相当数売れているわけですから、そういう

ものを資金にして、町長、ぼんぼん、ぼんぼんやってください。そうすれば、町長は大し

たものだと、みんな森町に来ると思うのです。 

 それと、もう一つ、町長も頑張ってやってもらったのだけれども、道立の林業大学だと

か、そういうものもここに一時来るわけです。そうしますと、旅からの入り込みが入って

くる。例えば長万部町の理科大だとか、ああいうところを見ても結構あるわけです。また、

私の知人等々については、東京周辺の大学も森町に分校を建てたいという希望のある方も

いるわけです。そうなると、産業の面、教育の面、いろんな面で森町を売っていくと、こ

れが一番大事だと思うわけです。いかがでしょうか、再度質問させていただきます。 

〇町長（梶谷惠造君） 再質問にお答えいたします。 

 山田議員、やっぱりいろいろと人口減少問題によって町に発生する心配事を本当に深く

考えていらっしゃるなというふうに感じました。私も同様です。いろいろと将来的に基本

的には人を増やしていくという政策については、町としてもこれまでいろんな政策をとっ

てまいりました。子育て支援もそのとおりです。当然住んでいる方々、ご高齢の方が長く

幸せにこの地で暮らすというのも一つの方法です。今議論されているのは、今回ご質問い

ただいたのは学生に対しての中間層です。そういった方々がずっとここにいるようにとい

うことで、理想の一つでもあるとは思いますけれども、若い方々は一旦は都会に憧れると
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いう心理も一つかなと、そのように思います。 

 それと、私個人的な考えですけれども、ずっと生まれてから死ぬまでここにいるという

ことは世の中を知らないということにもつながりますから、勉強不足の人間が育つ環境に

もなるわけです。できれば一度町外に出て、そして、以前にもどこかで申し上げましたけ

れども、森町がいかに素敵なすばらしい町かということを自覚していただいて、そしてふ

るさとに尽くしたい、そういう思いから自然に帰化できる。そして、帰りたいと思ったと

きにきちんと要望する勤め先がここの町にあることが最大理想の考えかなと、そのように

思っております。就労を目的として給付をしても、それが100％そのとおり守るかといいま

すと、どんどん学校に行って知識を蓄えるごとに、もっと新しい希望や、それから本人の

進む道が開けてくる可能性もありますから、私はかえって森町出身の方々が地方に出て、

そして大成功をおさめながら活躍されることも一つの町の財産と町の魅力発信につながる

と、そういうふうに思っております。 

 いろんなことを考えながら人口減少対策は進めていくわけですけれども、給付型、企業

によってはきちんとそういうふうなことで大企業ではやられているところもあります。し

かし、町としてこれを行うということは、最初の答弁でも申し上げましたけれども、就労

先の選択、自由に公平に選ぶということに対しては少し行き過ぎなのかなと、そういう思

いから、今現在はちょっと難しいなと、そういうふうに考えております。 

 以上、再答弁といたします。 

〇議長（野村 洋君） 再々質問。 

〇２番（山田 誠君） 町長、もう少し前向きな答弁をお願いしたいなと。そういうこと

もわからないわけではないですけれども、そうなるとＵターンの可能性は全くなくなって

くる。私思っているのは、当然大学、専門学校等々で大都市等々に行って勉学するだけで、

もうそれで十分だと私は思っているのです。他町村、他の都道府県で成功した者は森町に

は帰ってきません。そうならないうちに、基礎をきちっと整えてそういうものをやってい

くべきだと私は思っているのです。そうでないと、町長言うように、就労先の選択に不公

平があると言うけれども、森町を守っていく以上はある程度そういうことをしていかない

と、誰も就職するという考えになってこない。それは、やっぱり気つけていただかないと

私はだめでないかなと思っているのです。 

 先ほど言ったように林業大学、昨年ですか、静岡県に行って視察したのだけれども、町

長、就職率100％ですよ。説明員は間違って110％だと言ったのです。それだけその大学を

出た方の就職が引き合いが多いということ。だから、先ほど言ったように、私の友達等々

が東京の、これは皆さんに公開するわけにいかないですけれども、有名な大学です。この

分校をつくりたいと言っているのですから、それをさっき言ったように長万部町の理科大

と同じようなものを森町もできれば、相当数の人間が森町に来るわけです。そういうこと

も考えて、ぜひ前向きに、不公平だとか公平だとかでなくて、前向きに検討するという考

えはございませんか。再度お聞きいたします。 
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〇町長（梶谷惠造君） 再々質問にお答えいたします。 

 今年の桜まつり、実行委員長が新しくかわったのと、若い方の感性でいろんな新しい内

容のものに変わった。そうしましたら、皆さんももうご存じかと思いますけれども、町外

からの若い方々、20代の本当に若い方々が200人、300人というふうにして青葉ケ丘公園に

全国から訪れていただきました。こういうことは大変すばらしいことだなと思います。私

も以前にも答弁等で申し上げておりますように、観光も産業の一つ、そして森町にいろん

な方が訪れることによってこの町の魅力を知っていただく。そうすると、後々の就労先、

もしくは永住の地として選択していただけるだろうと、そういう考えのもとにいろんな事

業、政策を進めさせていただいております。そういう関係からいきまして、先ほどご質問

にもありました林業大学校、ぜひ誘致したかったのですが、それは本校は誘致はできませ

んでした。ですけれども、森町は全道で７カ所の実習フィールドの１カ所として、窓口で

すけれども、渡島、檜山の町有地、道有地、国有地を使って研修を行う場所としてここの

地が選ばれたということでは、長い期間こちらにいることになりますから、そういうこと

でどんどん森町の魅力を知り、発信していただくことで人口の増にもつながっていくと考

えております。 

 山田議員の再々質問の中にもありましたように、大学の分校ですとか、そういう教育機

関が森町に来るということは私は大変大歓迎したいと思います。ぜひ前向きにそのお話に

ついてはお進めいただければ、私も赴きたいなと、そのように考えております。以前から

も都内の大学の学生を含めて森町に足を運び、毎年のようにいろいろな教育業務に携わっ

てくれている大学もございます。そういったこともずっと継続されるように、私も努めて

まいりました。今後も新しいベンチャー企業、今は通信技術が物すごく発達しております

から、どこの地にいてもそういった事業を起こすことができます。町のいろんな施設、町

有施設を使いながら、そういったことを誘致することも私はこれから頑張っていきたいと、

そのように思っておりますし、今年から就任していただきました地域おこし協力隊、彼に

ついても先般桜まつりの中で夜間の桜のライトアップですとか、新しい試みの中で、今ま

で公園の中で人が来なかったところに物すごい人の集客を成功させた方もいます。彼には

これからもいろんな森の町の中から今まで足りなかった情報を発信していただいて、町に

たくさんの方が訪れる、もしくは就労されるように努力していただきたい、そのように思

っております。 

 いろんな方々を呼び込むことに対しては、学生がまた改めて戻ってくることに対しては

力強く前向きに検討していきたいと、そのように思っております。ですが、給付型の奨学

金につきましては今のところは難しいということでご理解いただきたいと思います。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 以上で議席２番、山田誠君の質問は終わりました。 

 次に、桜の名所青葉ケ丘公園の整備について、議席13番、久保友子君の質問を行います。 

〇13番（久保友子君） 通告に従って、質問させていただきます。 
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 桜の名所青葉ケ丘公園の整備について。町では昨年、青葉ケ丘公園の整備によってとて

も公園の環境がよくなったと思います。森小町の周りにベンチが置かれ、観光客の皆様が

ガイドの説明を受け、親子連れやお年寄りの方々が腰をかける姿を見受けました。また、

あずまやもよくなりました。しかし、主人公の桜が老齢化しているのが目立ちます。３月

20日の民放のテレビ局が全国放送しているのを見ましたが、ソメイヨシノの寿命は60年か

ら80年が限界で、てんぐ巣病などの病気に弱く、また古木の幹の空洞化が進み、植えかえ

を進めているという内容のものでした。これらの現象は全国的な傾向であり、最近ではソ

メイヨシノにかわり、病気にかかりにくいジンダイアケボノという品種が注目されている

ようであります。 

 そこで、青葉ケ丘公園の現在の桜の木が何本あるのか調査したことがあるのか、また今

後調査する計画があるのか。さらに、桜の木の病気や古木の空洞化などによる倒木のおそ

れを予測し、今後植えかえを考えておられるのかお聞きいたします。町長にお願いいたし

ます。 

〇町長（梶谷惠造君） 久保議員の質問にお答えします。 

 青葉ケ丘公園のソメイヨシノは、大正３年に天皇即位を記念して1,000本を植樹したのが

始まりです。60年程度の寿命と言われている中、今年度で105歳になるソメイヨシノが群生

している貴重な公園です。今日まで100年桜への道として維持管理などに取り組まれてきま

した先人のたゆまぬ努力に敬意と感謝を申し上げるとともに、大切な財産と自負している

公園でもあります。 

 さて、青葉ケ丘公園の現在の桜の木の本数及び今後の調査計画についてですが、平成29

年度より樹木医へ桜樹管理指導業務を委託しており、業務の中に桜の本数を確認する現況

調査を初め、ソメイヨシノの後継樹の植樹や森町固有種桜の管理も含んでおります。また、

平成30年度は北海道育種場が採捕、育苗し、森町へ里帰りした固有種桜の森小町を植樹し

ており、今年度も桜まつりのオープニングセレモニー終了後に日本花の会より寄贈してい

ただいた森小町を植樹しております。植えかえにつきましては、ソメイヨシノを診断し、

健全度に応じた計画的な樹木の更新を検討してまいります。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 再質問ありますか。 

〇13番（久保友子君） ソメイヨシノにかわるジンダイアケボノという品種が注目されて

おります。私は植えかえ、新しい木を植えるためにオーナーさんを募集したらどうかと思

います。植木の値段がどのぐらい値段があるのかわかりませんが、敷地の中の面積の関係

もありますけれども、そういう中でオーナーさんを見つけて、自分の桜の成長とか見てい

ただけると、さらに森町青葉ケ丘公園に、第２公園とかにも足を運んでいただけるかと思

います。そういうことを考えておられるのか質問させていただきます。 

〇町長（梶谷惠造君） 再質問にお答えいたします。 

 公園についていろいろなお考え、それから久保議員も感じているちょっと樹勢が落ちて
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きているなということから、こういうご質問いただいたものと、そういうふうに考えてお

ります。ですけれども、先ほど申し上げましたように、まずは青葉ケ丘公園にソメイヨシ

ノがあれほど群生している。63本です。今公園の中にしっかり群生している。それから、

周りのグラウンドのほうを歩き回りますと、同じく当時に植えた105年を数えるソメイヨシ

ノがまだしっかりと花を咲かせている。トータルでいきますと100本を超えている。そうい

う群生しているソメイヨシノが60年を超えて生き残っている場所というのは北関東でも珍

しいのです。ですから、この公園の桜を維持してきた、かかわってきたたくさんの方々は、

もっともっと長寿化を図ってほしいと、大切にしてほしい。もちろん私たちも可能な限り、

木には寿命があるかもしれませんけれども、可能な限り現在の元気な姿を維持していきた

い、そういうふうにまずは基本的に考えております。 

 そして、強い思いを持たれている町民の方もたくさんおるのです。そういった方々の期

待に応えるために、先ほど答弁でも申し上げましたように、平成29年より樹木医、やっぱ

り木も病気にかかったりしますから、ご質問にもありますようにそういった専門家にきち

んと見てもらって、診断をしていただいた上で、これを残していくか、もしくは少し手入

れ、根をもうちょっと洗ってあげようかとか、いろんな手入れの方法があります。そして

また、105年もあれだけ残っているということは、気候や土質やいろんなものがソメイヨシ

ノにマッチしているのではないかなと、そのように考えます。長く生きることで価値観も

生まれてきます。縄文杉ですとかが本当に縄文時代から生えていたのかなんて、誰も生き

ていた人いませんからわかりませんけれども、そういう価値のあるものに対しては日本国

中、世界中から視察に訪れるではないですか。私は、そういう公園でもあってほしいなと、

そのように思います。 

 しかし、いつかは寿命が尽きるときも来るかもしれませんので、そのときに対する備え

としてはいろんな検討を課とともに、それから樹木医の方とともにいろいろと検討してい

る状況です。ご提案のように、新しい桜、ジンダイアケボノという種類が長もちしたりし

ていいのでないかなというふうにご提言もあり、またそれを植樹するに当たって、いろん

なオーナー制度とか、そういうことをどうでしょうかという考えも公園を維持するために

は必要な措置かもしれませんけれども、現在のところはまずは今の公園を維持する、長も

ちさせると、そういう方向に向かって、今まで先人の方々が続けてきたことを私たちも最

大限努力していきたいと、そのように考えております。 

 以上、再答弁とさせていただきます。 

〇議長（野村 洋君） 以上で議席13番、久保友子君の質問は終わりました。 

 次に、ホタテガイの付着物について、議席12番、木村俊広君の質問を行います。 

〇12番（木村俊広君） 通告に従いまして、質問させていただきます。 

 ホタテガイの付着物についてでございます。森町の主要産業である養殖ホタテガイが近

年原因不明の大量へい死により、危機的な状況となっております。過去を振り返りますと、

幾度か単発的な被害はありましたが、ここ数年は頻発しており、廃業の選択に迫られる業



 - 15 - 

者の方も多数見受けられます。事態を重く受けとめ、関係各所による支援や原因究明を模

索するべくデータの蓄積など今後進められますが、解明には10年単位でのデータ分析が想

定され、解明される前に壊滅的状況に至ることも考えられます。 

 内浦湾では、ホタテガイの養殖により水産業全般を飛躍的に発展させ、支えてきたこと

は事実であり、今後もその不動のポジションを守っていかなければならないと思っており

ます。しかし、その一方で内浦湾の海底にヘドロが蓄積されているという話もささやかれ

続けていることも事実であり、そのことを危険視する声も数多く聞こえておりました。そ

して、ザラボヤの大量発生後、ホタテガイのへい死の頻度が増えているように思います。

このことがへい死の全ての原因だとは言えませんが、漁業者みずからができる最低限の努

力をする必要があると思います。 

 そこで、町長に伺います。森漁協、砂原漁協ともにホタテガイの付着物については大部

分が陸上処理されていると思いますが、さらに厳格なものにするには陸上処理を条例化し、

その処理料についても今まで以上の減免措置をする必要があると思いますが、いかがでし

ょうか。 

 ２、内浦湾は渡島、胆振にわたってホタテガイ養殖が行われておりますが、付着物のほ

とんどを海中へ戻しているというところもあると聞いており、生産量から換算すると毎年

数万トンもの付着物を海中に戻していることになります。海を守るためには内浦湾全体で

付着物の陸上処理を行う必要があり、北海道の条例となることを目指し、推し進める必要

があると思いますが、いかがでしょうか。 

〇町長（梶谷惠造君） 木村議員の質問にお答えします。 

 １点目の町内漁業者から排出される付着物処理につきましては、平成29年度から森、砂

原両漁協では海中投棄を禁じ、陸上へ持ち帰ることを事業計画に盛り込んでおり、推進重

点事項として総会で決議されております。各漁協では、漁業者みずからの生業を維持、継

続していくためにも、みずからが率先して海を大切にしていかなければならないと以前に

も増して危機意識を持ち、取り組み初めております。町としましては、行政主導による意

識改革を推し進めるよりも、漁業者がみずから考えて行動することのほうが一層の効果や

結果をもたらすものと期待しておりますので、現時点では条例化よりも漁業者の自主性を

尊重したいと考えております。 

 また、ザラボヤ等の処理につきましては、漁業者の負担を軽減するための国の補助金を

活用しておりますが、排出量が多過ぎるため、補助金だけで処理費用を賄い切れておりま

せん。このため、補助金を超えた分につきましては１トン当たり4,500円の処理費用に対し

て平成30年度は半分以上に当たる2,500円を減免しており、1,800万円分の処理費用を町で

負担しております。さらなる拡充につきましては、今以上に他産業とのバランスを欠くこ

ととなり、公平性を保てなくなりますので、減免自体の必要性についても検討しながら、

応分の負担は求めていきたいと考えております。 

 ２点目ですが、先ほど申し述べました海中への投棄の禁止につきましては、渡島総合振
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興局の水産課が現状を重く受けとめ、各漁協へ働きかけた経緯があります。北海道として

も食の輸出に力を入れていることから、噴火湾産ホタテの復活を期待しており、渡島と胆

振の垣根を超えて大量へい死の原因究明に着手するなど、対策を講じ始めたところです。

噴火湾の将来を見据えた中で、湾内の漁協が一枚岩となって問題の解決に向けて取り組む

意識や体制が整った際には、湾内の２市６町と連携を図り、北海道と対策を検討してまい

りたいと考えております。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 再質問。 

〇12番（木村俊広君） 現在漁業者の方というか、組合単位でそういうことで陸上処理を

行っているわけですけれども、私が考えていることとして、皆さんそうだと思うのですけ

れども、本来こうあるべきだと思っていても、なかなかそれを実行することができない。

それを町長が条例化することによって背中を押してあげると。素直にやらなければならな

いことをしっかりやるという、そういう意識が働くのかなと。背中を押すという、そうい

うアクションも１つ必要なのかなと。そしてまた、北海道の条例にする、そういう方向性

でできれば進んでもらいたいなと私は思っているわけですけれども、そこに町長が自分の

町でもこういう条例をつくってやっているのだからという、自分も既にやっているのです

よ、ですから皆さんも賛同してやってくださいと、そういう意味で自分の町で条例化する

という、１つそういうアクションがあれば、町長としても推し進めるためには必要な部分

なのかなと、そう考えてのことなのですけれども、漁業者みずからがそういうことを、各

組合が噴火湾全体が一体となってやっていけばいいという、そういうことなのでしょうけ

れども、漁業者のみではなくて、行政側からもそういうアクションがやはり必要であろう

と、私は実はそういうふうに考えてのことなのですけれども、そういうもろもろのことも

ちょっと加味しながらもう一度答弁いただきたいのですけれども、いかがでしょうか。 

〇町長（梶谷惠造君） 再質問にお答えします。 

 木村議員も大変噴火湾内のホタテ養殖関係の大量へい死について心配されているのは、

よくわかります。また、各自治体も同じように、胆振、渡島、両方ともこのまんまいった

ら自治体のいろんな産業に影響が出るということで、みんなが真剣になって取り組んでい

る状況でございます。その中で条例化することによって、もっと厳格な取り締まり、それ

から自覚を促すという議員の考えも大変前向きで、理解はできます。ですけれども、まず

条例つくるのは簡単です。つくったときに、条例について罰則規定やいろんな枠がはめら

れるというところもございます。まずは、そこまでいくよりも、もっと真剣に、これは真

面目に真剣にやらないと自分たちの生業が成り立たない状況になる。これはみんなが思っ

ていることで、では何をすればいいのだというのが皆さんわかっていない。そこを条例で

縛るということではなくて、自分たちが海を維持、きれいにするのだとか、それから町と

してはそれに対する対策としては栄養分の不足も考えられるだろうと。今年から、後ほど

整ったときに皆さん方にお示しできる森林環境譲与税の使い道等もございます。山に栄養
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分となる樹木を植樹して、そしてそこから噴火湾に対する栄養分の補給を側面的に協力し

ていこうではないかという考えです。これには林活議員連盟のほうでも恐らくかかわる部

分が大きくなってくるのではないかな、そのように考えております。 

 一昨年、平成28年、激甚災害に見舞われました。台風10号、そのときにも湾内の漁協、

自治体が一体となって、私先頭に立って高橋知事のところに激甚の進言をして、激甚指定

をいただいたこともあります。やっぱり危機感を持てばみんなが一枚岩になれると私は信

じています。そして、噴渡協、噴火湾渡島海域連絡協議会ももちろん、それから胆振方面

の漁業関係者の組織もあります。そういうところで我々もいろいろな発言をしている中で

は、とにかく同じような発言をして、環境をきちんと整えようということで進んでおりま

すので、それを本当に末端まで漁業協同組合さんや組織の皆さんが届けていただいて、そ

して理解いただけるように今後もしばらく努力はしたいと、そのように思っております。 

 原因究明について、恐らく木村議員も感じておるように、１つではありませんので、み

んなができることをきちんと取り組んでいく、そして原因がしっかりわかったときにはそ

れについてもみんなで取り組むということに考えれば、恐らくみんなが同じ考えで、条例

を制定しなくとも正常な状況に戻ると、そのように考えております。今後もこの解決策に

つきましては最大限努力してまいりますということを申し上げまして、再々答弁とさせて

いただきます。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 再々質問。 

〇12番（木村俊広君） 町長のおっしゃっていることは、ごもっともなことだと思います。

ただ、なかなか思っているようには動かないというのが現状でございまして、いかに動か

していくかということになるわけなのですけれども、条例化したからといって、罰則規定

を設けるとか、そういうことではないのです。あくまでも背中を押す。一つのきっかけと

いうのですか、そういうことにしていただきたいなというふうに考えているわけでして、

今後いろいろな場面で生産者ともお話し合いを持つ機会があると思いますけれども、漁業

者は漁業者としてそういうことで進めていかなければならないのですけれども、両輪とな

って行政も進んでいかなければ話がなかなか進んでいかないという、そういうこともあり

まして、やらなければならないというふうに思っていることでございます。 

 そして、一般的には付着物を沖合で洗浄して、私の解釈で言うと投棄ということになる

のですけれども、それが投棄として認められていないこの世の中というのがどうなのかと、

そこをしっかりと捉えた中で、これは子供でもわかる理屈だと思うのですけれども、そう

いうものを大人の理屈で煙に巻くというか、そういうのではなくて、子供たちにもしっか

りと胸を張ってこうあるべきだと、そう言える世の中にしていかなければならないと、そ

ういうこともございますので、内浦湾をしっかりと守っていくと、将来にわたって経済活

動であり、レジャーであり、いろんな活用ができるような、そういう環境を維持していく

という意味でもそういうアクションが必要であろうと考えております。ぜひ先頭に立って



 - 18 - 

こういうアクションを起こすべきだと私は思っているのですけれども、再度答弁よろしく

お願いします。 

〇町長（梶谷惠造君） 再々質問にお答えします。 

 先ほども申し上げましたけれども、みんなが何とか正常な状況に戻ってほしいという願

いは切実で、私も本当に重く受けとめて、いろいろ取り組んでいる状況です。議員のご提

言の条例の制定、後を押すということでございますけれども、これから漁業協同組合総会

の時期も迎えます。それから、各種ほかの組織関係も総会を迎えますので、そういう場面、

それからまた北海道議会の水産林務委員会でもこの原因究明に対してもう既に取り組んで

おりますから、いろんな場面、それからそういった道議会の方々にもご協力をいただきな

がら、末端の漁業者の方々にそのルールをきちっと守るということを徹底させていきたい

なと、そのように考えております。平成28年以降の３年間、これだけ長く影響を受けてい

るというのは恐らく今までで初めてだと思いますから、漁業者の方々も真剣だと、そのよ

うに考えて、そしてそれを改善できることを信じて進んでいきたいと、そのように思いま

す。 

 以上です。 

（「リーダー的な存在としてはどうでしょう」の声あり） 

〇町長（梶谷惠造君） 私は、リーダーにならなくても、湾内がきちんとみんなが考えて

いる理想になればいいなと、そのように考えます。それぞれがみんなリーダーですから、

みんなが同じ考えでもって一枚岩になることが大事で、言い出しっぺが誰であってもいい

のです。正常な状況に戻ることに対しては最大限の力をつぎ込んでいきたいと、そのよう

に思います。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 以上で議席12番、木村俊広君の質問は終わりました。 

 次に、図書館整備等について、議席５番、伊藤昇君の質問を行います。 

〇５番（伊藤 昇君） 通告に従いまして、一般質問をさせていただきます。 

 図書館整備等について。図書館は、平成10年に公民館から現在の場所に移転して、20年

以上経過しております。公共施設でありながら、施設借り上げ料を年間300万円の支出をし

て運営をしている状況をどのように考えていますか。 

 また、施設の立地条件から道路事情なども悪く、図書館を利用する高齢者の方々など、

冬期間は特に不便で、図書館利用を控えているなどのご意見もありますが、どのように捉

えているか。 

 第２次森町総合開発振興計画では、文化センター整備の検討（図書館も含めた）とある

が、いつまでたっても計画の先送りをしているだけで、一向に現状は変わらない状況にあ

ります。近々の課題として、町民の皆様が利用しやすい施設整備など短期的、中期的な計

画をどのように考えているか。 

 教育行政執行方針の中で、図書館機能の整備と充実、蔵書の整備などを図りますとの記
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述がありますが、機能の整備と充実とはどういうことか。 

 また、蔵書について保管スペースも限られて、図書の整備と保管方法についてどのよう

な方法で整理、保管をしているのか。 

 以上、所見を伺います。 

〇教育長（増川正志君） 伊藤議員の質問にお答えします。 

 １点目について、図書館移転当初から施設を借り上げていること、また現在図書館運営

に適切な施設が見当たらないことから、当面現施設で運営してまいります。 

 ２点目について、図書館では利用者アンケートを実施しておりますが、立地条件等に関

するご意見はありませんでした。しかし、議員指摘の町民の声に一層留意し、冬期間の利

用者の安全確保や利便性に努めてまいります。 

 ３点目について、短期的、中期的な計画ですが、第３次森町社会教育振興中期計画の図

書館活動に示しております具体的な推進事項をもとに進めていきたいと考えております。 

 ４点目について、町民一人一人の学習を支援するために、蔵書の整備と森町の地域資料

の収集、図書情報の発信などの整備と充実に努め、図書館としての機能を高めていきたい

と考えております。 

 ５点目について、保管スペースも限られていることから、利用の効率化と管理の適正を

図るため、図書の除架と除籍を進めながら、一方で図書や資料、情報の収集に努め、町民

一人一人の学習を支援するための整備に努めてまいります。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 再質問ありますか。 

〇５番（伊藤 昇君） それでは、再質問させていただきます。 

 施設につきましては、駐車場も３台のスペースだけで、なおかつ大型車両ははみ出てし

まいます。それから、図書館では活性化広場に駐車して利用してくださいという話をされ

ておりますが、冬期間は除雪もされていないときもあります。横断歩道はありますけれど

も、丁字路に向かって右側すぐのところにあって、危険だというふうに感じたことはあり

ませんか。役場の前から図書館まで歩いて高齢者の方が、またお子さん連れのお母さんが

狭い歩道を歩いて利用されるということをどう感じますか。正面玄関の階段は、冬になる

と氷が張って、とても滑る状況です。教育長は、現状を当然確認していると思います。先

ほど正面玄関もありましたけれども、どう感じていますか。対策を考えていると思います

けれども、具体的にどのように考えているかお知らせをいただきたいと思います。 

 次に、いつもどおり文化センターと併設という計画を森町の振興計画に記載をされてい

ると。先ほど第３次の社会教育中期計画にというお話もありましたけれども、整備計画に

ついては触れられていないというふうに私は感じております。ですから、整備をする意欲

を感じられません。それから、生涯学習施設単独での考え方も含めて、ふるさと応援基金

や過疎債など財源を利用しながら整備するなど、教育委員会として整備計画について各委

員から最近のご意見などはなかったのかお尋ねをしたいと思います。 
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 また、本年度の図書の整備ですけれども、ふるさと応援基金を充当して備品購入をして

おります。本年度です。本来は普通交付税に図書の購入費が算入されておりますけれども、

普通交付税の算入額をまず教えてください。 

 また、特定財源を充当するということは当然臨時的な財源と考えますから、予算を増額

して図書を購入するとか、または図書館で考えられている資料のデジタル化事業などに充

てるべきではないでしょうか。 

 それから、図書の部分ですけれども、廃棄している図書は貴重な寄附をされて整備をさ

れている図書もあります。廃棄の基準などの規定はどのようになっていますか、明確にあ

ればお答えをいただきたい。 

 それから、除籍台帳の整備方法ですけれども、どのようにされているか。 

 以上、質問させていただきます。 

〇議長（野村 洋君） 暫時休憩します。 

 

休憩 午前１１時０３分 

再開 午前１１時０５分 

 

〇議長（野村 洋君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

〇教育長（増川正志君） 再質問にお答えします。 

 駐車スペース、また正面玄関の滑り等については、私も確認しております。特に活性化

広場から図書館へ向かう側はちょうど日陰になって、滑りやすい状況もあることは十分確

認しておりますので、職員には除雪、さらには砂をまいて滑らないように十分留意するよ

う指導しております。また、そういった声もなかなか届いていないものですから、一層今

議員指摘されたように今後とも留意して安全確保に努めてまいりたいというふうにして思

っております。 

 文化センター整備のことですけれども、これは第１次の振興開発計画からあった継続課

題であります。議員も開発振興計画の性格などは十分ご理解していると思いますので、ま

ずあらゆる森町のあるべき姿とこれからの方向性を示していて、さまざまな分野の施策を

示しているところであります。町においても、さまざまな財政の問題、緊急性等を鑑みて

優先順位をつけて整備をしていく方針でありますので、いまだ第２次総合振興計画には文

化センターの整備の検討というふうにして示しておりますけれども、その検討の時期につ

いてはまだ見通しておりません。そのことは申し上げておきますし、また各委員会からも

文化センターの整備については特にご意見はございませんでした。 

 交付税のところについては、今お示しできませんので、後ほど答弁したいと思います。 

 図書の整備に当たってですけれども、廃棄と、またデジタル事業ですけれども、デジタ

ル事業の前提には図書館システムの導入が必要になってきます。やみくもにデジタル化し

ていくことが整備ではございませんので、図書館システムもしかるべきときに導入したい
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と考えておりますので、今図書館のスペースの確保上から図書の配列、図書番号の整理を

して、ラベルの張りかえ等もして、そういった図書館システムの導入ができるような下準

備をしているところでございます。 

 また、除籍についてですけれども、これについては平成５年の規則がありまして、除架、

除籍基準がありまして、これに沿って除籍、除架をしているところであります。また、寄

贈の図書等についてでございますけれども、これについては図書については寄贈の資料に

ついては、寄贈を受けたときは寄贈資料台帳に寄贈者の氏名、寄贈年月日等を記載し、長

くその篤志を伝えるものとするとされておりますので、そのようにしているところであり

ます。 

 以上であります。 

〇議長（野村 洋君） 再々質問。 

〇５番（伊藤 昇君） まず、振興計画、その性格的に私も知っているだろうというお話

でございますので、それはそれでわかります。ただ、社会教育の中期計画は教育委員会で

も発行しているわけですよね。そこに一言も文言がないということ、ソフト面しか書いて

いないですよね。それから、先ほど教育長言われました資料のデジタル化事業の推進とあ

るのですけれども、これ中期計画に明確に書いているのですよ、重点実践内容という内容

で。それを知らないというか、それは図書館ができてからという話でないのではないです

か。当然できないというお話で先ほどからありましたので、ですからそのあたりもうちょ

っと、社会教育施設全般も含めて教育委員会としてもお話をされたほうが私はいいのでな

いかというふうに思います。 

 総体をまとめますと、文化センターはまずやらないのだと、今は。図書館整備もしない

のだと。そういうようなお話でありました。あと、文化センターの建設基金計上されてい

ると思うのです。これかなりの年数もたっています。文化協会などからの建設の要望など

は、近々というか、最近というか、新年度に向けてというか、そういうものはなかったの

ですか。 

 それから、社会教育施設、公民館ですとか体育施設など、建設から相当年数がたってい

る施設があるわけです。本年度は幼稚園の整備ということで一生懸命やられているわけで

すけれども、図書館を初め社会教育施設を町民の意見を入れながら年次計画を、実効性の

あるものとして計画をやっぱり策定すべきだと私は考えています。そのあたり、もう一度

答弁よろしくお願いしたいと思います。 

〇教育長（増川正志君） 再々質問にお答えします。 

 図書館の整備ですけれども、昨年度現施設は外壁の修繕を行って、大変きれいになりま

した。また、耐震も行っていただいて、まだまだ当面使えるというふうにして考えており

ますので、今あるスペースをどう有効活用するのか、そして町民にどのように利用してい

ただいたら活用できるのかということを重点に進めてまいりたいというふうにして考えて

おります。それが中期計画では図書に親しむ活動の推進にある町民が学習活動しやすい図



 - 22 - 

書館づくりにつながっていくものだというふうにして、考えて整備を進めております。幸

い森町の図書貸し出し数は30年度で４万2,894冊で、少しずつ伸びつつあります。ただ、ス

ペースも限られていて、北海道図書館の事務局によると、今のスペースで蔵書はあり余る

ほどあると、除籍をもっと進めなさいという指導もあって、手にとっていただけない資料

については除籍をしないと新しいもの入りませんので、そういった除籍と購入をあわせな

がら図書整備を使って進めていきたいと思います。 

 デジタル化については、先ほど申しましたように計画にはございますけれども、まず何

よりも図書システムの導入で、どの段階で導入するのか、これについてはまた考えていき

たいと思いますけれども、しかしいずれながらも町民が手にとって利用しやすい図書館を

目指すという思いは伊藤議員と同じですので、そういった方向を目指してまいりたいと思

います。 

 また、文化センターの建設の要望については、特に文化協会等、また関係の団体からは

ございませんでした。また、社会教育施設については、さまざまな分野の施策があります

ので、優先順位をもって進めていきたいと、検討も時期も考えていきたいというふうにし

て思っております。 

 以上であります。 

〇議長（野村 洋君） 図書館整備等についてを終わります。 

 以上で議席５番、伊藤昇君の質問は終わりました。 

 次に、幼稚園児、保育園児の通園路などについて、議席９番、河野文彦君の質問を行い

ます。 

〇９番（河野文彦君） 通告に従いまして、質問させていただきます。 

 幼稚園児、保育園児の通園路などについてでございます。５月８日、滋賀県大津市の県

道で信号待ちをしていた幼稚園児の列に衝突事故を起こした車両が突っ込む事故がありま

した。園児や引率の教師13名が病院へ運ばれ、２名の幼稚園児が亡くなるほか、多くの方

が重軽傷を負い、今なお治療しているとのことであります。また、ほかの園児の心の傷や

地域が負った深い悲しみははかり知れないだろうと察するところであります。全国ニュー

スでも何度も報道されていた痛ましい事故でありましたが、幼稚園側は園児に対して車道

から離れたところを歩くように指導するなど安全に配慮していたにもかかわらず、起きて

しまった想定外と言える事故であったの声や、園児を預かるからにはこのような悲惨な事

故の可能性が少しでもあるお散歩や遠足などの園外活動を行うべきではないといった声ま

で聞かれます。いずれにしても、大きな社会問題となった今回の事故を教訓に、二度とこ

のようなことが起こらない対策が全国の行政機関や関係団体に求められていると考えま

す。 

 森町には公設、民間を合わせて９カ所の幼稚園、保育園があり、多くの園児が通園、園

外活動などで道路を歩いている姿を見かけます。小中学校の通学路に比べると、通園路や

園外活動に使う道路は対策がおくれぎみであるとの調査結果もあり、園児は保護者の送迎
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が前提であることが危険箇所洗い出しをおくらせている一因であると考えられます。町内

の幼稚園、保育園の周辺でも以前より危険であると感じられる箇所が数多く存在し、その

ほとんどに対策がとられておらず、園児の安全をしっかりと守るためにも新たな認識で調

査、対策が必要であります。今まで歩行者を巻き込むような事故が起きていないから安全

であるといった認識ではなく、いつ、どこでも事故は起きてしまうといった危機意識高揚

とより高次元な対策が早急に求められますので、質問させていただきます。 

 このたびの事故を受けて、通園路などの危険箇所洗い出しを行ったか。 

 お散歩などの園外活動に対して見直しを行ったか。 

 国や道へ安全対策に向けた財政的な支援を求める緊急要望は必要と考えるか。 

 以上、質問させていただきます。 

〇町長（梶谷惠造君） 河野議員から幼稚園児、保育園児の通園路などについてというご

質問をいただきました。教育長の内容、管轄している幼稚園も入っておりますけれども、

私のほうより代表してお答えさせていただきたいと思います。 

 １点目ですが、保育所につきましては保護者の方が町内の保育所を自由に選択できるよ

うになっております。また、幼稚園については森幼稚園、さわら幼稚園の通園区域は設け

ておりますが、保育所、幼稚園、いずれも通園範囲が広域であり、経路も多岐にわたるた

め、通園路は定めておりません。送迎の方法につきましても、自家用車での送り迎えがほ

とんどでありますので、危険箇所の洗い出しは行っておりませんが、保護者の方に対する

注意喚起や職員の安全管理の徹底を図り、事故防止に取り組んでいきたいと考えておりま

す。 

 ２点目ですが、このたびの大津市の事故を受け、散歩コースの安全性の再点検や見直し

を行うなどの対策を既に講じております。 

 ３点目ですが、危険と思われる箇所は随時修繕するなどの対応をしておりますので、現

在のところ緊急要望の必要性はないと認識しておりますが、今後危険な箇所が見受けられ

る場合は道路管理者などへの要望も検討してまいりたいと考えております。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 再質問。 

〇９番（河野文彦君） まず、１点目なのですけれども、基本的には親御さんが送って幼

稚園、保育園に届けるというスタイルなので、あとエリアも広域過ぎて洗い出しようがな

いというような答弁だったのかなと思うのですけれども、今回このニュース見て、改めて

ドライバーとしてハンドルを握ることの責任の大きさというのは私たちドライバーがまず

考えなければならないと思うのですけれども、自分の子供が幼稚園に通園して、自分と母

親と送り迎えしていたときのことを思い出してみると、危険だなと感じたところが多く存

在していたなというふうに思いました。 

 一つの事案として聞いてもらいたいのですけれども、町内のとある幼稚園のケースなの

ですけれども、保護者が送迎するのですけれども、送迎の駐車場から幼稚園までちょっと
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距離があって、園児と保護者が徒歩で移動して歩かなければならないと。その移動する車

道といいますか、歩道がないのです。保護者や園児が車道を歩かなければならない状態で、

先生方が路上に出て見守ってくださっていますけれども、今回の事故のように車両が突っ

込むといったことが発生してしまったら、先生方が一生懸命見守ってくださっても被害防

ぐことできないのではないのかなと思うのです。それで、想定外で事故が発生してしまっ

たではなくて、そういう箇所も現にありますので、事前に対策するということも重要だと

思うのですけれども、広域過ぎて洗い出しも行っていないではなくて、ポイント、ポイン

トで危険だなと思われるようなところはあると思うのですけれども、改めて見直し、洗い

出しというのが必要だと思うのですけれども、もしあれでしたら、今の事案も考えながら

もう一度洗い出しの必要性についてご答弁お願いします。 

〇町長（梶谷惠造君） 再質問にお答えします。 

 町内、道路が通って車が通行できる場所、もしくは２輪車でもそうですけれども、そう

いう箇所で全く危険がないというところはないと思います。必ずもしかしたら、万が一と

いうことは考えられますので、そういったことで、全く車の歩かないところを園児や、そ

れから小さい子供たちが歩くようにということは、これは将来的に向けても余り私は好ま

しいものではないと、そのように思います。というのは、一人でちゃんと大人になったら

行動できるように、危険を察知してみずから回避できる、そういう学習をさせることでき

ちんとした大人になっていくと、そのように思っております。 

 町内なのですけれども、登校時、下校時に交通安全指導員の方々がいろんな交差点や横

断歩道に立哨をしていただいたり、またほかの地域でも町内会の交通の関係者の方ですと

か、そういう方々がところどころに立って、スピードを落とすような啓発活動に取り組ん

でおります。そういったことで、いろんなところで町内の方々の協力をいただきながら、

森の町の中では園児の列に車が突っ込んで事故を起こすとか、そういうことが守られてい

るのかなと、そのように感じております。ですが、河野議員再質問の中でもお話しされて

いたように、道路を横断しなければいけないとか、そういう箇所は箇所箇所で見受けられ

る場所がございますので、またそういったときに事故が起きないようにということで、そ

の部分、部分、また幼稚園や保育所に対してそれぞれ検討するべき部分はあるのかなと、

そのように思いますけれども、全域をそのようにもう一度見直しをするという、そういう

取り組みをするということは今のところちょっと検討課題には考えておりません。 

 どこにいても歩道に車が進入してこないような、そういうことになるということは町で

するだけではなくて、公安ですとか、いろんな警察関係、もしくは道道であれば北海道、

それから国道であれば国のほうに要請をして、そしてガードレールを頑丈なものにしてい

ただくとか、最近ははみ出さないように大きな道路の中にはワイヤロープ、ロープガード

にして、それは対向車側にはみ出していかないという対策、園児以外の事故に対してもい

ろんな対策を立てられていると、そのように思いますので、今回の事故を機に全国的に危

険な場所というのは洗い出されると、そのように思っております。町としても、洗い出し
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そのものは今とり行うという考えはありませんけれども、先ほど申し上げましたように、

各園、それから保育所、そういったところで担当者はもう一度確認をしていただけるよう

に取り計らっていきたいと、そのように思っております。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 再々質問。 

〇９番（河野文彦君） 交通指導員の方々も、通学時間というのですか、朝の時間帯は出

て、いろいろ指導、あと通行車両に対する啓蒙なんかもしてくれているのですけれども、

基本的に小学校の周りだけなのです。先ほど私申した幼稚園、保育所、保育所でもちゃん

と駐車場があって、園と駐車場がくっついていて、移動するのに車道を歩かなくていいと

ころは全然問題ないと思います。ただ、私今言いたかったのは、例えば路上で子供がおり

なければならないですとか、駐車場が離れていて、移動するのに歩道もない車道を園児が

歩かなければならないと、そういうところが問題なのではないですかというところを言い

たかったのです。最初の質問文にもあるように、小学校、中学校の通学路というのは比較

的対策であったり、指導員がいたりというところで対策が進んでいるかと思うのですけれ

ども、町内の幼稚園、保育所も一部そういうところがちょっと気がついたものですから、

言わせていただいていました。 

 通学の際、通園の際の交通安全、園児だけの問題ではないのですけれども、いずれにし

ても道路の危険箇所というのは地域の住民、近隣の方ですとか、毎日そこを通勤している

方ですとか、そういう方が一番よく気がついたりわかったりしているのではないのかなと

思うのです。その危険箇所洗い出しのためには住民と協働で行うのが一番よく見えてくる

のかなというふうに思っている中で、住民の方も一緒に協力してもらって、ソフト的な対

策は指導員も含めて重要だとは思うのですけれども、しかしもしハード的な対策となれば、

住民や幼稚園の先生方や指導員の方々というのは手に負えないようなことになってくるの

かなと思うのです。町内の交差点でも、車道と歩道を分離するようなガードレールが設置

されているところもたくさんありますけれども、そういうところでも車が接触して壊れて

いるガードレールってあちこちで見ます。もしそこにガードレールがなくて、たまたまそ

こに歩行者がいたらどうなってしまうのかな。たまたま起きてしまったのが今回の滋賀県

での事故だったのかなと思うところです。 

 そういうところもう一度しっかりと見直しをしていってほしいなというところと、例え

ばガードレール設置、新たな歩道設置となると財政的な支出も大きくなると思うのですけ

れども、例えばスクールゾーンの指定をするとか、そういう別な発想も効果的なのかなと

思うのですけれども、その辺もし町長何かお考えがありましたら、お聞かせ願いたいと思

うのですけれども、よろしくお願いします。 

〇町長（梶谷惠造君） 再々質問にお答えいたします。 

 ご質問の内容はかなり範囲が広いような感じもいたしますので、最初のご質問にもあり

ましたように、また途中で伺っていると駐車場からすぐに園舎に入れない、そういう箇所
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は数カ所町内に見受けられます。メーンの道路につきましては、先ほど申し上げましたよ

うに交通指導員が小学校や通学の子供たちに対して立哨している中で、保育所に向かう子

供たちに対する車両に対する抑制力も働いているのかなと私考えます。ただ、町道に面し

た駐車場からすぐ行けない、道路を渡らなければ行けないところに対しては、担当の箇所

ともいろいろと相談し、もし危険な箇所、それから想定される部分が考えられるのであれ

ば、それに対する対策を講じていきたい、そのように考えております。町道であれば、通

園時間通行どめという極端な方法もとれるわけでございますけれども、生活道路として使

われている方々もおりますので、全体のバランスも考えながら安全の確保に努めていきた

いと、そのように思います。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 以上で議席９番、河野文彦君の質問は終わりました。 

 次に、会計年度任用職員制度導入に当たって、町長の政治姿勢について、議席11番、檀

上美緒子君の質問を行います。 

 初めに、会計年度任用職員制度導入に当たってを行います。 

〇11番（檀上美緒子君） 一般質問の１つ目に入る前に、一般質問を予定していましたグ

リーンピア大沼への補助金交付についてが今裁判で争われている内容とは全く異なる補助

金交付要綱に基づかない補助金交付を問うているにもかかわらず、裁判を理由に却下され

…… 

〇議長（野村 洋君） 檀上議員、質問を中止してください。 

〇11番（檀上美緒子君） この件での質問却下がおととしから５回も繰り返されているこ

とに強く抗議し、議員の質問をしっかりと保障することを強く求めます。 

 では、１点目の質問に入らせていただきます。 

〇議長（野村 洋君） 檀上議員、ちょっと中止してください。 

 一般質問を許可していますので、その前段の却下された抗議とか、そういうのはこの場

ではなじみませんから、それは取り消してください。一般質問を議長から許可された場合

は、あくまでも先ほど会計年度のこの観点からいっているわけですから、１点目から、そ

ういうことで理解をしていただかなければ、発言をさせませんよ。 

〇11番（檀上美緒子君） 撤回しろということですか。 

〇議長（野村 洋君） 檀上議員、どちらにしても一般質問で議長から許可した場合に、

今前段で話されたことというのは取り消しをしていただかないと次の段階に移れませんの

で。 

〇11番（檀上美緒子君） 記録に残さないということですか。 

〇議長（野村 洋君） はい。 

〇11番（檀上美緒子君） それはいいです。言えたので、よろしいです。 

 では、１点目に入ります。 

〇議長（野村 洋君） はっきり取り消しをしますということを言ってください、ここで。 
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〇11番（檀上美緒子君） 取り消すというのはちょっと言いがたい。事実を述べているの

であって、それを取り消すという…… 

〇議長（野村 洋君） ここで議論するところではないです。 

〇11番（檀上美緒子君） だから、議論をするということではなくて、私の思いを、一般

質問に臨むに当たって、そういう事実経過があった上でここの場に臨んでいるということ

を明らかにしたということです。 

〇議長（野村 洋君） だめです。取り消してください。そして、次の段階であれば発言

を一般質問は許可しますけれども、今の前段を取り消さない限りは質問させられませんか

ら。 

〇11番（檀上美緒子君） わかりました。 

 いいですか、それでは１点目に入って。 

〇議長（野村 洋君） 取り消すということをはっきりとここで発言してください。 

〇11番（檀上美緒子君） 事実ではありますが、今述べたことについては取り下げます。

今の前段でお話しした件につきましては取り下げます。 

〇議長（野村 洋君） 暫時休憩します。 

 

休憩 午前１１時３５分 

再開 午前１１時３６分 

 

〇議長（野村 洋君） 休憩前に続き会議を再開いたします。 

〇11番（檀上美緒子君） それでは、１点目、会計年度任用職員制度導入に当たってお聞

きします。 

 2017年の地方公務員法及び地方自治法の一部改正に伴い、来年2020年より臨時、非常勤

職員等の制度が改正されます。そして、１、会計年度任用職員、これはフルタイムとパー

トタイムがありますが、２つ目、臨時的任用職員、常勤職の欠員の場合のみに限定されて

います。３つ目、特別職非常勤職員、これは専門的知見者による限定職が規定されていま

す。この３つに明確に分類されました。そのうちの会計年度任用職員に該当が最も多く、

最も今まで多くの問題を抱えてきた職種ですから、改正の趣旨をしっかり受けとめた制度

改正が必要と思います。改正時の総務省からの通知には、各地方自治体における公務の運

営においては、任期の定めのない常勤職員を中心とする原則を前提とすべきであるとしな

がら、臨時、非常勤職員は増加し、現状において重要な担い手となっていることから、臨

時、非常勤職員の適正な任用、勤務条件を確保することが求められ、今般の改正を行うと

しています。しかし、昨年４月１日から民間ではそれまでに５年を超えて臨時、いわば非

正規雇用を繰り返し、更新してきた場合、本人の申請で無期雇用に転換できるのに、会計

年度任用職員にはその制限がありません。何年働いても単年度の有期雇用のままで済まそ

うとすればできるということですが、常勤職員が行うべき業務に従事することが明らかに
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なった場合は、任期のない常勤職員や任期つき職員の活用を検討する必要があると通知文

書に記載されています。 

 以下質問いたします。 

 １点目、同一労働同一賃金に沿って時給や手当の見直しをするべきではありませんか。 

 ２点目、休日や休暇、休業等で常勤職員との均衡を図るべきではありませんか。 

 ３点目、常勤同様の業務の場合、常勤か任期つきへ転換を図るべきではありませんか。 

 制度導入、運用に当たって現場の声をよく聞き、働き方改革として不利益や後退するこ

となく、労働環境改善に寄与するよう見直しをするべきと考えます。町長の所見を伺いま

す。 

〇町長（梶谷惠造君） お答えします。 

 今般地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律により、一般職の会計年度任用

職員制度を創設し、任用、服務規律等の整備を図るとともに、特別職非常勤職員及び臨時

的任用職員の任用要件の厳格化を行い、臨時、非常勤職員の会計年度任用職員制度への必

要な移行を図ることとされました。当町におきましても、来年４月からの導入に向けて準

備を進めているところです。 

 さて、１点目ですが、会計年度任用職員制度の導入に当たっては、総務省が示したマニ

ュアルに基づき、学歴、経験年数に応じた初任給の格付や再度の任用の際には、経験を積

むことによって仕事の熟練度や能率が上昇することなどを考慮し、昇給を行うなど、現在

の勤務条件を下回ることのないよう適切に制度設計を進めているところです。 

 ２点目ですが、休日につきましては常勤職員と均衡を図るよう制度設計を考えています。

休暇、休業につきましては、労働基準法、育児介護休業法等の各法令に基づく適用要件に

のっとり、かつ地方公務員法第24条第４項の規定に基づき、会計年度任用職員制度におい

ては国の非常勤職員との間に均衡を失しないように考慮しなければならないこととなって

おりますので、国の非常勤職員と同様に整備することを基本とします。 

 ３点目ですが、常勤職員が行うべき本格的業務の該当性については、個々の具体的な事

例に即して判断するべきであると考えますが、制度設計していく中で常勤職員が行うべき

業務に従事する職が存在することが明らかになった場合には、任期の定めのない常勤職員

の活用について検討する必要があると考えています。現在臨時職員の従事する業務内容に

常勤同様の本格的業務はないと考えておりますので、申し上げまして答弁とさせていただ

きます。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 再質問ありますか。 

〇11番（檀上美緒子君） まず、１点目にかかわってですけれども、今現在かなりの常勤

職員と臨時職員との時給、または日給の差が大きくあるかとは思うのです。とりわけ手当

支給にかかわっても臨時職員と常勤者との差というのは非常に大きいかと思うのです。こ

の３月で議員も幸いにしてというか、手当の部分については3.65から4.4カ月と改善が決ま



 - 29 - 

っていますけれども、臨時職員の場合は28日ですか、というような形でのすごく大きな格

差が生じているわけです。そういうような部分にかかわっても、今回昇給の部分について

のお話は町長のほうからお話がありましたが、その単価といいますか、時給なり日給なり

の格差の大きな部分、そしてまた手当の支給計算の上での格差是正、とりわけ原則は同一

労働同一賃金ということですので、そのあたりの改善についてぜひ検討するべきだと思う

のですが、そのあたりについてまず１点目、明確なご答弁をお願いしたいと思います。 

 それから、２点目ですが、休暇、休業等については国並みにということで、非常にいい

ことだというふうにして思ってお聞きいたしました。とりわけ私自身が問題として感じて

いるのは、休日扱いの部分なのですが、ここについては閉庁になっているところの勤務に

かかわっては問題はないかとは思うのですけれども、閉庁にならない例えば病院だとか、

さくらの園だとか、そういう部分において休日の取り扱いというのがとりわけ問題が、臨

時職員と正規職員の間の中で問題があるのではないかというふうにして考えています。特

に臨時職員の場合、基本的には月22日間の勤務日数というような規定になっていますけれ

ども、こういうことからすると週休２日は確保されています。だけれども、祝日だとか、

または年末の特別休暇、お正月のそういう部分についてはカウントされないというのがは

っきりしているような状況になっているのではないかなと思うのです。数字的にいえば。

だけれども、臨時職員の規則によれば、常勤の職員とそういう勤務時間等の部分について

は適用されるというような規定になっていますから、そういうことからすれば、そういう

休日にかかわっても当然保障されなければならない部分だろうと思うのですけれども、そ

の辺がきちんと保障されていない状況というのが現実にあるというような状況ですので、

ぜひ今回の改定に当たってはここの部分の不公平も不均衡もぜひとも是正する方向で見直

しをするべきではないかというふうにして思っています。 

 それから、３点目なのですが、具体的事例があればということなのですが、ちょっと私

びっくりしたのは、現在の状況としては常勤同様の業務はないと、臨時職員には常勤と同

じような業務はさせていないというふうなご答弁だったかと思うのですけれども、それを

まず１点確認したいことと、とすれば特に今回は職務の内容や責任の程度について常勤職

員と異なるということをはっきりする必要があるだろうと思うのです。私に言わせれば、

ほぼ同じような、例えば保育所だとか、先ほど言いましたさくらの園なんかでもそうです

けれども、ほぼ常勤の方と同じような労働内容というか、業務内容をしているのではない

かなというふうにして思っているのですけれども、そこの中にきちんと明確に臨時職員の

あなたはここまで、常勤だからここまでというふうな形で明確に違う業務として指定され

ているのかどうかということもあわせてお聞かせ願いながら、現状では常勤と臨時が同様

の職務をしていることはないというふうにおっしゃられているのかどうかということにつ

いてお聞きしたいと思っています。 

 私は、ですからそういうようなことからいけば、常勤と同じようなことをしているのが

現状ではないかなというふうにして思っているものですから、とりわけそこの部分におい
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て定数とのかかわりでいくと、森町の定数条例からいっても十分今言った特に２つを例に

挙げましたけれども、そこの部分においては定数内でありながらも、非正規というか、臨

時で雇われている方々が非常に多いので、そこの部分も含めて考えたときに、もっと常勤

というような形で上げるということもぜひこの機会には考えるべきではないかなというふ

うにして思うのですが、よろしくお願いいたします。 

〇町長（梶谷惠造君） 再質問にお答えいたします。 

 今この制度は来年の４月１日からの執行に向けて、うちのほうでも鋭意取り組んでおる

状況です。もちろん職員組合とのいろんな協議を経ながら進めていることでございますの

で、その点も議員はもうご理解していらっしゃるかなと、そのように思います。そういう

中で、手当の差ですとか、そういうものも今現在多少なりとも差がある中で、業務的なも

の等もあるわけでございますけれども、先ほどの１点目の部分については、これは勤務条

件、現在の勤務条件を下回らないようにと、その方が意欲的に一生懸命業務に従事してい

らっしゃる方であれば、当然勤務内容に対する報酬の対価ということでは考えられる部分

ではあるのかなと、そのように思います。ただ、全体を通して、そのポジションと申しま

すか、その職場、職場で判断するわけにはいきませんので、そういう全体の中で最終的な

結論を出すということもこれはご理解いただければなと、そのように思います。 

 また、そういう点でいきますと、２点目の病院やさくらの園の休日ですとか、そういっ

たところなのですが、それについても当然先ほども申し上げました国の非常勤職員との間

に、要するに国でも非常勤職員との間に均衡を失しないようにと、不均衡を生じないよう

にということで、これを考慮しながら進めている状況でございます。 

 ３点目でございますけれども、臨時職員の従事する業務内容、確かに作業内容はほとん

ど近いものがあると、そのように思います。違いは、責任ある、そういう立場であるかど

うか、勤務同様のそういうふうな立場上、責任を持って最終的に万が一あったときには責

任をとれる正職員の立場の人間の考え、それから作業の方法、それからいろんな配慮につ

いては、やはり臨時職員の方々とは差異があるものと、そのように思っております。そう

いった作業内容に勤務同様の責任をとらせることまでさせているという、そういう実態は

現状にはないと、そのように考えていることを申し上げた次第です。 

 いずれにしましても、来年の４月に向けて、新年度に向けてこの制度設計、まだまだ国

のほうでも定まっていない部分もあろうかと思いますので、そういう動向も注視しながら、

町としても制度を設計することを進めていきたいと、そのように思っております。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 再々質問。 

〇11番（檀上美緒子君） １点目なのですけれども、下回らないというのは最低条件です

よね。私が言っているのは、これを契機に、格差が現前としてある状況を幾らかでも縮め

ていくというような前向きな、それは労働組合の奮闘いかんかなとも思うのですけれども、

町側としての姿勢も同一労働同一賃金という働き方改革ということを、ちょっと眉唾もあ



 - 31 - 

りますけれども、言葉どおりに捉えれば、やっぱり格差を是正していくという、そこの立

場というか、考え方がとっても大事だろうと思うのです。具体的に言えば、私も今回改め

て計算してびっくりしたのですけれども、行政職の一番下の１級１号という行政職です。

そこで月14万4,100円なのです。去年の人勧を受けての改正に当たった金額なのですけれど

も、それでいくと、計算すると時給でいくと約900円、日にちに換算すると7,200円になる

のです。だけれども、臨時職員の場合、今現在森町の最低の時給というのは865円です。日

給でいくと6,700円なのです。行政職の一番下の方と、臨時職員であれば年齢とか関係なく

ですよ、今の段階では。何年働こうが最低の、清掃だとか、一般事務補助だとか、介護補

助だとかという方々の時給は今言った865円、6,700円という状況なのです。そして、さら

に先ほども言ったように、手当の部分でいけば4.4カ月に対して１カ月という状況なので

す、計算のカウントが。そういう不均衡を幾らかでも是正するということを今回の改定に

当たって前向きに取り組むべき課題ではないかなというふうにして思うのです。そういう

改善する、格差是正に努めるという答弁をぜひいただきたいものと思っています。 

 それと、２点目の休日の部分なのですけれども、ここでの不均衡もきちんと、私は絶対

働かせてはだめだということではないと思うのです。基本的に休日はとるということで、

とれない場合には代休措置をとるとかというのが基本だとは思うのですけれども、どうし

ても人的にそれが難しい場合には休日出勤ということもあり得るだろうと思うのですけれ

ども、そういうときにはきちんとした手当、割り増し賃金で働いていただくと、そういう

ような形も含めてきちんとした働くことへの保障というのをするべきではないかというふ

うにして思っているところです。そのあたりについてもぜひお願いします。 

 それと、３点目の部分なのですけれども、作業内容が同じでも責任あるかどうかという

のが違うのだと、責任とらせていないのだというような中身なのですけれども、そうなの

かなというふうになる部分はなきにしもあらずですけれども、実際に何かあったときには

実際に担当した者の責任というか、負い目というか、ありますよね、同じように。ですか

ら、そういうようなことからいって、同じような仕事内容をしているのであれば、とりわ

け先ほど言ったように定数内でやっている部分なので、私はできるだけ定数内の部分につ

いては引き上げていく、常勤にしていくという方向性をこの改正に当たってもぜひともや

っていくべきだと思いますし、その違いを明確にするのであれば、きちんと働いている人

たちにもそこの旨の違いを、責任感じなくていいのだよみたいな形で言っているのかどう

かも含めてちょっと確認させていただければと思います。 

〇町長（梶谷惠造君） 再々質問にお答えします。 

 賃金については、今現在はいろいろと単価であったり、それから日給であったり、時間

給であったり、いろいろな状況がございます。でも、この数年間、それから立場も含めて

かなりの職員数改善はされておると私考えております。そういう中で、今後も正職員にな

りたい。結局賃金の差というのはそういうところに出てまいりますから、正職を希望する

方には正職の道をきちんと与えながら、他の部署においても臨時職員を希望する方は臨時
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職員として今現在も進んでいる状況です。これは、制度設計によって来年の４月までいろ

んな希望に沿う場合もありますし、またもう少し考えなければいけないという部分も中に

はあるかもしれませんので、最大限の努力はしていきたいなと、そのように思っておりま

す。 

 また、休日でありますけれども、これはその職場、職場と陣容、人数の関係です。そう

いう関係で、また夜勤があったり、24時間体制の勤務の場所であったりと、これを通常の

８時15分から５時15分の勤務とは比較できない部分がありますけれども、これにつきまし

ても全体の制度設計の中でちゃんと満足、満足できるというのは難しいのかもしれません。

十分理解できる内容に設計を進めていきたいと、そのように考えております。 

 最後ですけれども、常勤職員同様という扱いですけれども、一番最初に申し上げました

ように、私ども技術職、資格がないとできない、そういうところの職場はどんどん正職員

にかえるようにこの数年改善してきました。それでないと技術者の確保ができない、そう

いう考えからで、これは新しい制度設計の中にも当然考えられて含まれていくと思います

ので、そういった関係上は臨時職員のまま条件をよくしてくれというよりも、技術、能力

を向上してくれるとその問題は解決すると私は考える次第です。ぜひご相談されてきてい

る職員の皆さんに、みずからの技術をアップして、そして同じ仕事でも時間短く作業を速

くできると、そういうことをしていただけるように議員からも提言していただきたいと思

います。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 会計年度任用職員制度導入に当たってを終わります。 

 昼食のため午後１時まで休憩いたします。 

 

休憩 午後 ０時００分 

再開 午後 １時００分 

 

〇議長（野村 洋君） 休憩前に続き会議を再開いたします。 

 次に、町長の政治姿勢についてを行います。 

〇11番（檀上美緒子君） それでは、２問目お願いいたします。 

 町長の政治姿勢について。昨年から噴火湾でのホタテの大量死が問題となり、その原因

や対応、救援等について漁業者と漁業協同組合は当事者としてもちろんのこと、国、道、

町とあらゆる機関で知恵と力を合わせて解決に向けて努力をしていかなければならない状

況下と言えます。しかし、こうした中で信じられないような発言が町長からあったとの話

を耳にし、その言動の真偽とあわせ、町長の政治姿勢について伺います。 

 ４月27日の桜まつりのオープニングに当たり来町された衆議院議員に対して、要らない

ことはしなくていいという類いのことを言われたのは事実なのですか。事実とすれば、ど

のような意図なのですか。町長の政治姿勢として、町民第一の考えのもと、関係者全ての
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力を引き出し、協力を仰ぎ、町政の前進、町民の暮らしの向上を図るべきと考えます。そ

の点から、衆議院議員へのこのたびの発言はいかがかと思わざるを得ません。明確な答弁

と町長の所見を伺います。 

〇町長（梶谷惠造君） お答えします。 

 私は、就任してから町民の幸せを願い、町の懸案事項を初め、あらゆる課題解決に向け

た取り組みに努めております。このたびの質問は、私も不思議な内容と思っています。噴

火湾のホタテ養殖に対する問題については、昨年の秋以降、湾内の漁業協同組合や自治体

はもちろんのこと、道、国を初め、あらゆる方々の力をおかりして、２月にはご存じのよ

うに北海道議会水産林務委員会が噴火湾ホタテガイへい死対策会議を正式に設置し、担当

者レベルの協議を行い、原因の究明を初め、政策に取り組んでいるところです。 

 議員が信じられないと言われているように、ホタテ大量へい死についてそのような発言

はしておりません。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 再質問ありますか。 

〇11番（檀上美緒子君） していませんと明言されたことで１つは安心する部分があるの

ですけれども、先ほどの行政報告の中でも町長のほうから、衆議院議員が来町されていた

ということはお話しされましたけれども、そういうようなことで、まず事実として来られ

た議員と個人的にホタテの問題について話された機会があったのかどうかという点につい

て、まず内容はともかくとして話す機会があったのかどうかということも１つ確認させて

いただければと思います。一切そういう問題について話をしていないということなのか、

または何らかの形で、要らないことはしなくてもいいみたいな類いの話はしていないけれ

ども、この問題にかかわって何らかの話がされているのかどうかというあたりについてま

ず確認させていただければと思います。 

〇議長（野村 洋君） 暫時休憩します。 

 

休憩 午後 １時０４分 

再開 午後 １時１７分 

 

〇議長（野村 洋君） それでは、休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 檀上議員、今までの前例からいって再質問なしに再々質問という扱いはありませんので、

この件は却下いたしますから。 

〇11番（檀上美緒子君） それはひどいではないですか。それはひど過ぎると思うのです

けれども。 

〇議長（野村 洋君） そのように議長として判断いたしましたので、そのように通告を

させていただきますので。 

〇11番（檀上美緒子君） それは余りにも一方的だと思うのですけれども、事実確認が当



 - 34 - 

事者同士できちんと話ししていればいいですけれども、片方の言い方しかされていないわ

けで、私自身もう一方の当事者からきちんと話を聞いているわけで、そこで…… 

〇議長（野村 洋君） 今休憩していませんから。 

〇11番（檀上美緒子君） 認められないと思うのです。 

（「虚偽の答弁をしたという話ですか」の声あり） 

〇11番（檀上美緒子君） 虚偽とは言っていないけれども、一方の一方的な当事者の意向

だけでもって、それで終了させるというのはいかがなものですか。相手がどう受け取るか

によって、いじめと同じ。 

〇議長（野村 洋君） 檀上議員、静粛にお願いします。 

〇11番（檀上美緒子君） いじめも、いじめた側がいじめだという意識がなくても、やら

れたほうがいじめだと思ったら、いじめだと認定されるわけ。この問題も相手が言ってい

ないと言っても、受けた側…… 

〇議長（野村 洋君） 休憩中でないですよ、檀上議員。 

〇11番（檀上美緒子君） 受け取ったという思いが残っているわけでしょう。それをきち

っと…… 

〇議長（野村 洋君） 議事進行いたしますので、協力お願いいたします。 

〇11番（檀上美緒子君） ですから、認めてほしいです。 

〇議長（野村 洋君） 先ほど言ったとおりでございますので。 

〇11番（檀上美緒子君） そうしたら、素直に退場したいと思います。非常に問題がある

議会だということを言って、以上で終わります。 

〇議長（野村 洋君） 以上で議席11番、檀上美緒子君の質問は終わりました。 

 次に、森町公式ホームページ、ＳＮＳ等について、森町のふるさと納税について、幼稚

園、小中一貫教育と中学校区について、議席14番、松田兼宗君の質問を行います。 

 まず初めに、森町公式ホームページ、ＳＮＳ等についてを行います。 

〇14番（松田兼宗君） それでは、通告に従いまして、質問させていただきます。 

 まず、１つ目、森町公式ホームページ、ＳＮＳ等についてということで質問させていた

だきます。森町では、平成12年に公式ホームページを開設して以来、公式ユーチューブ、

公式フェイスブック、そしてライン、ツイッター、インスタグラムの公式アカウントを開

設しています。そして、観光や災害情報などさまざまな分野の行政情報を町民を含めて日

本国内、世界にリアルタイムに発信し、森町の広報活動の重要なものとして位置づけられ

ております。ところが、森町の観光情報などを検索すると、その情報量が少ないことから、

知りたい情報が掲載されていないことに驚かされてしまいます。第２次森町総合開発振興

計画や関連する下位計画である森町情報化推進計画において、観光情報などの積極的な発

信や情報発信できる人材の育成をするとしております。 

 しかし、現状では公式ホームページなどの行政情報の発信量が不足している状態であり、

この状況を町長はどのように認識しているのかをお聞きします。 
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 また、公式ホームページなどの更新管理がどのように行われているのか、問題点は何か

をお聞きいたします。 

〇町長（梶谷惠造君） お答えします。 

 森町公式ホームページについては、平成12年10月に開設し、28年４月より企画振興課広

報広聴係が主として管理運営を担い、記事の掲載依頼を受ける都度更新業務を行っており

ます。しかし、現在では多くの担当課において所管の情報をより早く更新、周知できるよ

う、企画振興課と連携し、進めているところです。昨年は、月平均58件ほどの情報が掲載

され、前年と比べても約３倍の伸びを示しております。また、ホームページの閲覧数につ

いても平成25年度より年々増加傾向にあることも踏まえ、今後も管理運営部署と所管課が

連携を密にし、必要な行政情報をスピーディーに更新できるよう努めてまいります。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 再質問ありますか。 

〇14番（松田兼宗君） 閲覧数が多いからといって情報量が多いとかという話ではないの

だと思います。今の話だと現状のままで十分なのだという話と受け取れますが、本当にそ

うなのですか。例えば情報量が少ない。今回の観光情報のところに絞った形にはなってし

まうのですが、桜まつりの情報というのは一切ないです。日程だけしか、写真１枚載っか

っていない、今年の写真。去年も載っかっていないはずです。そういうようなホームペー

ジのつくり方なりＳＮＳの情報の発信の仕方というのは、あり得ないなと思います。それ

で満足しているという状態であれば、ちょっと納得できないというか、おかしいのではな

いかなと思います。さらにまだ言いますと、例えばフラワーロードの問題についてもあり

ます。花いっぱい運動の2014年４月29日が最終更新になっています。そして、写真とか載

っかっていますよね。その後どういう状態になっているかというのは毎年毎年必要なわけ

ですよ、見る側としては。例えばラベンダーが摘み取れるようになっているというような

書き方しているわけです。実際はそれはできないですよね、なくなっていますから。だか

ら、そういうようなことを考えれば、情報を必要としている人間が見て、要するにうその

情報載っかっているということなのです。そういう状態を続けていていいのですか。今の

答弁だと全くこのままでいいのだという話になってしまうので、その辺考え直したほうが

よろしいのではないかと思います。 

 さらに、今回70回の記念すべき桜まつりについてなのですが、来場者数は14万9,600人と

過去最高を記録したと言われています。さらに新しいことをやっていて、これは実行委員

長が仕掛けているのだと思いますけれども、コスプレを利用したツイッターとかの閲覧数

なり情報発信量というのはすごいわけです。そこからすると、それというのは町のほうは

全く関係ない。観光協会のツイッターの中で情報発信しているわけです。町のほうは何も

やっていないですよね。その辺どうなっているのか再度お聞きします。 

 さらに、公式ホームページの管理運営要綱というのが平成25年４月１日付で訓令第11号

として出されています。その中でどういうふうになっているかというと、統括管理者とい
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うのが設置されています。それは、総務課長が充てられているわけです。さらに、各課ご

との統括担当者とか、更新する人員を投稿担当者というのに指名しながらやられているわ

けです。それが全く機能していないということなのですよ、今の状況というのは。だから、

そこの責任というのは誰にあるのですかということ。総務課長にあるのですか。責任者な

わけですから、統括する。その辺が全体を見てここの情報が不足だとかどうのこうのとい

うのを統括していく責任というのは、管理する責任というのは総務課長にあるのだと私は

思うわけです。さらに、そういうことが情報が発信されていないということは、これに書

いている要綱自体守られていないのだと、要するに規則違反を犯しているのではないです

かということになってしまうわけです。だから、その辺どうお考えになっているのかお聞

きします。 

〇町長（梶谷惠造君） 再質問にお答えいたします。 

 今全国的にもホームページやインスタグラム、ＳＮＳを通じながら地域の情報を発信す

るというのは至極当たり前の状況にはなってきております。そういう中で、森町も町役場

のホームページ、また観光協会のホームページがあったり、それぞれ違う団体のホームペ

ージがあったりして、そういう情報の中で町もこの構築を図り、更新を図っているわけで

すけれども、いろんな情報の量、それから見たい情報によっては、議員ご指摘のように写

真がすぐ載っかっていないというようなことも時にはあるかもしれません。ただ、情報量

としては、データとして非常に膨大なものになったり、また発付するためには、ただ写真

を載せるだけではない。一応記事を収録したり、いろんな内容、事前の準備が必要かなと、

そのようにも考えております。先ほども申し上げましたけれども、徐々に徐々にと申しま

すか、一気に増やす、そういったことも人数を投入してやれば可能かもしれませんけれど

も、町の作業としてホームページのアップも確かに仕事の一つです。しかし、それ以外に

イベントを支えていく、そういう応援体制を構築するのも町の体制ですから、そういった

ことを充実させながら、バランスをとりながら、さらに内容を充実させていきたいと、そ

のように考えております。 

 そしてまた、ホームページの統括管理者ですけれども、総務課長を中心にしてずっと指

示を出し、更新をしてまいりました。先ほどの第１問目の答弁で申し上げましたけれども、

今企画振興課が主としてその業務を担っております。総務課長から統括管理者は企画振興

課に変更しているところです。そういったところも含めて、そして連携をきちんとしなが

ら、また必要な情報、町のホームページの中で全てを網羅できるような形、当然できるも

のはできますけれども、今私どもでホームページだけで情報を発信しているわけではござ

いません。もちろんホームページを見る環境にない方々もたくさんおりますので、そちら

のほうの情報提供も含めて総合的に考えて進めていきたい、取り組んでいきたいと思って

おります。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 再々質問。 
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〇14番（松田兼宗君） まず、企画振興課長のほうに移っている。それ変えていないです

よね、要綱自体。今の町長の発言だと、もう総務課長から外れているのだと。それでは、

これの見直しをかけていないということですよね。どっちなのですか。変えているのです

か。今の話では完全にそうなっているから、そっちに責任が移っているのだという話を言

いました。本当にそうなのですか。変えていないですよね。要綱を25年７月１日に変えた

という話、その後いつ変えたか。変えたのはいつですか、それを教えてください、まず。 

 それと、よく言われるのですが、ほかのホームページのほうの活用というのは全然なさ

れていない。情報を見る人が少ないから、そっちは手を抜いてもいいのだみたいな話をよ

く言うのですが、先ほど最初のほかの議員の人の質問の答弁の中でツイッターの話とか、

そういうような話をしていますよね。そういう新たな情報発信を認めていながら、そうい

う言い方というのはないのではないですか。ホームページはホームページで、当然同じ力

の配分でやっていかなければならない。さらに、閲覧数もどんどん増えていると言ったで

はないですか、先ほど。閲覧数が増えているのに、あたかもそればかりではないから、そ

れを手を抜いてもいいみたいな話をすると、そんな状態で本当の情報発信する気があるの

ですかというふうに思ってしまうのですが、それよりもホームページについてということ

で管理状況が全くなされていないということが今回はっきりしたわけです。そして、問題

点が一体何なのか、人材不足なのか、人手不足なのか。その辺最初の質問で言っているの

だけれども、答えていないのです。何が問題なのですか。それができない。要綱どおりに

やっていない。先ほど言いましたように、要するに規則違反をやっている状態なのですよ、

今の状態というのは。それを見逃しておいて、そっちのほう手を抜いてもいいような話と

いうのはならないのだと思いますけれども、その辺再度お聞きします。 

〇町長（梶谷惠造君） 再々質問をいただきました。お答えしたいと思います。 

 まず、総務課長から企画振興課長に移るというのは、今現在進めている状況です。後ほ

ど要綱の変更でもって対するように、間もなく変わると思います。 

 また、ホームページの閲覧等につきまして記事の内容ですけれども、これについては閲

覧数も増えてきて、そしてリアルタイムに情報は出したい。手抜きをするという言葉では、

そういうことではなくて、人数を増やしたからそれが充実するわけでも、専門職というの

は正直役場にはおらないわけで、いろんな事務とそういう作業を兼務している状況ですか

ら、そのとき１年を通じて力を入れなければならないところ、そしてまた少し情報がおく

れる場合、そういうことは、これは仕方のない部分だなと、そのように私は思っておりま

す。また、100％議員の要求されるような形というのはなかなか今までも難しいのかなと思

いますけれども、それに近いようなバランスをとりながら、広報の内容の編集ですとか、

またある課によっては違う重要な課題を持ちながら、ホームページを全く活用していない、

そういったところもあります。それでも肝心なことが決まったり、いろんなことはホーム

ページ上に載せたり、広報で町民みんなに全戸に周知したりということで、基本的には町

の情報源というのはホームページではなくて町広報によって全ての家庭に届くということ
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が基本ですから、そこも踏まえてバランスが大事かなと、そのように思っております。で

すけれども、このままで十分というような考えは私も持っておりませんし、担当課につい

ても日々いろんな勉強をしながら、そして横の連携もとりながら努めておりますので、ど

うか今後ともご指導いただきたいと、そのように思っております。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 森町公式ホームページ、ＳＮＳ等についてを終わります。 

 次に、森町のふるさと納税についてを行います。 

〇14番（松田兼宗君） それでは、２つ目の質問に入らせていただきます。森町のふるさ

と納税についてということで質問させていただきます。 

 地方出身者が故郷に貢献するという趣旨で2008年度に始まったふるさと納税は、豪華な

返礼品で競って寄附を促す自治体も出てきたために、総務省は返礼品の調達費が寄附額の

３割以下や地場産品とするよう求めていましたが、一部自治体が応じなかったために、新

制度で返礼品の基準（返礼品を寄附額の３割以下の地場産品に限定し、認可制とした）を

法制化し、守らない自治を制度から外すということにしました。新聞報道によれば、2018

年度に道内最多とされる約59億円の寄附を集めた渡島管内森町は、タラバガニやホタテな

どの返礼品が人気だ。だが、寄附額に占める調達費の割合である返礼率は最大で５割を上

回った。外国産のカニなど一部は、町内で加工もされずに、地場産品ではなかった。さら

に、１月中旬に返礼率を３割以下にするなど商品構成を見直すと３月の寄附額は4,860万円

と前年同月より３割減少した。担当者は別のＰＲ方法を考えるしかないと話したとされ、

森町は認可されたが、対象期間が今年の９月末までに限定されてしまいました。 

 そこで、以下５点についてお聞きいたします。 

 まず１つ目に、森町の平成31年度予算においてふるさと納税の寄附金を10億円ほど見込

んでいますが、どの程度これによって影響があると認識しているのか。 

 ２つ目に、10月以降のふるさと納税制度利用の認可の見通しはあるのか。 

 ３つ目に、先を見込んで返礼品を発注したため発生した業者の過剰在庫は解消されたの

ですか。 

 ４つ目に、返礼品の一部が地場産品ではなかったと指摘されているが、業者に対する指

導は適切であったのか。 

 最後に、担当者が言う別なＰＲ方法とは具体的に何なのか質問させていただきます。 

〇町長（梶谷惠造君） お答えします。 

 １点目ですが、６月からは総務省通知の告示内容に従い、調達率が寄附額の３割以下と

いう基準のほか、募集経費を寄附額の５割以下にすることという基準が設けられ、同じ返

礼品でも寄附金額が引き上がることとなるため、影響額の見込みについては予想できない

と考えております。 

 ２点目ですが、認可を受けるためには総務省へ再度申請書を提出する必要がありますの

で、７月に認可に向けて申請をしてまいります。 
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 ３点目の町内事業者の在庫状況に関しては、解消されたと伺っております。 

 ４点目ですが、これまでは具体的な地場産品の定義が示されておりませんでした。この

たび総務省より地場産品の定義が具体に示された結果、一部返礼品が地場産品の定義から

外れることとなりました。町内事業者へは、総務省の告示に基づき適切な指導を実施済み

です。 

 ５点目ですが、総務省より、返礼品を強調した宣伝広告は行わないことと基準が設けら

れました。そのため、ポータルサイトに表示されている返礼品についてお得やわけありな

どの表現が禁止されたため、適正な表現にしていくものです。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 再質問ありますか。 

〇14番（松田兼宗君） １つ目のどうなるかというのは、この影響はわからないのだとい

う話なのですが、それいつごろわかるのですか、見通しがつくのは。10月以降がどうなる

かという、全く変わる話なので、それはある程度わかるのですが、それにしても10億、相

当一般財源として使う予定でいますよね。それをどうやって、もし10億なかった場合穴埋

めしていくのかなというふうに思っています。まず、その辺どうお考えになっているのか

です。 

 それと、この質問を出した後にテレビの放送で出た中で、そんなのあるのかなと思って、

わからなかったのですが、イエローカードが出たのだと、その後特集組まれた番組の中で

森町の商工観光の課長が出て、インタビュー受けてやっていたのですが、その中で言って

いることが、外される可能性があると当初から心配していたわけですよね。11月まででし

たっけ、３割以下にしろという指導入っている中でまだ続けたというのは、さらにその中

にアマゾンの10％のギフト券もつけていたのだと。それはどういうことなのか。確かにほ

かの町でアマゾンのギフトをつけて、５割以下のものに対して10％。５割、そしてさらに

10％上乗せしたことをやっていたわけです。それを放送で見て、えっと思って、そこまで

やっていたということは、そのときからもう既に外されることを心配しながら、10％上乗

せでできるだけ12月まで集めてしまおうという考えでやったのかなと思うわけです。その

判断をしたのですか。そういう判断で10％上乗せをしたのか、その辺をちょっと聞きたい

のです。というのは、そこまでやっていながら、業者の過剰在庫をなくするために、先ほ

どの答弁で過剰在庫はなくなったのだという話で、それはいいことなのですが、その影響

が見通しも立たない中でそこまでやってしまったというのは、もし万が一それが10億円な

かった場合、その責任誰とるのですかという話なのですよ、そうなった場合に。その辺の

見通しもしていなかったのかなと思って、再度その辺も聞きたいと思います。 

 それと、別なＰＲ方法という話で言っていたのはやり方の問題ではないですよね。今後

ふるさと納税を多くの国民からしてもらうのに、その方法を考えなければならないのでは

ないですか。例えば森の場合、テレビ番組見ていると、何人も見ているわけですが、何に

使ったのですかというのを聞かれて答えに困っているわけですよ、担当者が。ということ
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は、ほかの町ではこういうものに使うという重点的なものがあるわけです。森の場合そう

いうのがないわけで、どう考えてもそういうことが出てこない。だから、そういうことも

一つの方法なのだと思うのです。今後その辺のことも含めて、ＰＲの仕方というか、森町

はこういうものに使いたいので、それではお願いしますというＰＲの方法に変えていくべ

きなのではないかと思うわけですけれども、その辺いかがでしょうか。 

〇町長（梶谷惠造君） 再々質問にお答えいたします。 

 一応新年度、この年度もふるさと納税に対して予定額は提示させていただいております。

ですけれども、それの影響額、今回のことについて、私ども正直今までのように多く来る

ものか、もしくはこれが全く減額というか、反応がなくなるのか、これについては、先ほ

ども申し上げましたけれども、正直予測できません。これについては、私どもだけではな

く、全国のふるさと納税を扱っている自治体リセットされたと、そういうふうに私は思っ

ております。そういう中で、今後予測できませんけれども、いろんな努力を重ねて、そし

て認可されるように、そして今再度、期間は短い森町の状況ですけれども、その影響につ

いても、当然年度末が、12月が一番寄附額が多いわけですから、12月までふるさと納税を

扱えるという状況でないと正直どのような状況になるかというのは予測できませんので、

これが認可がされないというふうな状況になったときには予算には結構大きな影響出てく

るのではないかなと、そのように考えます。 

 そして、その中のアマゾンのギフト券、一時期何かキャンペーンのようにして短期間扱

っていたようです。それについては、企業のほうでもそういうものを取り組みたいという

ことで、地域連携して取り組んだようです。それについては、拒否する理由というのは見

当たりませんので、町としてもそれについては問題なしとして一時期取り扱ったようであ

ります。そしてまた、そういったことが最終的にはふるさと納税、当然地場産業の育成に

もつながるということで、経済の活性化に非常にいいわけですけれども、それ以外の手数

料全て引いた後の残りというのは町としては一般財源としていろいろと活用できる。この

辺は、議員の皆さん方にも何回もご説明申し上げておりますので、ご理解いただいている

のかなと、そのように思いますけれども、その途中、今までのご意見の中では１カ所に、

議員も申し上げておりましたように、重点的に使うということで募集をかけたらどうかと、

そういうご意見も過去にいただきました。しかし、万が一ふるさと納税がゼロになった場

合に、その事業が実施できないことになります。ということから、森町ではそのようなリ

スクを最低にするために、不足部分だけに全域にわたって、教育、子育てから社会保障、

そういったもの全域に対して補充をしている、そういう使い方をさせていただいておりま

す。 

 こういったことで、まだはっきりしていない部分はたくさんありますけれども、とりあ

えず６月１日からのふるさと納税の対象としては森町も認めていただいたということで、

中身については新しい基準で該当にならない商品も出てまいりましたけれども、まだまだ

企業はいろんな工夫をして新しい商品やもっと魅力的なものを開発していると思いますの
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で、そこと含め、私たちは許可がきちんと次の段階にも進めるように、担当者、そして私

も中央に赴いたときですとか、町村会、全国のそういう組織を通じながら要請をしてまい

りたいと、そのように思っております。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 再々質問。 

〇14番（松田兼宗君） 先日、葬儀がありまして、火葬場に行って、札幌から来ていた親

族の人がここのトイレ一体何なのという話が出ました。その中で、ふるさと納税何に使っ

ているのという話、それで直したらいいのではないのという話になってしまうわけです。

それは、多くの町民が思っていることです。何に使われたかわからないからです。そこな

のですよ、問題は。説明を町民はできないのです。議員の人たちも、知っていながら、森

の何に使われているなんていうのは答えることができない。担当者も答えることができな

いのではないですか。だから、そこなのです。先ほどＰＲの問題のことで考えてほしいと

いうのは、重点的なものが少なくても、外に向かって言える、町民に説明できるものを挙

げてほしいのです。町長は、ここに使っていますよということを言えるもの何があります

か。この部分ですというふうに言えるものありますか。それがあったら聞かせてもらいた

いということと、みんな今回６月からは一斉に同じラインに立ったわけですよね、今度は

地場産品なり、３割以下にすると。同じ条件なわけです。そしたら、森のふるさと納税が

今まで50億、道内一番まで集まったというのは何で集まったと思っていますか。産品です

か、産品がよかったからだと思っているのか、それともたまたまほかがやっていないから、

５割以上だったから、それで集まったというふうに、多分大方はそういう見方が多いのだ

と思います。だけれども、実際森町の商品の魅力をもっと高める必要があるということか

らすれば、ＰＲ、業者の人は当然一生懸命新しい商品開発、先ほど町長言いましたけれど

も、商品開発もしてもらわなければならない。そんな中でやっていかなければならないわ

けです。だから、その辺の部分も踏まえると、ＰＲというか、その辺を再度考え直してい

ったほうがよろしいかと思うのですが、最後にそれを聞いて終わります。 

〇町長（梶谷惠造君） 再々質問にお答えします。 

 議員のところに何に使っているのかということでご質問があったということであります

けれども、本当に幅広く使っている中では、幼児教育の無償化ですとか、各認定保育所へ

の補助金、そういう子育て支援にはかなりの額を利用させていただいています。また、い

ろんな事業に対して不足部分、当然国の補助等もいただいたりして、それから過疎債を充

当しているところもありますけれども、それでもなおかつ不足部分があったりということ

で、いろいろと利用させていただいている部分がございます。 

 そしてまた、どうしてこんなに集まったのかということで、一昨年、北海道内でも６番

目だったかな、そういう上位に入りました。それだけの魅力的な商品があって、とられた

方々が質の高さ、それから物のよさというのを理解してくれたのかなと。こういう時代で

すから、ＳＮＳ、インターネットを使ったり、ほかの通信手段でもって一人がいいよとい
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うふうにされるとネズミ算式に全国に広がってまいります。新聞やインターネットに昨年

名前が公表されたときにも、その翌日あたりの金額が反応してすごいのですね、寄附額が。

そういうことで、今現在の通信情報環境が我が町のふるさと納税にも非常に効果があった

のだなと思って、私は感謝しております。ただし、一度来て、その商品、例えば魅力的な

商品受け取られても、質が悪ければ、そこからはいい伝達方法というのがなく、最終的に

は少なくなっていくのではないかなと思いますけれども、そういうことには心配は要らな

いほど我が町の企業さんは一生懸命商品開発やパッケージング、いろんなことで努力され

ております。町でもそういうところには協力していきたいと今後も思っておりますし、こ

れからも魅力的な商品を町から全国に発信する。そういうことで町が経済の活性化や振興

につながるのであれば、とにかくふるさと納税制度を活用できるような体制づくりを今後

もつくって進めていきたいと、そのように思っております。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 森町のふるさと納税についてを終わります。 

 次に、幼稚園、小中一貫教育と中学校区についてを行います。 

〇14番（松田兼宗君） それでは、３問目をさせていただきます。幼稚園、小中一貫教育

と中学校区についてということで質問いたします。 

 平成31年度教育行政執行方針の中で、幼稚園、小中学校を通じて子供の発達と育ちをつ

なぐ連続性のある教育課程の整備をし、質の高い幼児教育を土台とし、森、砂原各中学校

区において義務教育９年間の一貫した系統性、連続性のある教育課程を構築するために

2020年度に小一貫教育を取り入れるとしています。ここから読み取ることができることは、

さわら幼稚園建設が決定した今、幼稚園を含めた小中一貫教育を推進していくものと理解

され、現在の砂原中学、森中学の２つの中学校区、すなわち旧砂原町、旧森町という合併

前の枠の中で固定的に捉えようとしていると思われが、いかがでしょうか。 

 人口減少が続く中、森町を一つの中学校区と捉える必要が近い将来予測されることから、

学区統合の障害になるものと考えますが、いかがでしょうか。 

 また、さわら幼稚園に学区があるとすれば、森町全体を一つの学区として捉え、全町か

ら園児を募集する考えがあるのかどうかお聞きいたします。 

〇教育長（増川正志君） お答えします。 

 森中学校区、砂原中学校区において義務教育９年間の一貫した系統性、連続性を踏まえ

た森町小中一貫教育を導入し、子供たちにこれからの予測困難な社会をたくましく生きる

ための学び続ける力を育んでまいりたいと考えます。しかし、両中学校区を旧態依然のま

まに固定的に捉えることはできるものではありません。また、将来の障害になることも考

えられません。さわら幼稚園の改築は安全を確保する上での移転改築であることから、こ

れまで同様森町立幼稚園通園区域を基準として募集してまいります。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 再質問ありますか。 
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〇14番（松田兼宗君） 障害にならないのだという話なのですが、将来的に学区という考

えではなくて、幼稚園も含め、中学校は１つずつあるのですが、それを１つにする可能性

もあるという考えでよろしいのですか、まずその辺確認したいと思います。 

 それと、小学校については砂原地区に１つ、森ではまだ５校、６校あるわけですけれど

も、前にその辺の統廃合の話で質問したことはあるのですが、そこからしてもその前段と

しては小学校をそれぞれ１つにするという考えではあるのでしょうけれども、現在幼稚園

が森に１つ、砂原に１つという話なので、そこから見るとどうしても一つの学区として捉

えているのだと私思うわけです。その中で一貫した教育を行っていきたいという形で考え

ているのかなというふうに考えているのですが、見通しとしては、私その辺人口の動態に

ついては調べないでしまったのですけれども、どうなのですか、見通しとしては。何年後

をめどにして一つのものにせざるを得ない状況になるのだと予測しているのでしょうか、

その辺を。その辺をまず聞きたいのですが、それと幼稚園、小中と高校も一つの、町から

かなり補助金というか、助成をしていますから、全く関係ないということにはならないの

だと思うのですけれども、高校も含めた形で、趣旨とはちょっと外れる部分ですが、中学

校区ということを考えた場合に、１つにした場合当然それも含めた考えもしていかなけれ

ば、視野に入れた中で考えていかなければならない時期が来るのかなと私思うのですが、

その辺いかがでしょうか。 

〇教育長（増川正志君） 再質問にお答えしますけれども、まず議員の学区という捉え方

がなかなか理解できないでいました。というのは、学区、いわゆる校区、通学区域という

のは学校教育施行令によって、それに従って町で決めているわけです。そして、管理規則

では、区域に２つの小学校または中学校がある場合は就学指定をかけなければならないと、

これがいわゆる通学区域になります。だから、これで縛られるものではないのです。だか

ら、これからいつ１つになるかということは、これは当面予想もできませんし、児童生徒

数の推移によって変わってくるものでありますから、その推移によって通学区域を変える

ことだけで済むことですので、それほど障害だとか、そういうことは全く考慮しなくても

構わないというふうにして考えています。 

 もう一つ、高校の件ですけれども、今進めようしているのは、執行方針で述べましたけ

れども、これは学習指導要領にも幼稚園教育要領にも示されているのですけれども、幼稚

園においては小学校との接続をよくして、例えば小学校に上がったときの段差を少なくす

る。これが１つです。これは、非常に課題です。もう一つは、小学校と中学校の接続を円

滑にして、中１ギャップだとか、不登校だとか、学力向上していく、これが小中一貫教育。

幼稚園と小学校を結ぶのはスタートカリキュラムといって、私どもはまず幼稚園と小学校

の接続のスタートカリキュラムを進めようと思っています。そして、今執行方針でも述べ

ましたように、森町の小中一貫教育を進めてまいります。そして、議員の質問のあった高

校についてですけれども、これについてもできる限り連携していきたい。町にある高校で

すので、中学校と高校、または小学校、中学校、高校と連携していくことは当然のことで
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ありますけれども、どういったことで連携していくのかについては昨年度から高校と相談

して、生徒指導のことについて連携していくだとか、そういうことも確認して進めており

ますので、高校との連携も今後充実させていきたいというふうにして考えているところで

あります。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 幼稚園、小中一貫教育と中学校区についてを終わります。 

 以上で14番、松田兼宗君の質問は終わりました。 

 次に、噴火湾の汚染対策について、議席10番、宮本秀逸君の質問を行います。 

〇10番（宮本秀逸君） それでは、通告に従いまして、質問させていただきます。 

 噴火湾の汚染対策について。噴火湾の海岸ごみや水質汚濁については、これまで議論さ

れてきた大きな問題であり、解決するのが大変な状況にあります。そんな中、今年の養殖

ホタテの出荷、稚貝の状況が悪いと聞きます。 

 １つ目、養殖ホタテの出荷状況、耳づり作業の実態について伺います。 

 ２つ目、養殖ホタテの生産悪化の要因は何が考えられますか。また、改善策はどういう

ことが考えられますか。一般的に海水温の上昇や水質汚染が指摘されますが、その実態を

どのように認識されておられるか町長に伺います。 

 ３つ目、豊かな海を次世代に残すことが現役世代の責務です。漁協や漁業者のみならず、

その恩恵に浴する人、河川の上流に住む人等、森町民全てで取り組む課題ではないでしょ

うか。何年かかっても本気で取り組むときであると考えます。噴火湾の海岸ごみや水質汚

濁については、森町単独では解決できないものであり、近隣町はもちろん、道や国の関係

機関との連携が欠かせません。その取り組みについて伺います。 

 以上です。 

〇町長（梶谷惠造君） 宮本議員の質問にお答えします。 

 １点目ですが、昨年10月から今年の５月中旬までで、原因不明の大量へい死の影響を受

けて森漁協で約2,500トン、砂原漁協は約1,600トン、森町全体では4,100トンであり、昨シ

ーズンに比べて８割減、直近ピークの平成27年シーズンに比べますと約９割の減となって

おります。また、耳づり用の稚貝も相当へい死していたため、全体にならしますと例年の

６割程度と伺っております。なお、つるした時期、場所にもよりますが、現時点で若干の

へい死が見受けられる方もおると伺っております。 

 ２点目の生産悪化の件ですが、原因としましては温暖化による水温の上昇やホタテ付着

物の海中投棄による水質の悪化といった環境面の可能性や稚貝自体のそもそもの健康状態

や耳づりによるストレスといった貝の生態的なことが複合的に絡んでおり、現時点で原因

の特定はできておりません。北海道としましても、今年の２月に関係機関による噴火湾養

殖ホタテガイへい死対策会議を開催し、へい死の原因究明に向けて動き出したり、漁業者

みずからも耳づりの開始時期を工夫してみたりとへい死の要因となり得る可能性を１つず

つ検証しながら、改善策を模索している状況にあります。 
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 ３点目の噴火湾の環境問題は、国際的な問題でもあると考えております。海岸ごみにつ

きましては、以前にもお答えしておりますとおり、森町だけでも海岸線が約33キロメート

ルもあり、現在漂着しているものを回収するには分別や処分に係る費用が非常にかさむこ

とから、現実的ではありません。このため、これ以上増えることのないよう、啓蒙、啓発

に努めてまいりたいと思っております。また、水質の悪化につきましては、ホタテ付着物

の海中投棄といった湾内共通の課題もあることから、漁業者自身の自主的な意識改革が必

要であると考えております。なお、詳細につきましては議員の皆様に後日説明する準備を

しておりますが、今年度から各自治体に森林環境譲与税が新たに交付され、森林整備を推

進していくことが義務化されました。噴火湾は、沿岸自治体の基幹産業を担う共有財産で

もありますので、海づくりは森づくりと言われるように、川上から川下までの連携と自治

体間の連携を図りながら、長期的な視野に立って環境問題に取り組んでまいります。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 再質問ありますか。 

〇10番（宮本秀逸君） 先ほどの同僚議員の木村議員の質問とも重なる部分があろうかと

思いますけれども、もし話の中で重なったらご容赦願いたいと思いますが、恐らく、私の

推測ですけれども、原因がわからない、わからないと言っていますけれども、本当に原因

がわからないのか。わからないようにしているのか、発表したくないのかという問題も実

はあろうかと思うのです。なかなか言えない、直接的には言えない部分も当然あるでしょ

うし、そこは当然経済と産業と大人同士のつき合いの中の問題でもございますから、いき

なり何が悪いとかという言葉にはなかなか出しづらいというようなことが現実にはあろう

かと思いますが、私たち人間が汚した以上は現役世代がやっぱり解決していかなければな

らぬというのは、これは大前提だと思うのです。これは、先ほど町長触れられましたよう

に、世界的に今マイクロプラスチックごみが話題になっておりますし、本当に世界中で取

り組んでいかなければならぬ課題でもありますし、ここにも書いておりますように、森町

単独で解決できる問題ではないということは重々承知しているつもりなのです。私も直接

的な当事者ではない場所に住んでおりますけれども、だからといって傍観するわけにはも

ちろんいかない。私たちが誰かに紹介するときは、ここが私たちの町です、私たちの海で

すと言って紹介しますし、森町の10年計画ですか、にもありますように、海と緑の理想郷

を目指していかなければならないわけですから、当然そこは全ての人たちがかかわってい

かなければならないという前提で私はお尋ねしたわけでございます。 

 それで、今まで何回か質問した経緯がございます、この海岸のごみにつきましては。１

つお聞きしたいのは、海岸漂着物処理推進事業というのがあるというふうにお聞きしたの

ですけれども、これは町から道に申請していくというような内容だそうでございますけれ

ども、当然費用がかかります。その処理につきましても、これは恐らく半端なものではな

いだろうというふうに思うのです。そういった事業にこれまでに取り組もうという計画が

なされたのかどうかをまず１つはお聞きしたいと思います。 
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 それから、先ほどの木村議員の質問とも重なってくる部分でもございますけれども、町

長にリーダーシップをとっていただきたい、リーダーになっていただきたいというのは、

私もそれは同じ思いなのです。この町で生まれた町長でございます。それは、町長にごみ

の責任があるという意味ではございませんが、毎年行われております陸上でのクリーン作

戦と同じように、ごみを捨てない人たちがごみを拾っていかなければならぬというような

何とも皮肉な今の時代だと思うのです。それはそれ相当の効果もあると思っておりますし、

海岸ごみにしても海岸の汚れにしても、直接的には漁業者や漁協等が主体的に取り組んで

いくというのが当たり前の話であろうかと思いますけれども、でない人もやはり取り組ん

でいかなければならぬだろうという思いはすごく強く持っております。そのためには、や

はり町長にリーダーシップをとっていただきたい。リーダーになっていただきたいという

思いが強いのです。まして、何回も言いますように森町単独ではこれは解決できない問題

であろうというようなことは誰もが容易に考えることができるわけですけれども、とにか

くのろしを上げていただきたい、こんなふうに思うのですけれども、海岸漂着物処理推進

事業と町長のリーダーとして取り組んでいくぞという勢いをもう一度伺いたいと思います

けれども、いかがでございましょうか。 

〇町長（梶谷惠造君） 再質問をいただきました。お答えいたします。 

 先ほど答弁させていただきました木村議員の答弁とも若干重なる部分出てくるかもしれ

ませんけれども、その点は同じ噴火湾を心配されるということでご了解をいただきたいな

と、そのように願っております。 

 まず、ホタテのへい死と申しますか、生産が極端に落ちたというのは、これは原因は１

つではないというふうに皆さん誰しも理解していられると、そのように思います。そうい

うふうにして、先ほど申し上げましたような原因もあったり、また平成28年から、今まで

台風がこの噴火湾まで直撃するほど来たということはないのです。平成28年から毎年連続

で台風が湾内に、もしくは直近を通過して、その風に影響される潮の流れ、倒木、いろん

なものが原因として重なっておりますので、これを特定して１つということの答えが出な

い。出していけないということは、大変質問に対する答弁としては失礼なのかもしれませ

んけれども、その点はご理解いただきながら、みんなはそれぞれの立場で、それからそれ

ぞれの持ち場でできること、ひょっとしてこれが原因ではないかということを改善して今

現在取り組んでいる状況だと、そのように思っております。 

 ですが、そういう中において、噴火湾の中にもニシンの群来が毎年見られるようになっ

てまいりました。ですから、皆さんお耳にされたこともあるかもしれません。春のチカ釣

りの時期になると、チカが釣れたのかなと思うと小さなニシンの稚魚だったりということ

もありますので、全く噴火湾が再生できていないかというと、そうでもないのです。今後

いろんな点でみんなで努力しながら、湾の再生というよりも、将来的に全体のバランスが

とれて、来るべきときに魚が、きちんと予定されていた魚がとれるとか、養殖にしてもあ

る程度の見込んだ数量が水揚げできるようになってほしいなと、そのような状況に向けて
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私たちも頑張っていきたいと、そのように思っております。 

 さて、その中で先ほど議員のご質問にありました海岸漂着物処理の事業でございますけ

れども、これにつきましては外国船籍の漁船、それが漂着したときの処理費用、松前方面

ですとか、木古内方面に韓国船が漂着したと、それを処理するための対策です。過去に噴

火湾内でも一時、この処理ではございませんが、漂着物が余りにも多いということで、道

のほうで一時期取り組まれたところがあります。私どもも要望はしたかったのですが、噴

火湾の一番奥の自治体です。外国からの漂着物がたくさん、ハングル文字が書かれていた

りとか、そういう漂着物が真っすぐ海岸に打ち寄せられるものですから、私どもも要求は

したいですけれども、道の全体予算の中ではその自治体のみ処理費用を充当したという経

緯がございます。今後全体として、私たちも困っている部分がありますので、海岸を本当

に清掃、きれいにしていきときにはそういった要望も中に考えて行動していきたいと、そ

のように思っております。 

 最後に、リーダーシップということでございますけれども、平成28年にホタテが噴火湾

で台風によって非常に施設が被害を受けて、それを道に陳情しに行ったときには、木村議

員のご質問にもお答えしましたけれども、被害はやっぱり森町が一番大きかったです。そ

ういった観点からも、私が音頭をとらせていただいて、湾内の２市４町ですか、全部の自

治体、そして漁業協同組合に協力をいただき、団体として知事から激甚災害の陳情をする

という結果を受けてまいりました。今後におきましても、私どものホタテ生産量の激減と

いうのは大きなものがございますので、こういったことでは機会を見ながら､いろんな点で

知恵を出して、そして意見を出し、本当に私がリーダーとして必要だと、そういうときに

は私も声わたくし出して道や国のほうに赴きたいと、そのように思っております。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 再々質問ありますか。 

〇10番（宮本秀逸君） 本当に今こそが町長がのろしを上げられるときだと私は思うので

す。私たちが思う以上に汚染されていくと思うのです、世界中。もちろん噴火湾も含めて

です。そんな中で、歯どめをかけるかどうか、あるいはどこまで可能かどうかというよう

なことは本当に未知数ですけれども、今こそ手挙げなくていつ挙げるのでしょうみたいな

感じに私は捉えてしまうのです。それで、町長はさまざまな会合に出席なされると思いま

すし、陳情にも行かれると思いますので、その都度、その都度かかるであろう費用等につ

いても陳情なさっていただきたいと、こんなふうに思うわけなのです。そのためのリーダ

ーを何としてもお願いしたいと、こんなふうに思うわけでございます。 

 それから、私も実は以前海中を撮影したビデオを見たことがありましたけれども、本当

に汚れているなみたいな感じでございました。それが簡単にきれいになるとは当然思えま

せんが、何がしかの方法で次の時代にいい海をつないでいくぞという気持ちだけは、私個

人的には何もできないかもしれませんけれども、気持ちだけは持っていきたいと、こんな

ふうに今強く思っているところでもございますので、町長にぜひそのリーダーをやってい
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ただきたいと、こんなふうに思います。 

 先ほど海岸漂着物処理事業について船のお話をされましたけれども、それももちろん当

然あると思いますけれども、私の聞いた範囲ではごみ処理についても可能だみたいな話を

聞きましたので、それがどこまで可能かどうか、本当なのかというようなことを確かめて

いただきたいと思います。 

 また繰り返しの話になって大変申しわけありませんが、森町は本当にすばらしい町だと

私は思います。よそから来ましてもう何十年になりますけれども、今でもそう思っている

のです。挙げれば切りがないほどすばらしい町だと思うのです。それが汚れていくことが

耐えられない感じがします。毎回のごみ拾いもそうです。クリーン作戦もそうですけれど

も、そういった世の中になりつつありますから、それを防止するために旗を振っていただ

くのは町長しかございませんので、町長は本当にお忙しい身ではもちろんありますけれど

も、町をきれいにするということは全ての産業にいい結果をもたらしていくと思いますし、

町民の幸せにもつながっていくと思いますので、その決意のほどをもう一回お願いしたい

と思いますけれども、よろしくお願いします。 

〇町長（梶谷惠造君） 再々質問にお答えいたします。 

 いろいろと大変力強く後押しをしていただいて、少し歯がゆい部分もございますが、で

も今までの質問の経過をたどってみましても、海だけではなく、海をきれいにするために

は町中もきれいに保たなければいけない。そういう点で私いろんなところでお話しさせて

いただいたり、うちの担当課、環境課のほうでも山から畑から、いろんなところを監視し

ながら、町民に対する啓発、啓蒙活動も含めて取り組んでおります。私もこれから、まだ

まだ十分とは思っておりませんし、森町内の公園についても地元の方々だけではなくて、

企業関係者、他の自治体からも清掃活動で毎年毎年来ていただいている多くの方々がおり

ますので、そういった方々の期待にも応えるために、また地元の漁業関係者、そういった

方々にも声がけをしながら、何回でもとにかくきれいになるまで続けていきたいと、その

ように思います。 

 また、いろんな機会で中央省庁にも赴くことがございますので、そういったところとの

信頼関係を深めて、そして構築することによっていろんな費用面でも有利な状態になりま

すように考えながら頑張ってまいりたいと思いますので、それについて申し上げながら、

再々答弁とさせていただきます。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 以上で議席10番、宮本秀逸君の質問は終わりました。 

 次に、自動車運転免許証自主返納者への支援等について、議席６番、加藤進君の質問を

行います。 

〇６番（加藤 進君） 通告に従いまして、町長へ自動車運転免許証自主返納者への支援

等についてをお伺いいたします。 

 数年前から全国的に高齢者ドライバーによる人身を巻き込んだ悲惨な交通事故や国道、
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高速道路など道路を逆走し、死亡事故を起こすなど、毎日のように各地で事故が発生して

おり、大きな社会問題となっております。函館方面管内でも75歳以上の運転免許保有高齢

者ドライバーは年々増え続け、平成21年から平成30年の10年間で１万3,148人から２万978

人と59.6％も増加しております。平成29年３月29日に道路交通法の一部改正、高齢者ドラ

イバーによる交通事故を防止する対策強化が示されたときには、一時的に自動車運転免許

証の自主返納者が増えました。しかし、中には免許証の返納を考えているが、さまざまな

理由で返納をちゅうちょしている方が多く、アンケートによると自主返納を考えない第１

位は車がないと不便、62.4％、２位にはまだまだ運転できる、43.3％、そのほか、ほかに

移動手段がない、移動を支援する公共のサービスがないなどがあり、返納したくても返納

できない理由を訴えております。また、返納後の支援希望としては、バスなど交通網の充

実、タクシーなど交通手段の支援、スーパーや病院への交通手段の支援、自主返納したと

きのサービス特典など免許証自主返納後の不安も訴えておられます。 

 函館方面管内の森町も高齢者ドライバーが全体で４番目と多いが、平成30年中の返納率

は11番と非常に低くなっており、高齢者ドライバーの自主返納を促し、高齢者による事故

防止のためにも、町として支援及び改善策等を考えていかなければならないと思うが、町

長の考えを伺います。 

〇町長（梶谷惠造君） 加藤議員の質問にお答えします。 

 近年高齢ドライバーによる交通事故のニュースが全国的に報道されることが多くなって

おります。当町では、昨年１年間で高齢者の交通事故が２件発生しており、また昨年の高

齢者の運転免許証の自主返納の件数は20件となっております。管内においても運転免許証

自主返納に対する独自支援策を行っている自治体もありますが、自主返納につきましては

家族との同居の有無、運転頻度等、高齢者個々の事情も反映されていると考えております。 

 高齢者の事故防止対策としては、シニアドライバー講習や冬道安全運転講習会などへの

参加により、運転技術の維持向上を図っていただきたいと思います。また、以前にも同僚

議員の質問の際にお答えしましたが、高齢者の支援事業を利用していただきながら、運転

機能の低下防止や認知機能の低下防止について高齢者一人一人が機能を維持できるよう、

各事業を継続してまいります。しかし、加齢とともに運動能力や判断能力が衰えますので、

本人や家族が運転について危険を感じた場合には、基本として家族と相談の上で判断をい

ただければと考えています。運転免許証を自主返納された方の支援については、今後も検

討してまいります。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 再質問。 

〇６番（加藤 進君） 実は、私がこの問題を取り上げたのは、２年前の３月議会の中で

山田議員が同じような質問をされています。そのときに言った言葉と同じ言葉なのですね、

今の。ちょっとご紹介しますけれども、今後の町の課題として受けさせていただきながら、

調査させていただきたいと思いますという返答なのです。何か勉強しましたか。研究しま
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したか。検討しましたか。やっていますか。それをちょっとご紹介願います。 

〇町長（梶谷惠造君） 再質問にお答えします。 

 いろいろと自主返納に対するいろんな自治体の取り組み、そして議員の最初の質問にも

ありましたように、森町は平成30年の返納率は11番と順番を振っているというふうな捉え

方されているようです。私は、運転免許証に関して以前の同僚議員の質問にもお答えしま

したけれども、我が町の状況、土地柄と申しますか、いろいろと公共交通関係も効率よい

整備の仕方がちょっと難しい、そういう環境であって、今は一番経費として、コストとし

て安い企業、函バスさんにこの運行をしていただいておる。それから、もっと要望の強い

ところに新しく路線を延ばしていただいたりということに対しても補助を出したりしてお

ると。 

 一方で、だんだん高齢化になって、もし事故を起こしたときにいろんな点で何とか改善

できる方法を、先ほど答弁で申し上げたように、機能を維持できるような状況をつくって

いきながら、最終的にはもし免許がなくても、議員がご質問でお話ししているように、車

がなくても公共機関が走っていると、乗りたい場所と行きたい目的の場所にきちんとそれ

が公共交通の中でつながっている環境が整えば、それは免許を返納されても安心してここ

で暮らすことができるようになるなと、そういう基本的な考えからです。ですから、以前、

また同僚議員も一度ご質問の一部でされたと思いますけれども、公共交通に関する非常に

専門的で具体的な取り組みをされている方の、公民館を会場にして講演というのをして取

り組んでみたり、また隣町でもその方を中心にして、同じ名字の教授ですけれども、その

方がいろんなところで講演をされて、そして地域の方々に考えていただいている。 

 当然今ＪＲの問題、ちょっとお話飛ぶかもしれませんけれども、ＪＲも公共交通機関で

す。皆さんたちはＪＲを使われているかと、全く使っていないから、だんだん駅がなくな

っていくという弊害もあります。時間の余裕があって、ＪＲがあったり、バスがあったり、

それから高齢者になったときには役場のほうで福祉タクシーを提供したりとか、いろんな

対策はとっていると思うのです。ただ、最終的に万が一免許を持っている中で事故を起こ

された場合、それからそれが人身事故だった場合に非常に本人も大変な思いをされるし、

事故を起こされた側、要するに犠牲者が出た場合にも非常につらい思いをされるというこ

とから、加藤議員の質問が今あるのかなと、皆さん同僚議員の質問があるのかなと思って

おります。 

 そういう点で、ただし免許を返すときに何かご褒美上げるから返しなさいと、そういう

のは私はちょっといかがかなと思います。人としてのプライド、それから本人の意思、そ

れから家族の思い、そういうことが重なって最終的な判断をしていただきたい。ただし、

ひとり暮らしであるとなかなか相談する相手がいらっしゃらないと思いますので、そうい

うときには包括支援センターですとか、役場の施設でもいいし、いろんなところでご相談

をできるような、そういう体制をとっていきたいと思っております。 

 一方で、今自動運転やサポートカー、危険を回避できる、そういう優秀な車も開発され
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ておりますから、全体的にうまくバランスをとって進んでいったときに、自主返納も町で

支援策を講じなくても自然に自主返納して、公共交通でもって町で暮らせる環境が整うと、

そのように思っております。トータルでみんなで研究して取り組んでおりますので、この

点はまた将来、最終的には私は2040年ごろかなと、そういうふうに思っております。これ

は日本の高齢者がピークに達する2040年問題として全国で取り組んでいる課題を考えなが

ら進んでいることですから、そこに向けながら、事故のないように安全対策も講じて進め

ていきたいと、そのように思っています。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 再々質問。 

〇６番（加藤 進君） 町長、住民に対して褒美を上げるからというような話は、ちょっ

とこれ失礼です。そういうような行き過ぎた言葉というのはまずいですから。 

 それで、２年前に山田議員が聞かれているのだけれども、同じような答え今いただきま

した。それで、今までバス、いろんな足の手段としてコミュニティバスだとかという話も

いっぱいされてきました。でも、このごろは違うのです。デマンド型交通、ＤＲＴという

需要応答型交通システムというのが全国各地で採用されていまして、我が町と友好都市の

静岡県森町でも大河内線と吉川線というバス路線をＤＲＴで運行している。パソコンで調

べましたので、間違いないと思いますけれども、平成20年から運行しているのだと。町長

も今度２万人パレード、お祭りに行ったときにこういうような話をされて、ぜひ近いうち

に取り入れていただきたいというふうに思います。 

 今町長が言われるように、ＪＲだとか路線バス、函バス、大きいのしか歩いていません

よね、ＪＲは別ですけれども。例えば上台に大型バスで行きます、函バスで。森高校に行

きました。函バスで行きます。何人も乗っていません。私無駄だと思うのです。ＤＲＴは、

マイクロバスでできるのです。それで、タクシー会社だとか運送業者に対して連絡しても

らって、そこに迎えに来てもらって、行くと。料金はただでないのです。大人が200円であ

れば、子供が半額の100円、障がい者はただだとか、そういうようなシステムになっている

のです。だから、全部が全部行政側が町民に対してお土産を上げるのでなくて、幾らかで

も町民も負担してもらうというようなやり方をこれからやっていかれたほうがいいのかな

というふうに思っています。そういうようなことも含めて、これから検討されるというこ

とですから、どうか検討していただいて、ＤＲＴのバスの運行をちょっと勉強していただ

いて、町民のために頑張っていただきたいと。それが高齢者の自主返納につながっていく

ものと私は確信しておりますので、何回も何回も質問して町長も嫌でしょうけれども、ぜ

ひやっていただきたいというふうに思います。 

〇町長（梶谷惠造君） 再々質問にお答えします。 

 貴重な情報をありがとうございます。いろいろ町によって、ＤＲＴがはまる場合、いい

場合もありますし、またデマンドがそこの町には合っている場合だとか、いろんな状況が

ありますので、友好町でもございますから、いろいろ情報をいただきながら、今後の公共
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交通のあり方の一つとして研究、勉強させていただきたいと、そのように思っております。

これからもいろいろと情報等ございましたら提供していただきながら、私どもも担当課と

ともに頑張ってまいりたいと思いますので、よろしくお願いを申し上げまして再々質問の

答えとします。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 自動車運転免許証自主返納者への支援等についてを終わります。 

 以上で議席６番、加藤進君の質問は終わりました。 

 ２時55分まで休憩いたします。 

休憩 午後 ２時４２分 

再開 午後 ２時５５分 

 

〇議長（野村 洋君） 休憩前に続き会議を再開いたします。 

 

    ◎日程第６ 報告第１号 

〇議長（野村 洋君） 日程第６、報告第１号 専決処分した事件の報告について、平成

30年度森町一般会計補正予算を議題とします。 

 本案について内容の説明を求めます。 

〇総務課長（長瀬賢一君） 報告第１号 専決処分した事件の報告についてご説明申し上

げます。 

 本件は、平成30年度森町一般会計予算において補正を要することとなったので、地方自

治法第180条第１項の規定により別紙のとおり専決処分したので、報告するものです。 

 １ページをごらんください。本件につきましては、平成30年度森町一般会計補正予算の

第13回目となったものです。 

 既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ８億8,333万9,000円を減額し、歳入歳

出それぞれ201億3,781万7,000円としたものです。 

 事項別明細書によりご説明申し上げます。本件は、一般会計予算の最終の補正となった

もので、各事業等の執行精査による増減補正が主な内容となっております。 

 10ページ、11ページをお開き願います。歳入ですが、款１町税につきましては、項１町

民税から12ページ、13ページ上段の項６入湯税まで町税全体として6,026万4,000円を追加

したものです。 

 続いて、款２地方譲与税から16ページ、17ページの款11交通安全対策特別交付金までに

つきましては、交付額の最終確定により精査したものです。 

 続いて、款12分担金及び負担金、18ページ、19ページの款13使用料及び手数料、20ペー

ジからの款14国庫支出金、22ページからの款15道支出金につきましては、各事務事業の執

行精査により増減補正をしたところです。 

 続いて、26ページからの款16財産収入、28ページからの款17寄附金につきましては、そ



 - 53 - 

れぞれ最終確定により精査したものです。特にふるさと納税寄附金につきましては、49万

8,334件で総額59億885万2,000円の収入となったところです。 

 また、款18繰入金の財政調整基金は、調整財源として予算計上しておりましたが、３億

1,636万1,000円を減額するものです。 

 続いて、30ページ、31ページの款20諸収入から34ページ、35ページの款21町債までは、

各事務事業の執行精査により増減補正をしたところです。 

 続いて、歳出について特徴的なものをご説明申し上げます。48ページ、49ページの款３

民生費、項１社会福祉費、目１社会福祉総務費、節28繰出金の71万円の減額は国保会計の

執行精査によるものです。 

 続いて、50ページ、51ページの目４老人福祉総務費、節28繰出金の2,106万3,000円は、

介護保険事業特別会計と介護サービス事業特別会計の執行精査により、それぞれ増額補正

をしたものです。 

 続いて、52ページ、53ページの目８後期高齢者医療費、節28繰出金の274万8,000円の減

額は、後期高齢者医療特別会計の執行精査によるものです。 

 以上で専決処分の主なものの報告といたします。 

〇議長（野村 洋君） これから質疑を行います。事項別明細書10ページからです。歳入

歳出一括で行います。よろしいですか。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 質疑なしと認め、以上で報告第１号を終わります。 

 

    ◎日程第７ 報告第２号 

〇議長（野村 洋君） 日程第７、報告第２号 専決処分した事件の報告について、平成

30年度森町国民健康保険特別会計補正予算を議題とします。 

 本案について内容の説明を求めます。 

〇保健福祉課長（坂田明仁君） 報告第２号の専決処分した事件について説明させていた

だきます。 

 １ページをお開き願います。本件は、平成30年度森町国民健康保険特別会計補正予算の

第５回目となったものです。 

 既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２億3,270万5,000円を減額し、歳入歳

出それぞれ24億7,249万6,000円とした専決処分です。 

 専決処分しました補正予算は、歳入歳出とも医療費、事業費等の確定に伴い、精査した

内容となっております。 

 以下、事項別明細書により説明させていただきます。４ページ、５ページをお開き願い

ます。歳入の主なものについてご説明いたします。款１国民健康保険税、項１国民健康保

険税につきましては、精査により目１一般被保険者国民健康保険税を増額し、目２退職被

保険者等国民健康保険税を減額したものです。 
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 ４ページ、５ページ下段、款４道支出金は、保険給付費等の確定により精査し、補正し

たものでございます。 

 ６ページ、７ページ上段の款５繰入金、項１一般会計繰入金につきましては、歳入歳出

の確定に伴い、一般会計からの繰入金を減額補正したものでございます。 

 ８ページ、９ページをお開き願います。歳出の主なものについてご説明いたします。款

１総務費、項１総務管理費から10ページ、11ページ上段、項５特別対策事業費まで、人件

費、事務費等についてそれぞれ執行精査し、補正したものでございます。 

 10ページ、11ページ中段から14ページ、15ページ中段までの款２保険給付費の補正につ

きましては、療養給付費等の確定に伴い、執行精査したものでございます。 

 14ページ、15ページの下段の款３国民健康保険事業費納付金から18ページ、19ページ上

段の款４保健事業費までにつきましては、納付金のほか、特定健康診査等の事業費につい

て精査したものでございます。 

 18ページ、19ページ中段の款７道支出金の主なものとして、項２繰出金は国保病院直営

診療勘定への繰出金について精査したものです。 

 以上、報告第２号の専決処分の説明とさせていただきます。 

〇議長（野村 洋君） これから質疑を行います。よろしいですか。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 質疑なしと認め、以上で報告第２号を終わります。 

 

    ◎日程第８ 報告第３号 

〇議長（野村 洋君） 日程第８、報告第３号 専決処分した事件の報告について、平成

30年度森町後期高齢者医療特別会計補正予算を議題とします。 

 本案について内容の説明を求めます。 

〇保健福祉課長（坂田明仁君） 報告第３号の専決処分した事件について説明させていた

だきます。 

 １ページをお開き願います。本件は、平成30年度森町後期高齢者医療特別会計補正予算

の第４回目となったものです。 

 既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ1,310万3,000円を減額し、歳入歳出そ

れぞれ２億2,800万1,000円とした専決処分です。 

 以下、事項別明細書により説明させていただきます。４ページ、５ページをお開き願い

ます。歳入についてご説明いたします。款１後期高齢者保険料、項１後期高齢者保険料は、

特別徴収保険料及び普通徴収保険料についてそれぞれ精査し、補正したものでございます。 

 中段、款３繰入金及び下段、款５諸収入につきましては、会計の終了に伴い、それぞれ

精査し、減額補正としたものでございます。 

 続きまして、歳出の主なものについてご説明いたします。６ページ、７ページをお開き

願います。款１総務費、項１総務管理費につきましては、人件費、事務費等の執行精査に
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より補正したものでございます。 

 款２後期高齢者医療広域連合納付金の1,101万2,000円の減額補正は、保険料収入等の精

査によるものでございます。 

 款３道支出金は、保険料還付金及び還付加算金の執行精査により減額となっております。 

 以上、報告第３号の専決処分の説明とさせていただきます。 

〇議長（野村 洋君） これから質疑を行います。いいですか。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 質疑なしと認め、以上で報告第３号を終わります。 

 

    ◎日程第９ 報告第４号 

〇議長（野村 洋君） 日程第９、報告第４号 専決処分した事件の報告について、平成

30年度森町介護保険事業特別会計補正予算を議題とします。 

 本案について内容の説明を求めます。 

〇保健福祉課参事（須藤智裕君） 報告第４号の専決処分した事件について説明させてい

ただきます。 

 本件は、平成30年度森町介護保険事業特別会計において補正を要することとなったので、

地方自治法第180条第１項の規定により別紙のとおり専決処分したので、報告するもので

す。 

 １ページをお開きください。平成30年度森町介護保険事業特別会計補正予算の第５回目

となったものです。 

 保険事業勘定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ6,395万2,000円を減額し、歳

入歳出それぞれ19億5,437万5,000円に、サービス事業勘定の歳入歳出予算の総額に歳入歳

出それぞれ33万5,000円を増額し、歳入歳出それぞれ455万7,000円としたものです。 

 事項別明細書により主なものについてご説明させていただきます。本件は、各事業、給

付費等の執行精査による増減補正が主な内容となっております。 

 ８ページ、９ページをお開き願います。歳入、款１保険料につきましては、特別徴収及

び普通徴収保険料全体として287万1,000円を増額補正したものです。 

 款４国庫支出金から12ページ、13ページ、款８繰入金につきましては、事務費、保険給

付費、地域支援事業費等の執行精査により増減補正したものとなっております。 

 続いて、歳出の主なものについてご説明させていただきます。16ページ、17ページから

18ページ、19ページ中段の款１総務費につきましては、人件費、事務費、認定調査費用等

の執行精査により減額補正したものです。 

 下段から26ページ、27ページ中段の款２保険給付費につきましては、各サービス費等の

執行精査により減額補正したものです。 

 下段から30ページ、31ページ中段の款４地域支援事業費につきましても各事業及び包括

支援センターの運営費等の執行精査により増減補正したものです。 
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 続いて、34ページ、35ページをお開き願います。サービス事業勘定の歳入、款１サービ

ス収入につきましては、サービス作成費収入の執行精査により増額補正したものです。 

 36ページ、37ページをお開き願います。歳出、款１事業費につきましては、サービス計

画作成委託料につきましては事業執行精査により減額補正したものです。 

 款２諸支出金につきましては、事業執行精査により増額補正したものです。 

 以上で専決処分の報告とさせていただきます。 

〇議長（野村 洋君） これから質疑を行います。いいですか。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 質疑なしと認め、以上で報告第４号を終わります。 

 

    ◎日程第１０ 報告第５号 

〇議長（野村 洋君） 日程第10、報告第５号 専決処分した事件の報告について、平成

30年度森町介護サービス事業特別会計補正予算を議題とします。 

 本案について内容の説明を求めます。 

〇さくらの園・園長（金丸義樹君） それでは、報告第５号、専決処分した事件ついてご

報告申し上げます。 

 本件は、平成30年度森町介護サービス事業特別会計補正予算の第５回目となるものでご

ざいます。 

 １ページ目をごらんください。平成30年度の会計予算中、既定の歳入歳出予算の総額か

らそれぞれ1,879万6,000円を減額し、歳入歳出それぞれ２億2,642万3,000円とすることと

なりましたので、地方自治法第180条第１項の規定により処分するものでございます。 

 以下、事項別明細書にてご説明いたします。４ページ、５ページ目をお開きください。

歳入でございますが、款１サービス収入、項１介護給付費収入、目１施設介護サービス収

入及び目２居宅介護サービス費収入並びに項２自己負担金収入につきましては、入園者の

入院などによる減額が主な要因でございます。 

 次に、款３繰入金は、一般会計繰入金で調整を図ったものでございます。 

 款５諸収入、項１雑入は、介護実習費が主なものでございます。 

 次に、６ページ、７ページをお開き願います。歳出でございますが、款１総務費、項１

施設管理費、目１一般管理費につきましては、主なものとして職員の人件費並びに需用費、

委託料などを精査したものでございます。 

 続きまして、８ページ、９ページをお開き願います。款２事業費、項１施設介護サービ

ス事業費、目１施設介護サービス事業費につきましては、主なものとして職員の人件費並

びに需用費などを精査したものでございます。 

 以上で報告第５号の説明を終わらせていただきます。 

〇議長（野村 洋君） これから質疑を行います。いいですか。 

（「なし」の声多数あり） 
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〇議長（野村 洋君） 質疑なしと認め、以上で報告第５号を終わります。 

 

    ◎日程第１１ 報告第６号 

〇議長（野村 洋君） 日程第11、報告第６号 専決処分した事件の報告について、平成

30年度森町港湾整備事業特別会計補正予算を議題とします。 

 本案について内容の説明を求めます。 

〇水産課長（岩井一桐君） それでは、報告第６号 専決処分しました事件の報告につい

てご説明申し上げます。 

 それでは、１ページをお開き願います。本件は、平成30年度森町港湾整備事業特別会計

の第１回目の補正予算となったものでございます。 

 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ2,000円を増額し、歳入歳出それぞれ51

万2,000円とした専決処分でございます。 

 以下、事項別明細書によりご説明いたします。歳入につきましては、４ページ、５ペー

ジをお開き願います。款１使用料及び手数料、項１使用料、目１使用料につきましては、

業務の執行精査によりまして2,000円を増額するものでございます。 

 続きまして、歳出につきましては６ページ、７ページをお開き願います。款１総務費、

項１総務管理費、目１一般管理費の節９旅費の８万4,000円の減額につきましては、業務の

執行精査によるものでございます。同じく目１の節28繰出金につきましては、歳入歳出の

確定に伴いまして８万6,000円を一般会計へ繰り出すものでございます。 

 以上、報告第６号、専決処分しました事件のご説明とさせていただきます。 

〇議長（野村 洋君） これから質疑を行います。いいですか。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 質疑なしと認め、以上で報告第６号を終わります。 

 

    ◎日程第１２ 報告第７号 

〇議長（野村 洋君） 日程第12、報告第７号 専決処分した事件の報告について、平成

30年度森町ホタテ未利用資源リサイクル事業特別会計補正予算を議題とします。 

 本案について内容の説明を求めます。 

〇水産課長（岩井一桐君） それでは、報告第７号 専決処分しました事件の報告につい

てご説明申し上げます。 

 １ページをお開き願います。本件につきましては、平成30年度森町ホタテ未利用資源リ

サイクル事業特別会計の第４回目の補正予算となったものでございます。 

 既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ824万1,000円を減額し、歳入歳出それ

ぞれ4,546万6,000円とする専決処分でございます。 

 以下、事項別明細書によりましてご説明いたします。それでは、歳入につきましては４

ページ、５ページをお開き願います。款２使用料及び手数料、項１使用料、目１リサイク
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ル施設使用料につきましては、ウロの受け入れ量の減少によりまして368万円を減額するも

のでございます。 

 また、款４繰入金、項１基金繰入金、目１基金繰入金につきましては、業務の執行精査

によりまして456万1,000円を減額するものでございます。 

 続きまして、歳出につきましては６ページ、７ページをお開き願います。款１項１目１

総務事業費の824万1,000円の減額につきまして、主なものについてご説明いたします。節

11需用費の463万円の減額につきましては、乾燥業務の縮小に伴います薬剤類の使用量の減

少によるものでございます。続きまして、節13委託料の500万1,000円の減額につきまして

は、ウロの受け入れ量の減量に伴います試験処理業務及び乾燥業務の縮小によるものが主

なものでございます。また、節25積立金の179万円の増額につきましては、業務の執行精査

によりまして施設運営調整基金に積み立てるものでございます。 

 以上、報告第７号、専決処分いたしました事件についてのご説明とさせていただきます。 

〇議長（野村 洋君） これから質疑を行います。いいですか。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 質疑なしと認め、以上で報告第７号を終わります。 

 

    ◎日程第１３ 報告第８号 

〇議長（野村 洋君） 日程第13、報告第８号 専決処分した事件の報告について、平成

30年度森町国民健康保険病院事業会計補正予算を議題とします。 

 本案について内容の説明を求めます。 

〇病院事務長（小田桐克幸君） 報告第８号 専決処分した事件の報告についてご説明申

し上げます。 

 １ページをお開き願います。本件につきましては、平成30年度森町国民健康保険病院事

業会計補正予算の第４回目となったものでございます。 

 第２条、平成30年度森町国民健康保険病院事業会計予算第３条に定めた収益的収入及び

支出の予定額を次のとおり補正するものであります。 

 収入、第１款病院事業収益、既決予定額10億201万2,000円に625万8,000円を追加し、10

億827万円とするものでございます。 

 続きまして、支出でございます。第１款病院事業費用、既決予定額11億1,125万2,000円

に268万6,000円を追加し、11億1,393万8,000円とするものでございます。 

 以下、２ページ中段の事項別明細書にてご説明申し上げます。収入でございます。款１

病院事業収益、項２医業外収益、目４国庫補助金298万4,000円は年度末に決定いたしまし

た国保調整交付金の収益計上、目５長期前受け金戻入327万4,000円は補助金で購入した内

視鏡システム等の資産除去見合い分の収益計上でございます。 

 続きまして、支出でございますが、款１病院事業費用、項１医業費用、目５資産減耗費

268万6,000円は、調剤システム等の除去に伴う価値減少を費用計上するものでございます。 
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 以上、報告第８号の専決処分の説明とさせていただきます。 

〇議長（野村 洋君） これから質疑を行います。よろしいですか。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 質疑なしと認め、以上で報告第８号を終わります。 

 

    ◎日程第１４ 議案第１号 

〇議長（野村 洋君） 日程第14、議案第１号 森町税条例等の一部を改正する条例の一

部を改正する条例制定についてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

〇税務課長（柏渕 茂君） それでは、議案第１号 森町税条例等の一部を改正する条例

の一部を改正する条例制定についてご説明申し上げます。 

 本案は、軽自動車税環境性能割の非課税、課税免除及び減免規定の整備に伴い、森町税

条例等の一部を改正しようとするものです。 

 改正内容につきましては、条例の朗読を省略させていただきまして、別紙資料１の新旧

対照表によりご説明いたします。２ページをごらん願います。第15条の３についての改正

は、軽自動車税の環境性能割を非課税及び減免とする臨時的減免の特例に係る規定を整備

しようとするものと第15条の３を新設したことによる条ずれに伴う条文の整備をしようと

するものです。 

 以上、改正内容の説明とさせていただきます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

〇議長（野村 洋君） これから質疑を行います。いいですか。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 質疑を終わります。 

 討論を行います。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 討論を終わります。 

 これから議案第１号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 異議なしと認めます。 

 日程第14、議案第１号は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第１５ 議案第２号 

〇議長（野村 洋君） 日程第15、議案第２号 森町介護保険条例の一部を改正する条例

の一部を改正する条例制定についてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

〇保健福祉課参事（須藤智裕君） 議案第２号の森町介護保険条例の一部を改正する条例
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の一部を改正する条例についてご説明いたします。 

 資料ナンバー２を提出しておりますので、ご参照願います。 

 本案は、介護保険料率の一部を改正するため、森町介護保険条例の一部を改正しようと

するものです。 

 改正内容は、令和元年度の介護保険料率についての規定の変更であります。資料ナンバ

ー２、２ページ、新旧対照表をお開き願います。平成30年度から平成32年度を平成30年度

と改正し、令和元年度からの介護保険料率について森町介護保険条例第２条第１項第１号

から第３号に規定する保険料率の特例を定めようとするものです。 

 施行期日は、公布の日から施行し、平成31年４月１日から適用するとなっております。 

 以上、説明とさせていただきます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

〇議長（野村 洋君） これから質疑を行います。いいですか。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 質疑を終わります。 

 討論を行います。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 討論を終わります。 

 これから議案第２号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 異議なしと認めます。 

 日程第15、議案第２号は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第１６ 議案第３号 

〇議長（野村 洋君） 日程第16、議案第３号 森町国民健康保険病院事業設置条例の一

部を改正する条例制定についてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

〇病院事務長（小田桐克幸君） 議案第３号についてご説明いたします。 

 本案は、森町国民健康保険病院事業設置条例の一部を改正する条例制定についてでござ

います。 

 裏面をごらん願います。あわせまして、説明資料ナンバー３を提出しておりますので、

ご参照願います。第２条第２項の診療科目につきまして、新たに眼科を加えるものでござ

います。 

 なお、附則といたしまして、令和元年７月１日から施行するものでございます。 

 以上でございます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

〇議長（野村 洋君） これから質疑を行います。 

（「なし」の声多数あり） 
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〇議長（野村 洋君） 質疑を終わります。 

 討論を行います。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 討論を終わります。 

 これから議案第３号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 異議なしと認めます。 

 日程第16、議案第３号は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第１７ 議案第４号 

〇議長（野村 洋君） 日程第17、議案第４号 森町国民健康保険病院使用料及び手数料

条例の一部を改正する条例制定についてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

〇病院事務長（小田桐克幸君） 議案第４号についてご説明申し上げます。 

 本案は、森町国民健康保険病院使用料及び手数料条例の一部を改正する条例制定につい

てでございます。 

 裏面をお願いいたします。あわせまして、説明資料ナンバー４を提出してございます。

この資料ナンバー４によりましてご説明いたします。提案理由でございますが、令和元年

10月１日の消費税法改正に伴い、使用料及び手数料の改正をするものでございます。 

 改正内容でございますが、次のページをごらんください。新旧対照表でございますが、

第３条の３行目、下線部分でございます。現行「100分の108を乗じて得た額」を「100分の

110を乗じて得た額」に改めようとするものでございます。 

 なお、附則といたしまして、令和元年10月１日から施行するものでございます。 

 以上でございます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

〇議長（野村 洋君） これから質疑を行います。いいですか。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 質疑を終わります。 

 討論を行います。 

 反対討論でしょうか。 

〇11番（檀上美緒子君） 議案第４号に反対いたします。 

 今回の改正が10月１日の消費税増税を見込んだ上での手数料の消費税の税率をアップす

るというような内容になっています。今現在この消費税増税にかかわりましてさまざまな

場面でこの問題点が指摘されています。１つは、複数税率による税率の幅の問題です。10

％から３％まで５段階にも買う場所や買うものや支払い方法によって異なるという実態、

そしてもちろん10％になるということによる経済的な影響、とりわけ８％導入以来消費が
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冷え込んで、いまだ回復していない状況の中で消費税を上げるということは日本経済にと

って非常に大きなダメージを与えるということも指摘されているところであり、政府自身

の統計調査においても景気が回復していないという状況が発表されています。そういう状

況の中で、甚だこの10％の問題については与党内からからもいかがなものかという声まで

出ている状況であります。にもかかわらず、森町が率先して10月１日増税を見込んだ上で

条例を改正するということは、ある意味消費税推進を推し進める、そういう力にもなりか

ねない問題だと思っています。そういった意味から、消費税10％、増税を見込んだ形での

手数料の増額に関しては反対いたします。皆様方のご賛同、ご理解、ぜひともよろしくお

願いしたいと思っています。 

〇議長（野村 洋君） 次に、原案に対する賛成討論の発言を許します。ないですか。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） これで討論を終わります。 

 これから議案第４号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 議案第４号は、原案のとおり決するに賛成の方は起立願います。 

（起立多数） 

〇議長（野村 洋君） 起立多数であります。 

 よって、日程第17、議案第４号は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第１８ 議案第５号 

〇議長（野村 洋君） 日程第18、議案第５号 森町水道事業給水条例の一部を改正する

条例制定についてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

〇上下水道課長（水元良文君） それでは、議案第５号 森町水道事業給水条例の一部を

改正する条例制定についてご説明申し上げます。 

 次ページをお開きいただきたいと思います。条例の朗読を省略させていただきまして、

あわせて説明資料番号５の２ページ目、条例新旧対照表をご参照いただきたいと思います。

提案理由でございますが、本案は消費税法等の一部改正に伴い、水道料金について消費税

等相当分の改定し、所要の規定を整備するため、条例の一部を改正するものです。 

 主たる内容については、新旧対照表の別表第１のとおり、基本料金及び超過料金等、下

線部分について改正するものです。 

 附則として、施行日は令和元年10月１日から施行するものでございます。 

 経過措置として、令和元年11月以降の月分として徴収する料金について適用し、同年10

月までの月分として徴収する料金については、従前の例によるものでございます。 

 以上、ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

〇議長（野村 洋君） これから質疑を行います。いいですか。 
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（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 質疑を終わります。 

 討論を行います。いいですか。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 討論を終わります。 

 これから議案第５号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「起立採決でお願いします」の声あり） 

〇議長（野村 洋君） 早目に言っていただければいいのですけれども、もうここまでい

ってしまったのですけれども。 

（何事か言う者あり） 

〇議長（野村 洋君） それでは、この採決は起立により行います。 

（何事か言う者あり） 

〇議長（野村 洋君） 早目に言っていただかないと議事進行してしまいますので。 

 それで、ここまでいきましたので、これはそのまま簡易採決で行ってまいりたいという

ふうに思いますけれども、それでよろしいですね。 

（「異議なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 異議なしと認めます。 

 日程第18、議案第５号は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第１９ 議案第６号 

〇議長（野村 洋君） 日程第19、議案第６号 森町公共下水道条例の一部を改正する条

例制定についてを議題とします 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

〇上下水道課長（水元良文君） それでは、議案第６号 森町公共下水道条例の一部を改

正する条例制定についてご説明申し上げます。 

 次ページをお開きいただきたいと思います。条例の朗読を省略させていただいて、あわ

せて資料番号６の２ページ目、条例新旧対照表をご参照いただきたいと思います。提案理

由でございますが、本案は消費財政法等の一部改正に伴い、下水道使用料について消費税

等相当分を改定するため、条例の一部を改正するものです。 

 主たる内容については、新旧対照表の別表第１のとおり、基本料金及び超過料金等につ

いて改正するものです。 

 附則として、施行日は、令和元年10月１日から施行するものでございます。 

 経過措置として、令和元年11月以降の月分として徴収する料金について適用し、同年10
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月までの月分として徴収する料金については、従前の例によるものでございます。 

 以上、ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

〇議長（野村 洋君） これから質疑を行います。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 質疑を終わります。 

 討論を行います。いいですか。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 討論を終わります。 

（「起立採決お願いします」の声あり） 

〇議長（野村 洋君） それでは、異議がありますので、この採決は起立によって行いま

す。 

 議案第６号は、原案のとおり決することに賛成の方は起立願います。 

（起立多数） 

〇議長（野村 洋君） 起立多数であります。 

 よって、日程第19、議案第６号は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第２０ 議案第７号 

〇議長（野村 洋君） 日程第20、議案第７号 森町火災予防条例の一部を改正する条例

制定についてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

〇消防長（東谷直樹君） それでは、議案第７号 森町火災予防条例の一部を改正する条

例制定についてご説明申し上げます。 

 本案は、森町火災予防条例の一部を改正しようとするものでございます。 

 条例の朗読を省略させていただき、資料ナンバー７にて説明させていただきます。それ

では、資料ナンバー７をお開き願います。提案理由につきましては、不正競争防止法等の

一部を改正する法律が平成30年５月30日に、住宅用防災機器の設置及び維持に関する条例

の制定に関する基準を定める省令の一部を改正する省令が平成31年２月28日にそれぞれ公

布されたことに伴い、森町火災予防条例の一部を改正しようとするものでございます。 

 主たる改正内容といたしましては、１、避雷設備に関する事項、不正競争防止法等の一

部を改正する法律において、工業標準化法が産業標準化法に、日本工業規格が日本産業規

格にそれぞれ改められたこと。２、住宅用防災警報器の設置の免除に関する事項、住宅用

防災警報器等を設置しないことができる場合として、火災予防条例（例）第29条の３第１

項各号または第29条の４第１項に掲げる住宅の部分に特定小規模施設用自動火災報知設備

を特定小規模施設における必要とされる防火安全性能を有する消防の用に供する設備等に

関する省令第３条第２項及び第３項に定める技術上の基準に従い、または当該技術上の基

準の例により設置したときを追加したことの上記改正に伴う現行の森町火災予防条例の整
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備等を行い、所要の改正をしようとするものでございます。なお、避雷設備に関する事項

については令和元年７月１日より、住宅用防災機器の設置の免除に関する事項については

公布の日から施行しようとするものでございます。 

 ２ページ目には新旧対照表を記載しておりますので、ご参照願います。 

 以上でございます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

〇議長（野村 洋君） これから質疑を行います。いいですか。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 質疑を終わります。 

 討論を行います。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 討論を終わります。 

 これから議案第７号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 異議なしと認めます。 

 日程第20、議案第７号は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第２１ 議案第８号 

〇議長（野村 洋君） 日程第21、議案第８号 森町廃棄物の減量及び適正処理に関する

条例の一部を改正する条例制定についてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

〇環境課長（山本 憲君） 議案第８号 森町廃棄物の減量及び適正処理に関する条例の

一部を改正する条例制定についてご説明申し上げます。 

 本案は、令和元年10月１日の消費税法改正等に伴うし尿収集運搬手数料の改正をしよう

とするものでございます。 

 資料ナンバー８を提出してございますので、ご参照願います。改正内容につきましては、

条例第34条に係る別表の一般廃棄物処理手数料中、し尿収集運搬手数料を消費税法改正に

伴う増税分の改正及び燃料費等の高騰に伴う手数料本体の値上げ分の改正、合わせて40銭

を増額し、１リットルにつき４円70銭から５円10銭に改正しようとするものでございます。 

 施行年月日につきましては、令和元年10月１日とするものです。 

 以上でございます。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

〇議長（野村 洋君） これから質疑を行います。質疑よろしいですか。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 質疑を終わります。 

 討論を行います。 

（「なし」の声多数あり） 
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〇議長（野村 洋君） 討論を終わります。 

（「起立採決」の声あり） 

〇議長（野村 洋君） 異議がありますので、この採決は起立によって行います。 

 議案第８号は、原案のとおり決するに賛成の方は起立願います。 

（起立多数） 

〇議長（野村 洋君） 起立多数であります。 

 よって、日程第21、議案第８号は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第２２ 議案第９号 

〇議長（野村 洋君） 日程第22、議案第９号 北海道市町村職員退職手当組合規約の変

更についてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

〇総務課長（長瀬賢一君） 議案第９号 北海道市町村職員退職手当組合規約の変更につ

いてご説明申し上げます。 

 本案は、北空知葬斎組合、日高地区交通災害共済組合及び池北三町行政事務組合の解散、

脱退に伴い、規約の別表を改めることについて協議するため、議会の議決を求めようとす

るものです。 

 資料ナンバー９を提出しております。 

 よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

〇議長（野村 洋君） これから質疑を行います。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 質疑を終わります。 

 討論を行います。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 討論を終わります。 

 これから議案第９号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 異議なしと認めます。 

 日程第22、議案第９号は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第２３ 議案第１０号 

〇議長（野村 洋君） 日程第23、議案第10号 北海道町村議会議員公務災害補償等組合

規約の変更についてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

〇総務課長（長瀬賢一君） 議案第10号 北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の
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変更についてご説明申し上げます。 

 本案は、池北三町行政事務組合、日高地区交通災害共済組合、十勝環境複合事務組合及

び北空知葬斎組合の解散、脱退に伴い、規約の別表第１を改めることについて協議するた

め、議会の議決を求めようとするものです。 

 資料ナンバー10を提出しております。 

 よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

〇議長（野村 洋君） これから質疑を行います。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 質疑を終わります。 

 討論を行います。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 討論を終わります。 

 これから議案第10号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 異議なしと認めます。 

 日程第23、議案第10号は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第２４ 議案第１１号 

〇議長（野村 洋君） 日程第24、議案第11号 北海道市町村総合事務組合規約の変更に

ついてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

〇総務課長（長瀬賢一君） 議案第11号 北海道市町村総合事務組合規約の変更について

ご説明申し上げます。 

 本案は、北空知葬斎組合、日高地区交通災害共済組合及び池北三町行政事務組合の解散、

脱退に伴い、規約の別表第１及び別表第２を改めることについて協議するため、議会の議

決を求めようとするものです。 

 資料ナンバー11を提出しております。 

 よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

〇議長（野村 洋君） これから質疑を行います。いいですか。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 質疑を終わります。 

 討論を行います。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 討論を終わります。 

 これから議案第11号を採決します。 



 - 68 - 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 異議なしと認めます。 

 日程第24、議案第11号は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第２５ 議案第１２号 

〇議長（野村 洋君） 日程第25、議案第12号 令和元年度森町一般会計補正予算を議題

とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

〇総務課長（長瀬賢一君） 議案第12号についてご説明申し上げます。 

 本案は、令和元年度森町一般会計補正予算の第２回目となるものです。 

 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ7,702万2,000円を追加し、歳入歳出それ

ぞれ121億6,189万4,000円にしようとするものです。 

 第２条、債務負担行為は、６ページの第２表に掲載しておりますが、今年度発行予定の

福祉タクシー助成券の有効期限を来年６月までとするよう設定するものです。 

 第３条、地方債の変更は、第３表に掲載のとおりです。 

 事項別明細書によりご説明申し上げます。８ページ、９ページをお開き願います。歳入

ですが、款２地方譲与税の304万3,000円は、森林環境譲与税を計上し、森林環境事業に充

てようとするものです。 

 続いて、款14国庫支出金、項１国庫負担金、目１民生費国庫負担金の830万7,000円は、

低所得者保険料軽減強化による介護保険料の減額分に対する国からの負担金を計上してお

ります。 

 続いて、項２国庫補助金、目２民生費国庫補助金の64万3,000円は、障害者総合支援事業

費補助金を計上しております。 

 また、目８商工費国庫補助金の3,425万2,000円は、低所得者、子育て世帯等に対するプ

レミアムつき商品券の発行に伴う事業費と事務費について国から交付されるものです。 

 続いて、款15道支出金、項１道負担金、目１民生費負担金の415万3,000円は、国庫同様

低所得者保険料軽減強化による介護保険料の減額分に対する道からの負担金を計上してお

ります。 

 10ページ、11ページをお開き願います。款18繰入金の609万円は、ふるさと応援基金を繰

り入れ、各種事業に充当しようとするものです。 

 続いて、款19繰越金の1,643万5,000円は、財源調整のため計上するものです。 

 続いて、款20諸収入の273万9,000円は、北海道市町村振興協会より防災、減災対策の推

進を図る事業に対し交付される助成金を計上するものです。 

 続いて、款21町債の100万円は、炭ずみまで地域材を使おう！もりだくさんプロジェクト

補助金に充当するため、計上するものです。 
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 次に、12ページ、13ページからの歳出について説明いたします。各費目で消防施設保守

点検委託料の補正をしておりますが、これらにつきましては各施設を一括契約したことに

より精査したものですので、説明を省略させていただきます。 

 款１議会費の５万2,000円につきましては、作業服４着を購入しようとするものです。 

 続いて、款２総務費、項１総務管理費、目１一般管理費の需用費43万2,000円は、役場庁

舎消火栓ポンプの修繕をしようとするものです。 

 続いて、目４財産管理費の36万5,000円は、駅前ふれあいセンター横の町有地に管理用看

板を設置するほか、上台町職員住宅車庫の解体及び職員住宅の小破修繕料を計上しており

ます。 

 続いて、目７情報推進費の249万1,000円は、電柱の立てかえに伴う光ケーブルのかけか

え修繕が主なものです。 

 続いて、目９防災対策費の330万円は、北海道市町村振興協会からの助成金を活用し、デ

ィーゼルエンジン発電機２基を購入しようとするものです。資料ナンバー12を提出してお

ります。 

 続いて、目10定住対策費の５万3,000円は、地域おこし協力隊着任後の事業内容の精査に

より増減補正をしようとするものです。また、からまつの森分譲看板の撤去費用を計上し

ております。 

 続いて、款３民生費、項１社会福祉費、目１社会福祉総務費の繰出金、14ページ、15ペ

ージの目４老人福祉総務費の繰出金は、国民健康保険特別会計、介護保険事業特別会計及

び介護サービス事業特別会計に所要の繰り出しをしようとするものです。 

 また、項５障害者福祉費の64万3,000円は、障害者自立支援システムの改修委託料を計上

しようとするものです。 

 続いて、款４衛生費、項１保健衛生費、目３予防費では、風疹に関する追加対策事業と

して対象者に抗体検査、予防接種を実施しようとするものです。 

 また、目４保健事業費では、本事業実施に係る印刷製本費、通信運搬費、システム改修

委託料をそれぞれ計上しようとするものです。資料ナンバー13を提出しております。 

 16ページ、17ページをお開き願います。同じく款４衛生費、項２清掃費、目１清掃総務

費の281万円の減額は、臨時職員の配置がえによるものです。 

 続いて、款６農林水産業費、項２林業費、目１林業総務費の13万円は、ヒグマの防除対

策のため、石倉地区町有地の草刈り業務委託料を計上しようとするものです。 

 続いて、目２林業振興費の100万円は、今後の申請を見込み、炭ずみまで地域材を使おう！

もりだくさんプロジェクト補助金を増額計上するものです。 

 また、目３分収林事業費の５万2,000円は、公用車の修繕料を計上するものです。 

 18ページ、19ページをお開き願います。目５森林環境事業費の304万3,000円は、森林環

境譲与税を活用し、各種事業を実施しようとするものですが、節８報償費、節11需用費、

節16原材料費では、道南杉板にレーザー刻印した出生証明書を贈呈するほか、木育マイス
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ターを講師として招き、交流の場を通じて道南杉の積み木を親みずからが作成し、生まれ

てくる子供への最初の木製品としてプレゼントすることで木育の新たなアプローチと参加

者同士のコミュニティを構築しようとするものです。また、節９旅費、節14使用料及び賃

借料では、林業大学校の先進地視察に要する経費を計上しようとするものです。また、節

13委託料では、森林所有者に森林整備に係る意向調査を行おうとするものです。これらの

事業につきましては、資料ナンバー14から16を提出しております。 

 続いて、款７商工費、項１商工費、目１商工業振興費の3,425万2,000円は、国の全額補

助を受け、低所得者及び子育て世帯を対象にプレミアム付商品券発行事業を実施しようと

するものです。資料ナンバー17を提出しております。 

 20ページ、21ページをお開き願います。款８土木費、項６住宅費、目１住宅管理費、節

11需用費259万円は、町営住宅の小破修繕料を計上しようとするものです。 

 続いて、款10教育費、項１教育総務費、目２事務局費では、北海道中学校サッカー大会

負担金を計上しております。 

 22ページ、23ページをお開き願います。項３中学校費、目１学校管理費の需用費396万円

は、森中学校の給水ポンプの取りかえ修繕をしようとするものです。 

 続いて、項５社会教育費、目２公民館費の需用費25万3,000円は、森町公民館の受水槽及

びトイレの小破修繕をしようとするものです。また、備品購入費の14万1,000円は、森町公

民館調理室にガス炊飯器４台を購入しようとするものです。 

 続いて、目４文化財振興費の249万1,000円は、臨時職員の配置がえに伴い、増額計上し

ております。 

 続いて、24ページ、25ページの項６保健体育費、目２体育施設費の需用費29万2,000円は、

さわら小学校に隣接する総合運動公園グラウンドの散水用ポンプ制御盤の修繕料を計上し

ております。 

 また、目３学校給食費の需用費32万4,000円は、給食センターの調理室温水床暖房自動制

御盤の修繕をしようとするものです。 

 以上でございます。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

〇議長（野村 洋君） これから質疑を行います。事項別明細書８ページからです。 

〇11番（檀上美緒子君） 資料のページでもいいですか。 

〇議長（野村 洋君） はい。 

〇11番（檀上美緒子君） 資料の12ページなのですが、40周年記念で砂原に２台、ディー

ゼルエンジン発電機の購入ということなのですけれども、この２カ所に決めたという根拠

というか、選定されたときの基準をお知らせ願いたいと思います。ほかにも石谷だとか石

倉だとかという部分も停電時の給水の問題があるかと思うのですけれども、ここを優先的

にというふうにした根拠があれば、お聞かせください。 

〇防災交通課長（柴田正哲君） お答えします。 

 大規模停電時には砂原地区での各家庭の給水ポンプが停止となることから、給水が不可
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となります。その際には、各会館の給水ポンプを発電機で稼働させておりますが、砂原消

防支所及び彦澗集落センターについては大型の発電機が必要であり、今回発電機を備品と

して購入するものであります。先ほどご指摘のありました石倉地区におきましては、前回

の停電のときもありましたけれども、給水タンク等で対応しておりまして、そのような形

で対応したいと考えており、今回は砂原地区の２カ所につきましては大型の発電機を購入

したいと考えております。 

 以上です。 

〇９番（河野文彦君） 何件かあるのですけれども、まず資料ナンバー12の発電機の件な

のですけれども、停電時に設置しとあるのですけれども、ふだんは別な場所に保管して、

停電時に運搬して使うのか、それともこの場所に絶えず置いておくのかをまずお願いしま

す。 

〇防災交通課長（柴田正哲君） 発電機につきましては、通常時は砂原支所に保管しまし

て、大規模停電時のときに各２カ所に運搬する予定をしております。 

 以上です。 

〇９番（河野文彦君） それでは、ふだんは屋外に雨ざらしでなくて、倉庫に保管して、

停電時に移動させて使うということでよろしいのですね。 

〇防災交通課長（柴田正哲君） 済みません。説明が悪かったです。砂原支所の車庫にふ

だんは保管する予定でおります。 

 以上です。 

〇９番（河野文彦君） あと、７キロというと大分小さな発電機だなと思うのですけれど

も、先ほどこの２カ所のポンプ回すには大分大きなものが必要だというような説明あった

かと思うのですけれども、モーターの始動時の負荷だとか、その辺はちゃんと確認しての

７キロで大丈夫ですか。 

〇防災交通課長（柴田正哲君） 業者のほうに現場を見ていただきまして、必要な規格の

発電機を提示していただいて、今回予算計上しているところであります。 

 以上です。 

〇９番（河野文彦君） 続いて、資料ナンバー17のプレミアムつき商品券の件なのですけ

れども、歳入のほうを見ますとメーンの事業の補助金の部分が2,500万で、支出のほうを見

ると2,750万というような記載になっているかと思うのですけれども、この辺の説明をお願

いします。 

〇商工労働観光課長（阿部泰之君） お答えいたします。 

 まず、歳入の2,500万円については、こちらはプレミアム分の2,500万円となっておりま

す。それと、残りの250万円につきましては、こちらのほう商品券の販売、換金業務を商工

会議所、商工会にお願いする予定となっておりまして、それの中で商品券の印刷だとか、

換金の手数料だとかの分の事務手数料も含んでの2,750万円となっております。 

 以上です。 
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〇５番（伊藤 昇君） 12ページの項の総務管理費の目の定住対策費なのですけれども、

町も定住対策に力を入れているということは大変すばらしいことだと思っております。そ

の中で、からまつの森のホームページなのですけれども、私見ましたら2017年の６月から

更改になっていないのです。区画も、すべてです。概要も。これはどうしたのかというこ

とをまず聞きたいのと、それからちょっと暮らしの今回事業があったと思うのですけれど

も、上台町、私もちょっと気になって見に行ったのです。２日くらい前だったかな。その

ときに、すばらしい建物はあるのですけれども、草がぼうぼうと生えて、どなたか見に来

てもちょっとがっかりしてしまうのではないかなと。これ誰が管理するのかという部分を

お尋ねしたいなと思っています。 

〇議長（野村 洋君） 伊藤議員、質問内容が予算とちょっと一致しないのでないかとい

う。 

〇５番（伊藤 昇君） からまつの森の看板には地図等も描いてあったかと思うのです。

ですから、そういうもので関連でお聞きしたのですけれども、だめでしょうか。 

〇企画振興課長（川村勝幸君） ２点の質問の中の２点目、上台の施設についてお答えい

たします。 

 あの施設につきましては、企画振興課のほうで管理しておりまして、草刈りにつきまし

ては当課で行う予定でして、近々行う予定はしております。 

 以上でございます。 

〇議長（野村 洋君） 伊藤議員、いいですか。 

〇５番（伊藤 昇君） ホームページのほうはないのですね。この質問はだめということ。 

（何事か言う者あり） 

〇議長（野村 洋君） 暫時休憩します。 

 

休憩 午後 ４時０１分 

再開 午後 ４時０２分 

 

〇議長（野村 洋君） 休憩を解いて会議を再開いたします。 

〇５番（伊藤 昇君） それでは、ちょっと暮らしのほうなのですけれども、これから草

刈りをすると。でも、あれ新年度始まって早々につくったものですよね。ということは、

早く実施したいからつくっているわけです。それを今の時点で草が、見ていますか、課長

さん。草がぼうぼうとなっていれば、これ何だろうなというふうに一般の人は思いますよ。

そのあたりしっかり確認したほうがいいのでないかと思いますけれども、いかがですか。 

〇企画振興課長（川村勝幸君） お答えいたします。 

 現地につきましては私のほうも確認しておりまして、草刈りに関しては早急に本当にや

る予定をしておりましたので、回答といたします。 

 以上です。 
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〇14番（松田兼宗君） 何点かあるので、あれですけれども、まず先ほど質問があった災

害時用備品の話、13ページです。資料説明では12ページなのですが、先ほど２カ所でやる

というのはいいのですが、今後増やすみたいな話で言い回ししたのですが、そのめどとい

うのは立っているのですか。 

 そして、もう一つ確認したいのですが、三相、単相同時出力とあるのですが、三相の機

械というのはこの２カ所というのはあるのですか、三相まで必要ないのではないのという

ふうに思ったりもするのですが、その辺確認をお願いします。 

〇議長（野村 洋君） 松田議員、何ページ。 

〇14番（松田兼宗君） 13ページです。資料説明は12番です。予算書では13ページです。 

〇防災交通課長（柴田正哲君） お答えします。 

 先ほど災害対応で石倉小学校につきましては昨年給水タンクを出したというご説明をさ

せていただきまして、砂原地区につきましては停電時の給水対応としまして尾白内生活館、

掛澗生活館、砂原の消防支署、彦澗集落センター、沼尻神社をそれぞれ役場で持っている

発電機で回していたのですけれども、彦澗と砂原消防支署につきましては、こちらにつき

ましてはリースの発電機で回しました。ということで、災害時にその機械が借りられない

場合にはそこ給水対応できませんので、そういうことで今回この２カ所、大型の発電機を

購入ということで予算計上させていただいているところであります。 

 以上です。 

〇14番（松田兼宗君） 15ページ、予防費のところなのですが、風疹対策に対してのあれ

なのですが、これやるのはいいのですが、対象者というのはどの程度受診というか、見込

んでいるのですか。100％見込んでやるのは当然だと思うのですが、なかなかこういうのと

いうのは受診してくれないのかなという気はするのですが、その辺どういうふうな予測を

立てて見積もっているのか。 

〇保健福祉課参事（宮崎 渉君） お答えいたします。 

 まず、抗体検査が140人分、さらに予防接種を実際その中で受けられる方が26人というこ

とで見込んでおります。 

 以上です。 

〇14番（松田兼宗君） それで、17ページに入りますけれども、林業振興費のところです。

炭ずみまで地域材を使おう！もりだくさんプロジェクト補助金100万円計上していますけ

れども、当初予算で350万でしたよね、計上しているのです。それで、今回100万増額する。

先ほど総務課長のほうからの説明の中では、見込まれるという、増える見込みであるから

増額するのだという話言っていたのですが、その辺の見込み、当初予算からそんなにたっ

ていないでこれだけ多くなるというのは、理由というか、それだけ需要が。どういう形で

宣伝しているかというか、何か特殊なやり方しているのだろうかなと思って、その辺何か

特にありましたら、お願いします。 

〇農林課長（寺澤英樹君） お答えいたします。 



 - 74 - 

 掲載するのは、まず町の広報です。それから、窓口のほうにチラシを置いている。あと

は、ある程度町民の方に認知されてきたのかなという部分。あとは、町民の意識が大分変

わってきているのではないかなというところだと思います。あとは、当初一応３件程度予

定していたのですけれども、実際の申請は４件目今回来ておりまして、順調にいけば恐ら

く予算が足りなくなるだろうということで今回計上させていただきました。 

 以上です。 

〇14番（松田兼宗君） 上限というのはちなみにあるのですか、その辺お願いします。 

〇農林課長（寺澤英樹君） お答えいたします。 

 恐らくこれ当初予算をとる際に説明資料ということで提出をしていると思うのですが、

まず地域材の利用につきましては限度額が100万円、それから木炭の利用につきましては限

度額が10万円ということで設定しております。 

 以上です。 

    （「総額の金額で上限があるというのですが、これで450万になりますよ 

      ね。枠を超えて出すのですかということです。もし需要があれば」の 

      声あり） 

（何事か言う者あり） 

〇農林課長（寺澤英樹君） 申請次第です。申請があれば、補正をしていきたいというふ

うに考えております。 

 以上です。 

（「上限までちゃんと出すということでしょう」の声あり） 

〇農林課長（寺澤英樹君） そうです。 

〇14番（松田兼宗君） それで、今回森林環境譲与税という新しい税金が入る形で、こう

いう形で入ってくるのだろうなと思っていたのですが、全国林業大学校の現地視察という

ことが、資料ナンバーでいくと15番なのですけれども、この中でよくわからないのですが、

誰が行くのですかというところなのです。対象者は誰が行くのか全然わからない。そして、

行った人が見て、視察して、それをどういう形で町にフィードバックするのかというの全

然わからないのですよ、これ。その辺お願いします。 

〇農林課長（寺澤英樹君） お答えいたします。 

 まず、想定しているのは７名、町職員２名、それから町内の事業者が３事業体、それか

ら函館市の建築士、それから未来大学の教授という構成の７名で考えております。この７

名につきましては、林業大学校地域支援協議会の事務局を森町で担ってやっているわけで

ありますが、その下部組織として森町に地域部会を設けていきたいと、そこでいろんな林

業の関係を議論しながら、あとは林業大学校に対しては、今学んできたものを単純に地域

の中で議論するだけではなくて、本校のほうにも伝えながら、本校の部分もいろいろ改善

を求めていきたいなというふうに考えております。 

 以上です。 
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〇14番（松田兼宗君） 資料の15番の中で、今言ったことというのは、そのメンバーとい

うのはここで書いてある下にある森町地域サポート部会、これのメンバーということなの

ですか。それが７人いるということの理解でいいのですか。 

〇農林課長（寺澤英樹君） そうです。森町地域サポート部会、このメンバーになってい

ただくという考えです。 

 以上です。 

〇14番（松田兼宗君） もう一点、確認なのですが、商工振興費のプレミアム付商品券事

業補助金のことなのですが、消費税が流れたと、延期になったと、８から10が、そういう

場合にどうなるのですか。実施しないですよね。国から補助金来て、その中でやる話なの

ですが、今後流れたとしても、経費がかかっていくわけです。それについては町負担はな

く、全部国の負担だということで理解していいのですか。 

〇商工労働観光課長（阿部泰之君） お答えいたします。 

 こちらの事業については、先ほど議員の説明のとおり、消費税がなくなった場合どうな

るのだというＱアンドＡみたいのが来ていました。その中では、国ではそういうことは今

のところ想定していないという回答でしたので、今ここで私もそういうふうにお答えした

いと思います。また、もしなくなって経費がかかった分につきましては、それは国のほう

の負担になると認識しております。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） ほかに質疑ございますか。いいですね。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 質疑を終わります。 

 討論を行います。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 討論を終わります。 

 これから議案第12号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 異議なしと認めます。 

 日程第25、議案第12号は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎時間の延長について 

〇議長（野村 洋君） まだ早いですけれども、あらかじめ時間延長を宣言しておきます。 

 お諮りします。本日の会議時間は議事の都合によってあらかじめ延長したいと思います

けれども、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 異議なしと認めます。 
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    ◎日程第２６ 議案第１３号 

〇議長（野村 洋君） それでは、日程第26、議案第13号 令和元年度森町国民健康保険

特別会計補正予算を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

〇保健福祉課長（坂田明仁君） 議案第13号について説明させていただきます。 

 本案は、令和元年度森町国民健康保険特別会計補正予算の第１回目となるものです。 

 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ333万1,000円を追加し、歳入歳出それぞ

れ26億3,238万8,000円にしようとするものです。 

 以下、事項別明細書により説明させていただきます。４ページ、５ページをお開き願い

ます。歳入についてご説明いたします。款５繰入金、項１一般会計繰入金、目１一般会計

繰入金につきましては、議案第12号、一般会計補正予算で承認いただきました款３民生費、

項１社会福祉費、目１社会福祉総務費、節28繰出金を補正しようとするものでございます。 

 ６ページ、７ページをお開き願います。歳出についてご説明いたします。款１総務費、

項１総務管理費、目１一般管理費の補正は、職員の異動に伴い、給料、職員手当などにつ

いて補正しようとするものでございます。 

 以上でございます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

〇議長（野村 洋君） これから質疑を行います。いいですか。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 質疑を終わります。 

 討論を行います。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 討論を終わります。 

 これから議案第13号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 異議なしと認めます。 

 日程第26、議案第13号は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第２７ 議案第１４号 

〇議長（野村 洋君） 日程第27、議案第14号 令和元年度森町介護保険事業特別会計補

正予算を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

〇保健福祉課参事（須藤智裕君） 議案第14号について説明させていただきます。 

 本案は、令和元年度森町介護保険事業特別会計補正予算の第１回目となるものです。 

 保険事業勘定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ72万円を追加し、歳入歳出それ
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ぞれ19億8,829万円とするものです。 

 事項別明細書によりご説明させていただきます。４ページ、５ページをお開き願います。

歳入、款１保険料につきましては、特別徴収及び普通徴収保険料全体としまして1,661万

6,000円、こちらにつきましては低所得者保険料軽減分の減額補正となっております。 

 款８繰入金1,733万6,000円につきましては、低所得者保険料軽減繰入金及び事務費に係

る一般会計繰入金の増額補正となっております。 

 ６ページ、７ページをお開き願います。歳出、款１総務費、目１賦課徴収費72万円につ

きましては、システム改修に伴う増額補正となっております。 

 款２保険給付費、項１介護サービス等諸費につきましては、特定財源の振りかえによる

ものです。 

 以上、議案第14号の説明といたしますので、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

〇議長（野村 洋君） これから質疑を行います。いいですか。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 質疑を終わります。 

 討論を行います。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 討論を終わります。 

 これから議案第14号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 異議なしと認めます。 

 日程第27、議案第14号は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第２８ 議案第１５号 

〇議長（野村 洋君） 日程第28、議案第15号 令和元年度森町介護サービス事業特別会

計補正予算を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

〇さくらの園・園長（金丸義樹君） 議案第15号についてご説明させていただきます。 

 本案は、令和元年度森町介護サービス事業特別会計補正予算の第１回目の補正となるも

のでございます。 

 第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ186万5,000円を追加し、歳入歳

出それぞれ２億5,808万3,000円としようとするものでございます。 

 以下、事項別明細書にてご説明いたします。４ページ、５ページをお開き願います。歳

入の款３繰入金、項１一般会計繰入金、目１一般会計繰入金186万5,000円は、歳出でご説

明します費用へ充当しようとするものでございます。 

 次ページの６ページ、７ページをお開き願います。款１総務費、項１施設管理費、目１
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一般管理費、節11需用費の修繕料は、ボイラー配管の三方弁並びにラインポンプの交換及

び火災感知器の破損及び芝刈り機をそれぞれ修繕しようとするものです。 

 次に、款２事業費、項１施設介護サービス事業費、目１施設介護サービス事業費、節３

職員手当は、本年４月の人事異動に伴い、通勤手当、住居手当をそれぞれ精査したもので

ございます。節18備品購入費の介護用品備品は、入所者の床ずれや拘縮を予防するポジシ

ョニングクッションを購入しようとするものでございます。 

 以上でございます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

〇議長（野村 洋君） これから質疑を行います。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 質疑を終わります。 

 討論を行います。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 討論を終わります。 

 これから議案第15号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 異議なしと認めます。 

 日程第28、議案第15号は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第２９ 議案第１６号 

〇議長（野村 洋君） 日程第29、議案第16号 令和元年度森町水道事業会計補正予算を

議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

〇上下水道課長（水元良文君） それでは、議案第16号についてご説明申し上げます。 

 本案は、令和元年度森町水道事業会計予算の第１回目の補正予算でございます。 

 第２条の収益的収入及び支出につきまして、支出の第１款水道事業費用を既決予定額の

２億9,676万7,000円を563万5,000円増額し、支出総額を３億240万2,000円にしようとする

ものでございます。 

 第３条の資本的収入及び支出につきまして、水道事業会計予算第４条本文括弧書き中、

過年度分損益勘定留保資金5,066万1,000円を5,629万6,000円に、当年度分損益勘定留保資

金5,953万5,000円を5,390万円に改めようとするものです。 

 以下、事項別明細書によりご説明いたします。３ページをお開き願います。収益的収入

及び支出の支出について、款１水道事業費用、項１営業費用、目２配水及び給水費633万

2,000円の増額は、本年４月の人事で職員１名の増による職員給与費等の補正によるもので

す。 

 目５総係費69万7,000円の減額についても職員給与費の補正によるものです。 
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 以上、ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

〇議長（野村 洋君） これから質疑を行います。いいですか。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 質疑を終わります。 

 討論を行います。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 討論を終わります。 

 これから議案第16号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 異議なしと認めます。 

 日程第29、議案第16号は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第３０ 議案第１７号 

〇議長（野村 洋君） 日程第30、議案第17号 令和元年度森町公共下水道事業会計補正

予算を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

〇上下水道課長（水元良文君） それでは、議案第17号についてご説明申し上げます。 

 本案は、令和元年度森町公共下水道事業会計予算の第１回目の補正予算でございます。 

 第２条の資本的収入及び支出につきまして、支出の第１款下水道事業資本的支出を既決

予定額の４億4,766万6,000円から支出総額を同額の４億4,766万6,000円にしようとするも

のでございます。 

 以下、事項別明細書によりご説明いたします。３ページをお開き願います。資本的収入

及び支出の支出について、款１下水道事業資本的支出、項１建設改良費、目１下水道施設

費、補正額はゼロ円ですが、職員給与費の補正並びに事業精査による工事請負費82万円の

減額となったことによるものです。 

 以上、ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

〇議長（野村 洋君） これから質疑を行います。いいですか。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 質疑を終わります。 

 討論を行います。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 討論を終わります。 

 これから議案第17号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数あり） 
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〇議長（野村 洋君） 異議なしと認めます。 

 日程第30、議案第17号は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第３１ 議案第１８号 

〇議長（野村 洋君） 日程第31、議案第18号 工事請負契約の締結についてを議題とし

ます。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

〇契約管理課長（山田真人君） 議案第18号 工事請負契約の締結についてご説明いたし

ます。 

 本案は、地方自治法第96条第１項第５号及び森町議会の議決に付すべき契約及び財産の

取得又は処分に関する条例第２条の規定により、次のとおり工事請負契約を締結すること

について議会の議決を求めるものであります。 

 １、契約の目的は、旧ごみ焼却施設解体工事です。２、契約の方法は一般競争入札。３、

契約の金額は２億9,590万円です。４、契約の相手方は、札幌市中央区北２条東17丁目２番

地、岩田地崎建設株式会社代表取締役社長、岩田圭剛であります。 

 資料ナンバー18を提出しておりますので、ご参照願います。 

 以上、ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

〇議長（野村 洋君） これから第18号に対する質疑を行います。 

〇12番（木村俊広君） ２社で入札を行われているのですよね。それで、町内の業者が含

まれていないということで、３億弱もの工事で参加していないということ自体がちょっと

残念だなと思うのですけれども、恐らくダイオキシンの関係なのかなと思うのですけれど

も、こういう工事が行われるということが数年前からわかっていることだったのですけれ

ども、そういう技術が必要になるという、そういうことも町内業者等々にも周知の上、参

加できるような、そういう状況をつくっていくべきではないのかなと思うのですけれども、

どうですか、副町長、その辺。なかったのですか、何も。 

〇副町長（木村浩二君） お答えいたします。 

 木村議員おっしゃる内容は、私も理解はしております。ただ、この施設につきましては、

規模、それから議員ご指摘のとおりダイオキシンが含まれております。それで、ダイオキ

シンの資格を取った中での事業者となれば、やはりそれなりのリスクも伴いますし、今後

町でその工事がどんどん出ていくのかとなったときを考えますと、そこは業者も考えてい

るというところだと考えてございます。今後は、ダイオキシン等々の関連工事というのは

だんだん少なくなっていくということになると思います。そこで、改めて資格を取るのか

ということになれば、やっぱりそこはちょっと考え物だなというふうにも考えてございま

す。結果的に資格要件でこういう結果になったわけですけれども、できる限り町内業者も

参加できればいいなという私の望みも持ってございますので、ご理解いただきたいと思い

ます。 



 - 81 - 

〇議長（野村 洋君） ほかに質疑ございますか。いいですか。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 質疑を終わります。 

 討論を行います。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 討論を終わります。 

 これから議案第18号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 異議なしと認めます。 

 日程第31、議案第18号は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第３２ 議案第１９号 

〇議長（野村 洋君） 日程第32、議案第19号 工事請負契約の締結についてを議題とし

ます。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

〇契約管理課長（山田真人君） 議案第19号 工事請負契約の締結についてご説明いたし

ます。 

 本案は、地方自治法第96条第１項第５号及び森町議会の議決に付すべき契約及び財産の

取得又は処分に関する条例第２条の規定により、次のとおり工事請負契約を締結すること

について議会の議決を求めるものであります。 

 １、契約の目的は、町営住宅屋根外壁等改修工事（みどりケ丘団地２号棟その１）です。

２、契約の方法は一般競争入札。３、契約の金額は5,060万円です。４、契約の相手方は、

茅部郡森町字砂原西３丁目177番地１、丸正佐藤・岩本経常建設共同企業体、有限会社丸正

佐藤建設代表取締役、佐藤敬司であります。 

 資料ナンバー19を提出しておりますので、ご参照願います。 

 以上、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

〇議長（野村 洋君） これから第19号に対する質疑を行います。いいですか。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 質疑を終わります。 

 討論を行います。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 討論を終わります。 

 これから議案第19号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数あり） 
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〇議長（野村 洋君） 異議なしと認めます。 

 日程第32、議案第19号は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第３３ 議案第２０号 

〇議長（野村 洋君） 日程第33、議案第20号 工事請負契約の締結についてを議題とし

ます。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

〇契約管理課長（山田真人君） 議案第20号 工事請負契約の締結についてご説明いたし

ます。 

 本案は、地方自治法第96条第１項第５号及び森町議会の議決に付すべき契約及び財産の

取得又は処分に関する条例第２条の規定により、次のとおり工事請負契約を締結すること

について議会の議決を求めるものであります。 

 １、契約の目的は、さわら幼稚園整備工事（建築主体工事）です。２、契約の方法は一

般競争入札。３、契約の金額は５億4,780万円です。４、契約の相手方は、茅部郡森町字上

台町１番地、星組渡辺・工藤・西村特定建設工事共同企業体、星組渡辺土建株式会社代表

取締役、渡辺惠子であります。 

 資料ナンバー20を提出しておりますので、ご参照願います。 

 以上、ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

〇議長（野村 洋君） これから第20号に対する質疑を行います。 

〇12番（木村俊広君） ちょっと確認したいのですけれども、あくまでもこれ建築なのか

なというふうに思ったのですけれども、幼稚園となれば外で遊ぶ場所だとか、遊具だとか、

そういうものももろもろ出てくるのかなと思うのですけれども、外構工事的なそういうも

のも含まれているのか、その辺ちょっと確認させてもらいます。 

〇契約管理課長（山田真人君） 外構工事につきましては、議決案件でございませんでし

たので、今回の議会にはお諮りしておりません。別工事でございます。 

〇副町長（木村浩二君） ちょっと補足で説明させていただきます。 

 木村議員ご質問のように、外構工事はございます。外構は、グラウンド部分、そこに遊

具等も設置します。それと、もう一カ所が駐車場部分。この２カ所がございますので、外

構その１、その２で工事を発注してございます。ただ、5,000万に至っておりませんので、

議決案件にはならないということでご理解いただきたいと思います。 

〇２番（山田 誠君） さわら幼稚園の整備工事、建築主体工事なのですけれども、これ

一般競争入札になっているわけですけれども、１社、１団体、１企業体で入札というのは

いかがなものかなと思う。競争しての入札行為であって、入札行為等については指名競争

から一般競争から随意契約と、こうあるのだけれども、これなら随意契約と何ら変わりな

い。その理由が何かありますか。金額も大きいし、やっぱり競争して下げるべきだと私は

思うのだけれども、１企業体だけしか入っていないということは何らかの理由があるのか、
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ちょっと伺いたい。 

〇契約管理課長（山田真人君） お答えいたします。 

 本件は、一般競争入札で執行したものでございます。入札公告の時点では決して１社し

か参加見込みがないということではなくて、まだ参加見込みはございました。当日結果的

に入札に参加したのが１企業体であったと、そういうことでございます。 

〇２番（山田 誠君） だから、１企業体だけでも入札ということはちょっとおかしいの

でないかい。そういうことであれば、随意契約と何ら変わりないでしょう。その辺の取り

扱い方がどういうふうになっているのか、今後もこういう格好で出てきてもこういうふう

な格好でやるということで理解していいのか、その辺をお伺いします。 

〇契約管理課長（山田真人君） お答えいたします。 

 ご指摘のとおり、一般競争入札における１社入札、これが有効か否かという点につきま

しては、自治法等関連する法令上では具体的な規定がない、こう認識しております。しか

しながら、一般的な解釈といたしまして、入札公告を行った時点で当該入札に参加できる

機会の提供と競争性は同時に確保されたことになります。さらに、予定価格という適正な

基準がございますので、１社入札だとしても予定価格以下の金額でしか落札しませんので、

経済性という点も確保されております。こういった考えのもと、１社入札は有効であると

判断しているところです。 

〇議長（野村 洋君） ほかにございますか。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 質疑を終わります。 

 討論を行います。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 討論を終わります。 

 これから議案第20号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 異議なしと認めます。 

 日程第33、議案第20号は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第３４ 議案第２１号 

〇議長（野村 洋君） 日程第34、議案第21号 工事請負契約の締結についてを議題とし

ます。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

〇契約管理課長（山田真人君） 議案第21号 工事請負契約の締結についてご説明いたし

ます。 

 本案は、地方自治法第96条第１項第５号及び森町議会の議決に付すべき契約及び財産の
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取得又は処分に関する条例第２条の規定により、次のとおり工事請負契約を締結すること

について議会の議決を求めるものであります。 

 １、契約の目的は、さわら幼稚園整備工事（機械設備工事）です。２、契約の方法は、

一般競争入札です。３、契約の金額は１億3,519万円。４、契約の相手方は、茅部郡森町字

森川町１番地１、丸金橋本・泉工業経常建設共同企業体、有限会社丸金橋本設備工機代表

取締役、橋本治仁であります。 

 資料ナンバー21を提出してございますので、ご参照願います。 

 以上、ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

〇議長（野村 洋君） これから第21号に対する質疑を行います。よろしいですか。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 質疑を終わります。 

 討論を行います。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 討論を終わります。 

 これから議案第21号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 異議なしと認めます。 

 日程第34、議案第21号は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第３５ 議案第２２号 

〇議長（野村 洋君） 日程第35、議案第22号 工事請負契約の締結についてを議題とし

ます。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

〇契約管理課長（山田真人君） 議案第22号 工事請負契約の締結についてご説明いたし

ます。 

 本案は、地方自治法第96条第１項第５号及び森町議会の議決に付すべき契約及び財産の

取得又は処分に関する条例第２条の規定により、次のとおり工事請負契約を締結すること

について議会の議決を求めるものであります。 

 １、契約の目的は、さわら幼稚園整備工事（電気設備工事）です。２、契約の方法は一

般競争入札。３、契約の金額は9,729万5,000円。４、契約の相手方は、茅部郡森町字森川

町296番地20、谷・宮川経常建設共同企業体、株式会社谷電気工業所代表取締役、吉田好で

あります。 

 資料ナンバー22を提出しておりますので、ご参照願います。 

 以上、ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

〇議長（野村 洋君） これから第22号に対する質疑を行います。いいですか。 
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（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 質疑を終わります。 

 討論を行います。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 討論を終わります。 

 これから議案第22号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 異議なしと認めます。 

 日程第35、議案第22号は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第３６ 議案第２３号 

〇議長（野村 洋君） 日程第36、議案第23号 財産の取得についてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

〇消防長（東谷直樹君） それでは、議案第23号についてご説明を申し上げます。 

 本案は、財産の取得についてであります。 

 地方自治法第96条第１項第８号及び森町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は

処分に関する条例第３条の規定により、次のとおり財産を取得することについて議会の議

決を求めようとするものでございます。 

 １、取得財産及び数量ですが、水槽つき消防ポンプ自動車Ⅱ型１台でございます。２、

取得の方法は、指名競争入札でございます。３、取得の金額は5,142万7,200円でございま

す。４、取得の相手方は、北海道札幌市東区苗穂町13丁目２番17号、株式会社北海道モリ

タ代表取締役、中川龍太郎でございます。 

 指名業者につきましては、森町競争入札参加資格者名簿の車両用品、消防車に登録のあ

る業者で、北海道内に本店または営業所があり、指定仕様書に基づき水槽つき消防ポンプ

自動車Ⅱ型の取り扱いができ、北海道内にて消防ポンプ自動車等の入札参加実績を有する

５社を選定いたしました。 

 なお、参考といたしまして資料の23に入札及び契約状況表を提出しております。 

 ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

〇議長（野村 洋君） これから質疑を行います。いいですか。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 質疑を終わります。 

 討論を行います。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 討論を終わります。 

 これから議案第23号を採決します。 
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 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 異議なしと認めます。 

 日程第36、議案第23号は、原案のとおり可決されました。 

 暫時休憩します。 

 

休憩 午後 ４時４２分 

再開 午後 ４時４２分 

 

〇議長（野村 洋君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 

    ◎日程第３７ 意見書案第１号 

〇議長（野村 洋君） 日程第37、意見書案第１号 新たな過疎対策法の制定に関する意

見書を議題とします。 

 お諮りします。本案は意見書案件であるため質疑、討論を省略し、直ちに採決に入りた

いと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 異議なしと認めます。 

 これから意見書案第１号を採決します。 

 この採決は起立により行います。 

 意見書案第１号に賛成の方は起立願います。 

（起立多数） 

〇議長（野村 洋君） 起立多数であります。 

 よって、日程第37、意見書案第１号は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第３８ 意見書案第２号 

〇議長（野村 洋君） 日程第38、意見書案第２号 2019年度北海道最低賃金改正等に関

する意見書を議題とします。 

 お諮りします。本案は意見書案件であるため質疑、討論を省略し、直ちに採決に入りた

いと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 異議なしと認めます。 

 これから意見書案第２号を採決します。 

 この採決は起立により行います。 

 意見書案第２号に賛成の方は起立願います。 

（起立多数） 
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〇議長（野村 洋君） 起立多数であります。 

 よって、日程第38、意見書案第２号は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第３９ 意見書案第３号 

〇議長（野村 洋君） 日程第39、意見書案第３号 2020年度地方財政の充実・強化を求

める意見書を議題とします。 

 お諮りします。本案は意見書案件であるため質疑、討論を省略し、直ちに採決に入りた

いと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 異議なしと認めます。 

 これから意見書案第３号を採決します。 

 この採決は起立により行います。 

 意見書案第３号に賛成の方は起立願います。 

（起立多数） 

〇議長（野村 洋君） 起立多数であります。 

 よって、日程第39、意見書案第３号は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第４０ 意見書案第４号 

〇議長（野村 洋君） 日程第40、意見書案第４号 「子どもの貧困」解消など教育予算

確保・拡充と就学保障、義務教育費国庫負担制度堅持・負担率１／２への復元、教職員の

超勤・多忙化解消・「30人以下学級」の実現に向けた意見書を議題とします。 

 お諮りします。本案は意見書案件であるため質疑、討論を省略し、直ちに採決に入りた

いと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 異議なしと認めます。 

 これから意見書案第４号を採決します。 

 この採決は起立により行います。 

 意見書案第４号に賛成の方は起立願います。 

（起立多数） 

〇議長（野村 洋君） 起立多数であります。 

 よって、日程第40、意見書案第４号は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第４１ 意見書案第５号 

〇議長（野村 洋君） 日程第41、意見書案第５号 児童虐待防止対策のさらなる強化を

求める意見書を議題とします。 

 お諮りします。本案は意見書案件であるため質疑、討論を省略し、直ちに採決に入りた
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いと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 異議なしと認めます。 

 これから意見書案第５号を採決します。 

 この採決は起立により行います。 

 意見書案第５号に賛成の方は起立願います。 

（起立多数） 

〇議長（野村 洋君） 起立多数であります。 

 よって、日程第41、意見書案第５号は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第４２ 意見書案第６号 

〇議長（野村 洋君） 日程第42、意見書案第６号 消費税率10％の中止を求める意見書

を議題とします。 

 お諮りします。本案は意見書案件であるため質疑、討論を省略し、直ちに採決に入りた

いと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 異議なしと認めます。 

 これから意見書案第６号を採決します。 

 この採決は起立により行います。 

 意見書案第６号に賛成の方は起立願います。 

（起立少数） 

〇議長（野村 洋君） 起立少数であります。 

 よって、日程第42、意見書案第６号は否決されました。 

 

    ◎日程第４３ 議員の派遣について 

〇議長（野村 洋君） 日程第43、議員の派遣についてを議題とします。 

 お諮りします。森町議会会議規則第127条の規定による議員の派遣については、お手元に

配付のとおり派遣したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議員の派遣については、お手元に配付のとおり派遣することに決定しまし

た。 

 お諮りします。議題の議員派遣のほか、議案の審査または調査及び議会において必要と

する出席議員の派遣の決定については、議長に委任することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 異議なしと認めます。 
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 したがって、議員派遣の議案に記載のないものについては、議長に委任することに決定

しました。 

 

    ◎日程第４４ 休会中の所管事務調査等の申し出 

〇議長（野村 洋君） 日程第44、休会中の所管事務調査等の申し出を議題とします。 

 ただいま提出しております休会中の所管事務調査等の申し出につきましては、森町議会

会議条例の実施に関する要綱第６条に基づき、配付の上、報告するものです。 

    （「私の一般質問の回答もらっていないのがあるんですけど、それはい 

      かがなものでしょうか」の声あり） 

〇議長（野村 洋君） 暫時休憩します。 

 

休憩 午後 ４時４９分 

再開 午後 ４時５０分 

 

〇議長（野村 洋君） 休憩前に続き会議を再開いたします。 

 

    ◎休会の宣告 

〇議長（野村 洋君） これをもちまして令和元年第２回森町議会６月会議に付議されま

した議件の審議は全て終了しました。 

 よって、令和元年第２回森町議会６月会議を終了いたします。 

 ご苦労さまでした。 

休会 午後 ４時５０分 
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 以上会議の顛末を記載し、その誤りのないことを証するため、 

ここに署名する。 

 

 

  令和元年６月４日 

 

 

      森町議会議長 

 

 

      森町議会議員 

 

 

      森町議会議員 


